
令
和
2
年
3
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
520
号

発
行
人
：
向
山
洋
一　
編
集
人
：
向
山
洋
一　
発
行
：
教
育
技
術
研
究
所　
〒
１
４
２
ー
０
０
６
４ 

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
２
ー
４
ー
12　

 

印
刷
所
：
株
式
会
社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

教
育

4
月
号 

２
０
２
０　

教
育
技
術
研
究
所

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン 

4
月
号 

２
０
２
０

特
集
・
新
年
度
黄
金
の
三
日
間 

最
初
の
授
業
〜
学
年
別
一
覧
〜

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年3月15日発行（毎月1回15日発行）第520号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

中学校の授業実践
国語「分析批評のまとめノート指導」
数学「『説明しない数学』を目指す」

中学校の授業実践
国語「分析批評のまとめノート指導」
数学「『説明しない数学』を目指す」

特集 新年度黄金の三日間 
最初の授業～学年別一覧～
新年度黄金の三日間 
最初の授業～学年別一覧～

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す工作指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

新企画満載！
「トークライン」がさらにグレードアップ！
新企画満載！
「トークライン」がさらにグレードアップ！

先生方に，日々の役立つ教材情報と素材をご提供します。
詳しくはエデュサプリまで！

http://www.edusup.jp/

光村教育図書の「学び」サポートサイト

光村教育図書

開いて使えるしおりアシストナビ

しっかり身につくかくにんテスト

解き方がわかる解説動画※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-mk.com/?r=ke

インターネットで学べる！

計算計算計算
 コースを選んで全員満点！

計算しやすい
で

方眼

年

上

標準版 学校図書・教育出版・大日本図書・
日本文教出版　教科書向け

「ゆび書き・なぞり書き・うつし書き」で
漢字を定着

練習した言葉がテストに出る

インターネットで筆順アニメーション
などが見られる

編集・発行 教育出版
※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。
　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-ky.com/?r=top

インターネットで学べる！テストページダウンロード

漢字漢字漢字
年

学期

教育出版 「ひろがる言葉 小学国語」 完全準拠

切りとり
テストつきテストでかくにん

プレテスト

1

2

3

テストの
 れんしゅう

練習

 かん  じ

漢字をおぼえるゆび書き なぞり書き うつし書き

あかねこの漢字学習システム

発行 あすとろ出版 ※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが
あります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-to.com/?r=top1

インターネットで学べる！
テストページ
ダウンロード

漢字漢字漢字東京書籍 「新しい国語」 完全準拠

年
学期

テストでかくあん

プレテスト

1

2

3

テストの
 れんしゅう

練習

 かん  じ

漢字をおぼえる
ゆび書き なぞり書き うつし書き

切りとり
テストつき

あかねこの漢字学習システム

光村教育図書

●筆順アニメーション
●フラッシュカード

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。
　https://ak-mk.com/?r=kd

インターネットで学べる！

漢字漢字漢字
光村図書 「国語」 完全準拠

テストでかくにん

プレテスト

1
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3

テストの
 れんしゅう

練習

 かん  じ

漢字をおぼえる
ゆび書き なぞり書き うつし書き

切りとり
テストつき

年
学期

あかねこの
漢字学習システム

切りとり式の「かくにんテスト」で定着を確認

つまずきの防止と，学習の記録にも
役立つしおりつき

インターネットで解説動画が見られる

光村教育図書

開いて使えるしおり
アシストナビ

しっかり身につく
かくにんテスト 解き方がわかる

解説動画
※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことがあります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。　https://ak-ke.com/?r=top

インターネットで学べる！

計算計算計算
啓林館「わくわく算数」完全準拠

 コースを選んで全員満点！

計算しやすい
で方眼

年
学期

あかねこ 
漢字スキル
ノート
光村版 東書版 教出版

B5拡大判
●学期刊 各140円（税込） ●上下刊 各210円（税込）
＊1年は上下刊のみ 各140 円（税込）
＊『あかねこ漢字スキル』とのセット販売となります。
　ノート単体での購入はできません。

漢字漢字漢字
教育出版 「ひろがる言葉 小学国語」 完全準拠

あかねこ漢字スキルにぴったり！！
全漢字にイラスト入り

楽しく覚えられる

番
組

年
名 前

編集・発行　教育出版
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100点
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番組年
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漢字漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢字字字字字字字字字字字字字字字漢字漢字

発行　あすとろ出版

 めざせ
100点

あかねこ漢字スキルあぴっあり！！

東京書籍 「新しい国語」 完全準拠
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光村教育図書
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全漢字に
イラスト
入り

楽し
く覚えられる

 めざせ
100点

あかねこ漢字ス
キルにぴったり

！！

光村図書 「国語
」 完全準拠

年
 

学期

光村版 東書版 教出版

1～6年／B5拡大判／4色刷り／シールつき
●学期刊（各3冊）各360円（税込）
●上下刊（各2冊）各540円（税込）
＊1年は上下刊のみ 各360円（税込）

1～6年／B5拡大判（1年のみA4縮小判） 
4色刷り／シールつき／縮刷解答書つき
●学期刊（各3冊）各360円（税込）　●上下刊（各2冊）各540円（税込） ＊標準版は上下刊のみ各540円（税込）

東書版 啓林版 標準版

学
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書
改
訂
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応
！

あかねこも
新しくなりました！

2020
年度
2020
年度

あかねこ 
計算スキル
ノート

B5拡大判（1年のみ横判）
●学期刊（各3冊）各140円（税込）
＊『あかねこ計算スキル』とのセット販売となります。
　ノート単体での購入はできません。

エデュサプリ

東書版 啓林版
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光村教育図書

啓林館 「わくわく算数」 完全準拠

番組年

名 前

年
学期

解き方がわかる
解説動画

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが
あります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-ke.com/?r=top

インターネットで学べる！

光村教育図書
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解き方がわかる解説動画
※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。
　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。
　https://ak-ke.com/?r=top

インターネットで学べる！

啓林館 「わくわく さんすう」 完全準拠
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発行　あすとろ出版

東京書籍 「新しい算
数」 完全準拠

番組年

名 前

年
学期

解き方がわかる
解説動画

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-to.com
/?r=top2

インターネットで学べる！
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発行　あすとろ出版
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解き方がわかる
解説動画

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが
あります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

https://ak-to.com/?r=top2

インターネットで学べる！

光村教育図書光村教育図書

開いて使えるしおり

アシストナビしっかり身につく

かくあんテスト

発行　あすとろ出版

解き方がわかる

解説動画

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-to
.com/?r=top
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インターネットで学べる！

計算計算計算
 コースを選んで

全員満点！

計算しやすい
で方眼

東京書籍 「新し
い算数」 完全準

拠

年
学期

─発達段階に応じたポジティブ授業びらき──発達段階に応じたポジティブ授業びらき─

4・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

永久
保存版！

リニューアル！

木村重夫

小学1年　算数 「なかまあつめ」 谷　和樹
小学2年　国語 「ねぎぼうずのがくたい」 手塚美和
小学3年　国語 「三点セットから始まる」 河田孝文
小学4年　国語 「出会いの授業は、明るくテンポ良く」 鈴木恭子
小学5年　算数 「あかねこ計算スキル」 松崎　力
小学6年　算数 「線対称と点対称」 木村重夫



定価140円（税込）を
キャンペーン価格に！
MYノート 各色　120円（税込）
TOSSノート 各色　120円（税込）
１回のご注文につき「ミニ定規」を
１本プレゼント！　
パスワード：qpez82

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

五色百人一首
　スタートキット　2,000円（税込）
　取り札・読み札　各1,100円（税込）
１回の注文につき「五色百人一首
しおり」を1セットプレゼント！
パスワード：evb1lt

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年3月15日～6月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。
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研
究
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５月号
で紹介！

お申込み先

＆

６月号
で紹介！

ジャンボ ホワイト・
TOSSノート
　スタートキット　6,000円（税込）
　追加用３枚セット　10,000円（税込）
１回のご注文につき「TOSSメモ（赤）」
を１個プレゼント。
パスワード：2zn7yu

正進社　小学校 検索

TEL: 03-5229-7651
教材の詳細はカタログをご参照ください。

正進社
NEWS

キャラクターデザイン

坂崎千春
さかざきちはる／Chiharu Sakazaki

絵本作家・イラストレーター
Suicaのペンギン（JR東日本），
カクカク・シカジカ（ダイハツ），チーバくん（千葉県），
クロネコ・シロネコ（ヤマト・ホールディングス） 
など
http://sakazakichiharu.com/index.html

新年度の教材は白い鳥が
目じるしです。

　教室に、たくさんの遊び道具が必要だ。私の教室には、「五色百人一首」（教育技術研究所）、けん玉、将棋、ふれ
あい囲碁、トランプ、人生ゲーム、ボーリングなどがある。遊びは、子供同士を結び付けてくれる。数年前のこと。
不登校のAさんがいた。1年生の入学式から休む。それからずっと数年間休んでいた。毎年150日程度欠席である。
私が担任して、奇跡的に学校に来るようになった。しかし、休み時間になると、ぽつんと一人になる。私がそばに
行く。あれこれと世間話をする。しかし、高学年だ。女子だ。男の先生が話し掛けても、そこまで喜ばない。どう
したか？　周りの女子を誘って、「五色百人一首」で「坊主めくり」をした。その子は、きゃ～きゃ～声をあげて楽
しんでいた。「また一緒にしようね！」「うん、しようね！」と隣の女子と約束をしていた。中休みの15分が、その
子にとって、友達を作る時間になった。子供たちが自由に書ける黒板、掲示コーナーも大事だ。クラスがうんと明
るくなる。不登校だった子供も「学校が楽しい！」と言うようになる。学年末には、男装女装パーティーで盛り上
がるまで、明るく仲良しの学級になった。

山口県下関市立小月小学校 林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

教室の風景
五色百人一首で坊主めくり！
不登校の子供が「学校が楽しい！」と
言うようになる教室

⇧女子が着ている服は、
隣の席の男子が用意した。
迷彩服を着た子がチャン
ピオンになる。

⇩男装女装パーティー。女装用の
服は、隣の席の女子が用意した。

⇧教室の横の壁、黒板は、子供たち
が自由に使ってよいスペース。

⇩けん玉。遊び道具が教室に
たくさんあった方がいい。

TalkLine04H2-3_入稿.indd   1 20/03/04   12:08
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１

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル

２

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

　

全
校
で
椅
子
と
机
の
脚
に
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を

付
け
て
い
る
。
聴
覚
過
敏
の
子
が
本
当
に
救
わ

れ
て
い
る
。
机
や
椅
子
を
動
か
す
際
に
、
全
く

音
が
し
な
い
。学
校
に
よ
っ
て
は
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
ゴ
ム
の
ラ
バ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
床
も
あ
る

と
思
う
。
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
が
付
い
て
い
な
い
と

椅
子
や
机
を
引
き
ず
る
音
が
も
の
す
ご
く
、
特

別
支
援
を
要
す
る
子
に
と
っ
て
は
大
変
な
刺
激

に
な
る
。
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
付
け
る
だ
け
で
、

聴
覚
的
な
刺
激
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

３

ポ
イ
ン
ト

　

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
の
切
込
み
は
必
ず
十
字
型
に

す
る
。
子
供
た
ち
が
机
や
椅
子
に
取
り
付
け
や

す
く
な
る
。ま
た
、切
込
み
が
深
い
と
緩
く
な
っ

て
し
ま
い
、
取
れ
や
す
く
な
る
の
で
、
調
整
し

な
が
ら
切
込
み
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。

４

実
践
前

　

机
や
椅
子
を
引
き
ず
っ
て
運
ん
だ
と
き
に
、

も
の
す
ご
い
音
が
す
る
。
授
業
中
に
学
習
形
態

を
変
え
る
際
に
は
、
一
斉
に
机
や
椅
子
を
動
か

す
た
め
、
大
き
な
音
が
す
る
。
そ
の
度
に
、
下

の
階
の
学
級
の
子
供
た
ち
や
聴
覚
過
敏
の
子

供
た
ち
の
集
中
力
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

５

実
践
後

　

机
や
椅
子
を
引
き
ず
っ
て
運
ん
だ
と
き
に

も
、
大
き
な
音
が
し
な
い
。
ほ
か
の
ク
ラ
ス
に

迷
惑
を
掛
け
な
く
て
済
む
。
ま
た
、
通
常
学
級

に
い
る
特
別
支
援
を
要
す
る
子
に
、
大
き
な
音

が
刺
激
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

椅
子
に
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
付
け
る

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
付
け
る
だ
け
で
、
聴
覚
的
な
刺
激
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

久く

野の

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校
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岩い
わ

田た

史し

朗ろ
う

石
川
県
金
沢
市
立
長
田
町
小
学
校

１

全
員
を
熱
中
さ
せ
、

褒
め
る
こ
と
は
可
能
だ

　

授
業
び
ら
き
の
授
業
で
は
、
第
一
に
、
子
供

た
ち
を
熱
中
さ
せ
た
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
一

人
一
人
全
員
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら
褒
め
た

い
。
教
科
書
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
詩
を
使
え

ば
、
こ
の
こ
と
は
可
能
だ
。
し
か
も
、
こ
れ
は
、

誰
に
で
も
で
き
る
。

２

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
音
読
さ
せ
る

　

最
初
に
、
詩
を
繰
り
返
し
音
読
さ
せ
る
。
音

読
さ
せ
る
際
に
大
切
な
こ
と
は
、
変
化
の
あ
る

繰
り
返
し
で
音
読
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

次
の
よ
う
に
行
う
。

　

先
生
の
後
に
つ
い
て
読
み
な
さ
い
。

　

ま
ず
は
、
追
い
読
み
を
さ
せ
る
。
教
師
が
一

行
読
み
、
同
じ
行
を
子
供
た
ち
に
読
ま
せ
る
。

　

先
生
が
先
、
み
ん
な
が
後
。

　

次
は
、
交
代
読
み
を
さ
せ
る
。
教
師
が
一
行

読
み
、
次
の
一
行
を
子
供
た
ち
に
読
ま
せ
る
。

読
み
終
わ
っ
た
ら
、
子
供
た
ち
が
先
、
教
師
が

後
で
交
代
読
み
を
行
う
。

　

こ
っ
ち
（
教
室
の
右
半
分
）
が
先
、
こ
っ

ち
（
教
室
の
残
り
左
半
分
）
は
後
。

　

交
代
読
み
に
変
化
を
付
け
る
。
こ
れ
も
読
み

終
わ
っ
た
ら
、先
と
後
を
交
代
し
て
読
ま
せ
る
。

３

予
告
し
視
写
さ
せ
る

　

音
読
が
終
わ
っ
た
ら
、
詩
を
ノ
ー
ト
に
視
写

さ
せ
る
。
視
写
さ
せ
る
前
に
、
次
の
よ
う
に
言

う
。

　

後
で
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

字
の
丁
寧
さ
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
付
け
ま
す
。
丁

寧
な
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

最
初
に
予
告
し
て
お
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
予
告
す
る
こ
と
で
、
ど
の
子
も
丁
寧
に

書
こ
う
と
す
る
。褒
め
る
た
め
の
布
石
で
あ
る
。

　

教
師
が
黒
板
に
一
行
ず
つ
書
き
、
ノ
ー
ト
に

写
さ
せ
る
。
写
さ
せ
る
と
時
間
差
が
で
き
る
の

で
、
早
く
書
け
た
子
を
指
名
し
、
書
け
た
と
こ

ろ
を
音
読
さ
せ
る
。

４

徐
々
に
暗
唱
さ
せ
る

　

最
後
は
、
黒
板
に
書
い
た
詩
を
使
っ
て
暗
唱

を
さ
せ
る
。
ノ
ー
ト
は
閉
じ
さ
せ
、
黒
板
の
詩

を
音
読
さ
せ
る
。

　

一
回
読
ま
せ
る
ご
と
に
、
黒
板
の
詩
を
消
し

て
い
く
。左
の
写
真（
下
）の
よ
う
に
下
か
ら
大

胆
に
消
し
て
い
く
。こ
れ
を
何
回
か
繰
り
返
す
。

　

文
字
が
消
え
る
た
び
に
、
子
供
た
ち
か
ら
悲

鳴
が
上
が
る
。

　

最
後
は
、
全
て
の
文
字
を
消
し
、
何
も
書
い

て
い
な
い
黒
板
を
見
な
が
ら
、暗
唱
を
さ
せ
る
。

子
供
た
ち
が
、
最
も
熱
中
す
る
瞬
間
で
あ
る
。

こ
の
段
階
ま
で
に
繰
り
返
し
音
読
を
し
て
い
る

の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
、
暗
唱
で
き
る
。
暗

唱
で
き
た
こ
と
を
、
大
い
に
褒
め
れ
ば
よ
い
。

５

最
後
に
名
前
を
呼
ん
で
褒
め
る

　

暗
唱
が
終
わ
っ
た
ら
、
ノ
ー
ト
を
一
人
一
人

順
に
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
予
告
を
し
て
い
る
の

で
、
ど
の
子
も
丁
寧
に
書
い
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
全
員
に
Ａ
を
付
け
れ
ば
よ
い
。

　

Ａ
を
付
け
る
と
き
、「
◯
◯
く
ん
、
と
て
も

き
れ
い
な
字
で
す
。
Ａ
」
の
よ
う
に
、
名
前
を

呼
び
な
が
ら
褒
め
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
全

員
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら
褒
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

全
員
を
熱
中
さ
せ
、
一
人
一
人
の
名
前
を
呼

び
な
が
ら
褒
め
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
か
ら
の

信
頼
は
、
グ
ッ
と
増
す
は
ず
で
あ
る
。

授
業
び
ら
き
で
全
員
を
熱
中
さ
せ
、

名
前
を
呼
び
な
が
ら
褒
め
る
こ
と
は
可
能
だ

詩
を
板
書
し
、
視
写
さ
せ
た
後
、
徐
々
に
消
し
暗
唱
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
視
写
さ
せ
た
ノ
ー
ト
を
評
定
す
る
。
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のの絵画工作授業絵画工作授業大成功大成功

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
○
輪
ゴ
ム
（
十

六
番
程
度
）
○
ワ
ッ
シ
ャ
ー
（
五
円
玉

程
度
の
大
き
さ
）
○
色
画
用
紙
（
八
つ

切
り
の
八
分
の
一
程
度
）
○
小
さ
い

紙
（
Ｂ
５
用
紙
の
四
分
の
一
程
度
）

︻
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
︼

１
．「
音
を
出
す
仕
組
み
」
を
つ
く
る

２
．
小
さ
い
紙
で
試
作
す
る

■
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ

と
き
に
は
、
そ
の
形
を
つ
く
っ
て
ビ
ニ

ル
針
金
の
上
に
置
く
。

■
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か

　

ば
な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
一

　

つ
の
形
を
つ
く
っ
て

　

ビ
ニ
ル
針
金
の
上
に

　

置
く
。
そ
れ
を
見
て
、

　

次
に
ど
う
す
る
か
を
考

　

え
る
。
複
数
つ
く
っ

　

て
み
て
気
に
入
っ

　

た
形
を
選
ぶ
。

３
．
色
画
用
紙
で
つ

　

く
る
（
概
要
を
下

　

に
示
し
た
）

「
び
っ
く
り
バ
タ
バ
タ
」
は
、
今
か
ら
ほ
ぼ
二

十
年
前
に
発
表
し
た
教
材
の
一
つ
で
あ
る
。

　

袋
を
開
け
る
と「
バ
タ
バ
タ
」と
い
う
び
っ
く

り
す
る
よ
う
な
音
を
出
す
。
沖
縄
玩
具
を
教
材

化
し
た
も
の
で
あ
り
、「
音
」
や「
音
を
出
す
仕

組
み
」
の
形
や
色
な
ど
か
ら
発
想
し
て
つ
く
る
。

　

発
表
以
来
、
全
国
各
地
で
実
践
さ
れ
、
へ
び
、

カ
ッ
パ
、
傘
の
お
ば
け
、
ろ
く
ろ
く
び
、
獅し

子し

舞ま
い

、

入
れ
歯
、
魔
女
、
棺か

ん

桶お
け

か
ら
顔
を
出
す
お
ば
け

な
ど
、
様
々
な
発
想
を
生
み
出
し
て
き
た
。

　

で
は
、「
音
」
や
「
音
を
出
す
仕
組
み
」
の

形
や
色
か
ら
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮

か
ば
な
い
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ

の
問
い
に
答
え
る
一
例
を
以
下
に
示
し
た
。

︻
材
料
・
用
具
︼

○
封
筒
（
角
七
、一
四
二
×
二
〇
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
）
○
ビ
ニ
ル
針
金
（
十
二
番
、
長
さ
約
十

教
材

「
び
っ
く
り
バ
タ
バ
タ
」

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か

ば
な
い
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

北
海
道
教
育
大
学
教
授

「
び
っ
く
り
バ
タ
バ
タ
」
は
、
今
か
ら
ほ
ぼ
二

十
年
前
に
発
表
し
た
教
材
の
一
つ
で
あ
る
。

彦

形
や
色
か
ら
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮

か
ば
な
い
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ

の
問
い
に
答
え
る
一
例
を
以
下
に
示
し
た
。

○
封
筒
（
角
七
、一
四
二
×
二
〇
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
）
○
ビ
ニ
ル
針
金
（
十
二
番
、
長
さ
約
十

２．小さい紙で
試作する

３．色画用紙でつくる
①小さい紙での試作

に基づいて、色画
用紙で土台となる

　形をつくる。
②条件を確認する
（原則として、目と

口は最低限つくる
部品とする）。

③思い浮かんだときに
はその部品をつくる。

　思い浮かばないとき
には目をつくる。

④口などの部品をつくる。

■つくろうとするものが思い
浮かばないときには、取り
あえず一つの形をつくって

目の前に置いて
みる。それをじっ
と見て次にどう
するかを考える。
■発想か
ら形へ、
形から発
想へ（双
方向共存）。

基本形

１．音を出す仕組みを
つくる

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
○
輪
ゴ
ム
（
十

六
番
程
度
）
○
ワ
ッ
シ
ャ
ー
（
五
円
玉

程
度
の
大
き
さ
）
○
色
画
用
紙
（
八
つ

切
り
の
八
分
の
一
程
度
）
○
小
さ
い

紙
（
Ｂ
５
用
紙
の
四
分
の
一
程
度
）

１
．「
音
を
出
す
仕
組
み
」
を
つ
く
る

２
．
小
さ
い
紙
で
試
作
す
る

■
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ

と
き
に
は
、
そ
の
形
を
つ
く
っ
て
ビ
ニ

■
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か

　

ば
な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
一

　

つ
の
形
を
つ
く
っ
て

　

ビ
ニ
ル
針
金
の
上
に

　

置
く
。
そ
れ
を
見
て
、

　

次
に
ど
う
す
る
か
を
考

　

え
る
。
複
数
つ
く
っ

　

て
み
て
気
に
入
っ

　

た
形
を
選
ぶ
。

３
．
色
画
用
紙
で
つ

（
概
要
を
下

■
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か

　

ば
な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
一

①ワッシャー
　を20 ～

30回程度
回転さ
せる。

　半回
転で
１回と

　数えな
がら。 ②封筒の中

へ滑り込ませる。
ワッシャーが回転
しないように抑え
ながら。

③入口を折り曲げ
る。開けると
ワッシャーが回転
し「バタバタ」と
いう音が出る。

【制作のポイント】
①ワッシャーと色画

用紙でつくったもの
とが重ならないこと。

②色画用紙でつくるものは封筒の
中に入る大きさにすること。　

　

袋
を
開
け
る
と「
バ
タ
バ
タ
」と
い
う
び
っ
く

り
す
る
よ
う
な
音
を
出
す
。
沖
縄
玩
具
を
教
材

化
し
た
も
の
で
あ
り
、「
音
」
や「
音
を
出
す
仕

組
み
」
の
形
や
色
な
ど
か
ら
発
想
し
て
つ
く
る
。

　

発
表
以
来
、
全
国
各
地
で
実
践
さ
れ
、
へ
び
、

舞
、

用紙で土台となる

（原則として、目と
口は最低限つくる

③思い浮かんだときに
はその部品をつくる。

　思い浮かばないとき

④口などの部品をつくる。

■つくろうとするものが思い
浮かばないときには、取り
あえず一つの形をつくって

目の前に置いて
みる。それをじっ
と見て次にどう
するかを考える。
■発想か
ら形へ、
形から発
想へ（双
方向共存）。

と見て次にどう
するかを考える。

＋

■基本形（音を出す仕組み）のつくり方……「教材の質をより高めるためにー音が出る教材『びっくりバタ
バタ』の場合ー」（『教育トークライン』誌　2012年２月号　東京教育技術研究所）に示した。

色画用紙

【遊び方】

■色画用紙でつくったものをビニル針金に取り付ける際には、セロハンテープを使用する。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品／北海道教育大学・学生

発展形
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ID・パスワードなしで見られ
るお試しページを開設しまし
た。周囲の方に、ぜひ、ご紹介
ください‼

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる5分間

とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロードダウンロード
コンテンツもコンテンツも
満載！満載！

本誌PDFデータも
ダウンロード
できます！

56ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

デジタルトークライ
ン 検索

http://talkline.to
s-land.net

Digital Talkline

今月のトークラインID・パスワード

e 8 h f 6 y
（イー・はち・エイチ・エフ・ろく・ワイ） ※有効期間：

　2020年3月15日～
　6月14日

ID：TL4

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 SNS から
　 アクセスできます。

３３か月の期間限定公開！  
今すぐアクセス！

お得がが

今、ここでしか
見られない動画！

いっぱい！いっぱい！

もはじめました！

「TOSSノート・MYノート」「TOSSノート・MYノート」

田丸義明氏「若手教師の黄金の三日間準備」田丸義明氏「若手教師の黄金の三日間準備」

購読者限定WEBサ
ービス

購読者限定WEBサ
ービス

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを

クリック！

お し試 版

　

石
川
正
三
郎
先
生
で
す
。

　

子
供
の
こ
と
、
授
業
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

る
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
先
生
で
し
た
。
石
川

校
長
先
生
は
、
常
に
自
由
な
実
践
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

教
務
主
任
は
調
布
大
塚
小
学
校
で
は
坂
本
先

生
、
大
森
第
四
小
学
校
で
は
小
出
先
生
で
し
た
。

ど
ち
ら
も
、
教
科
書
を
執
筆
す
る
よ
う
な
、
力

の
あ
る
先
生
で
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
、
理
解
あ
る
上
司
の
お
か
げ
で
、

私
は
数
々
の
実
践
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
間
違
え
て
い
た
だ
き
た
く
な
い
の

で
す
が
、
私
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
外
れ
た
こ

と
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
た
り
、
発
展
さ
せ
た

り
す
る
授
業
は
よ
く
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
工
夫
は
、
ど
の
学
校
で
も
で
き

ま
す
。

　

日
本
中
、
全
く
同
じ
授
業
な
ど
で
き
る
わ
け

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
が
違
い
、
地
域
が

違
い
、
そ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
学
習
も
様
々

だ
か
ら
で
す
。

　

基
本
の
内
容
は
、
学
習
指
導
要
領
ど
お
り
で

す
。
そ
れ
に
地
域
や
子
供
の
実
態
に
合
わ
せ
て

工
夫
を
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
の
で
す
。

　
良
い
校
長
先
生
が
い
て
、
良
い
教
務
主

任
が
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

調
布
大
塚
小
学
校
で
も
、
大
森
第
四
小
学
校

で
も
、
同
じ
校
長
先
生
の
も
と
で
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
の
学
校
で
は
、
決
め
ら
れ
た
以
外
の

こ
と
を
す
る
の
が
難
し
く
、
な
か
な
か
新

し
い
試
み
が
で
き
ま
せ
ん
。
向
山
先
生
は

数
々
の
優
れ
た
実
践
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
実
現
し
て
い
っ
た
の
で
す
か
。

　

向
山
先
生
は
、
調
布
大
塚
小
学
校
で
は
知
的

な
実
践
、
大
森
第
四
小
学
校
で
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
実
践
を
残
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
タ
イ
プ

の
違
う
学
校
で
ど
ち
ら
も
優
れ
た
実
践
を
残
し

て
い
け
た
の
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

ダイナミックな実践について

向山洋一に聞く　　教育　 ＆
第８回

回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）
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巻 頭 論 文

オピニオン　　　教育界で起こっていること今

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

　

ダ
ム
を
建
設
す
る
と
水
没
す
る
地
域

が
ど
う
し
て
も
出
て
き
ま
す
。

　

そ
の
地
域
の
人
々
は
、
別
の
場
所
に

移
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

写
真
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

こ
れ
は
、「
モ
ン
族
」
と
呼
ば
れ
る
少

数
民
族
の
子
供
た
ち
で
す
。

　

モ
ン
族
は
、
主
に
稲
作
と
狩
猟
を
し

な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
し

て
き
ま
し
た
。

　

ダ
ム
の
た
め
に
移
転
し
た
後
も
、
受

け
継
い
で
き
た
文
化
を
守
り
な
が
ら
、

豊
か
な
生
活
を
し
て
い
け
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

あ
な
た
が
銀
行
の
人
な
ら
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
お
金
を
貸
し
ま
す
か
？

　

も
う
一
度
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

重
要
な
こ
と
は
、「
感
情
に
訴
え
る
」
こ

と
で
は
な
く
、
事
実
を
確
認
し
て
い
く
こ
と

だ
。

り
」
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
の
こ
の
ダ
ム
の
建
設

予
定
地
に
も
、
も
ち
ろ
ん
村
が
あ
る
。

　

そ
の
村
は
当
然
「
水
没
」
す
る
わ
け
だ
。

　

モ
ン
族
の
子
供
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
写
真
を

見
せ
る
 ※
。

　

次
の
説
明
と
発
問
を
す
る
。

　

こ
れ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
ゴ
ー

ル
で
は
、
ど
れ
に
関
係
が
あ
り
ま
す
か
？

　

も
ち
ろ
ん
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
授
業
プ
ラ
ン
（
そ
の
８
）

水
力
発
電
所
の
よ
う
な
大
き
な
事
業
に
銀
行
が
お
金
を
貸
す
と
き
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
が
生
き
て
い
る
。

豊
か
な
「
自
然
環
境
」
を
ど
う
す
れ
ば
守
れ
る
の
か
。
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
「
地
域
社
会
」
を

ど
の
よ
う
に
持
続
さ
せ
る
の
か
。
そ
う
し
た
条
件
を
一
つ
一
つ
考
え
る
大
切
さ
を
授
業
す
る
。

度
は
考
え
る
足
場
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
で
き

る
だ
け
意
見
を
出
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
だ
。

・
動
物
の
保
護
だ
と
思
い
ま
す
。

・
動
物
の
保
護
は
自
然
環
境
の
仲
間
で
は
な

い
の
で
す
か
。

・
お
金
を
使
い
過
ぎ
な
い
よ
う
に
計
画
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ど
う
か
か
な
。

・
資
源
の
無
駄
遣
い
を
し
な
い
。

　

等
々
、
様
々
な
予
想
を
さ
せ
る
。
恐
ら
く
、

正
解
に
近
い
意
見
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

・
ダ
ム
な
ど
を
つ
く
る
と
そ
こ
に
住
め
な
く

な
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
と
お
り
。
正
解
は
こ
れ
だ
。

　

地
域
社
会

　

そ
の
上
で
次
の
発
問
を
す
る
。

﹁
自
然
環
境
﹂
以
外
の
条
件
と
は
何
か

　

水
力
発
電
所
建
設
と
い
う
巨
大
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
銀
行
が
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
金
を
貸
す
条
件
。
そ
の
第
一
は
「
自
然
環

境
」
の
影
響
に
配
慮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

　

条
件
は
も
う
一
つ
あ
る
。

　

二
つ
目
の
条
件
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

　

当
然
の
こ
と
だ
が
、
す
ぐ
に
答
え
を
教
え

て
は
い
け
な
い
。

　

再
度
相
談
さ
せ
、
発
表
さ
せ
る
。

　

様
々
な
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

「
自
然
環
境
」
が
一
つ
出
て
い
る
の
で
、
今

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
、
実
際
に
水
没
す
る
村
の
住
民
で
は
な
い
。

 https://blog.his-j.com
/photos/

 uncategorized/2017/01/11/dscn1696.jpg

◆
「
水
力
発
電
所
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
画
像
は

 The Equator P
rinciples

（https://equator-
 principles.com

/

）
よ
り
引
用
。
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◇ 決定版「黄金の三日間の準備
　 リスト・チェック表」
◇ この学年＝そのまま使える
　 授業びらきシナリオ
　 （発問・指示付き）
　 小１～中３　学年別シナリオ
◇ 教師のキャリアステージ別
　 「学級びらき」の準備ポイント
　 新卒からベテランまで
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─発達段階に応じたポジティブ授業びらき─

新
年
度

新
年
度

三日間のの

～学年別一覧～～学年別一覧～
最初の授業

イラスト：渡邊 瑞穂

ま
で
、
全
て
の
授
業
び
ら
き
に
つ
い
て
、
そ
の

シ
ナ
リ
オ
例
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４

　

教
師
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
「
黄
金
の
三
日

間
」
の
準
備
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
い
ま
す
。

　

新
卒
〜
三
年
目
く
ら
い
ま
で
の
若
手
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
具
体
的
な

準
備
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
十
年
目
を
迎
え
る
よ
う
な
中
堅
ク

ラ
ス
で
は
、「
半
年
〜
一
年
先
」
ま
で
の
見
通

し
を
も
っ
た
準
備
も
ま
た
重
要
で
す
。
黄
金
の

三
日
間
の
中
で
導
入
し
て
お
い
た
活
動
が
、
二

学
期
・
三
学
期
に
花
開
く
こ
と
も
多
い
か
ら
で

す
。
ま
た
「
学
校
全
体
の
動
き
」
を
視
野
に
入

れ
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ク
ラ
ス
で

あ
れ
ば
、
学
校
経
営
、
校
務
分
掌
、
研
究
テ
ー

マ
、
校
内
研
修
な
ど
に
も
目
配
り
し
な
が
ら
、

若
手
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
同
時
に
こ
な
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
、
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
別
の
準
備

ポ
イ
ン
ト
も
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）

１

「
黄
金
の
三
日
間
」
は
向
山
洋
一
氏
の
造
語
で

す
（
例
：﹃
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
﹄
誌　

二
〇
〇

二
年
四
月
号
）。
新
年
度
、
学
校
が
始
ま
っ
て

か
ら
の
三
日
間
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
な
ぜ

「
黄
金
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
最
初

の
三
日
間
は
、
ど
の
子
も
「
お
り
こ
う
」
だ
か

ら
で
す
。み
ん
な
、そ
れ
な
り
に
ち
ゃ
ん
と
座
っ

て
い
ま
す
。
目
の
前
の
新
し
い
教
師
の
話
を
聞

こ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
「
様
子

を
う
か
が
っ
て
い
る
」
の
で
す
。
こ
の
時
期
に
、

教
師
が
無
計
画
で
頼
り
な
い
指
導
を
し
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
子
供
た
ち
は
瞬
く
間
に

崩
れ
て
い
き
ま
す
。「
お
り
こ
う
」
な
子
供
た

ち
、
彼
ら
は
新
担
任
の
あ
な
た
の
力
を
試
し
て

い
る
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
学
級
崩
壊
ま
で
、
も

の
の
数
週
間
で
す
。
地
獄
の
一
年
間
が
始
ま
り

ま
す
。
逆
に
、
黄
金
の
三
日
間
を
し
っ
か
り
と

準
備
し
て
臨
め
ば
、
そ
の
一
年
間
の
見
通
し
は

か
な
り
明
る
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

２

　

東
京
の
桜
木
泰
自
氏
が
、「
黄
金
の
三
日
間

で
や
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
桜
木
氏
の
サ
ー
ク
ル
の
中

村
さ
や
香
氏
が
「
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
」
で
紹
介

し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
に
は
黄
金
の
三
日
間
で
や
る
こ
と
が
、
次

の
よ
う
な
優
先
順
位
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ａ
⋮
⋮
何
が
何
で
も
、
四
月
五
日
ま
で

Ｂ
⋮
⋮
時
間
が
あ
れ
ば
四
月
五
日
ま
で

Ｃ
⋮
⋮
四
月
九
日
朝
ま
で

Ｄ
⋮
⋮
そ
の
他
（
で
き
る
だ
け
早
め
に
、

　
　
　

仕
上
げ
て
お
き
た
い
こ
と
）

　

つ
ま
り
「
黄
金
の
三
日
間
」
の
準
備
リ
ス
ト

を
①
列
挙
し
、
②
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
、
③
優
先

順
位
を
付
け
、
④
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
ご
と
に
、
分

か
り
や
す
く
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
も
、

こ
の
リ
ス
ト
は
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
る
ほ
ど
、
こ
う
し
て
優
先
順
位
を
設
定
し

て
お
く
と
便
利
で
す
。
新
卒
間
も
な
い
先
生
で

も
、
あ
る
程
度
見
通
し
を
も
っ
て
準
備
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
そ
う
し
た
「
全
体
の
俯ふ

瞰か
ん

図ず

」
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
「
リ
ス
ト
・

チ
ェ
ッ
ク
表
」
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

３

　

教
師
の
仕
事
は
「
授
業
」
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
黄
金
の
三
日
間
最
初
の
授
業
〜

い
わ
ゆ
る
「
授
業
び
ら
き
」
は
、
子
供
た
ち
も

興
味
津
々
で
す
。

　

子
供
た
ち
が
初
め
て
出
会
う
あ
な
た
の
授
業

で
す
。
そ
の
大
切
さ
は
、
ど
ん
な
に
強
調
し
て

も
、
し
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
し
ょ
う
。

１　

授
業
開
始
か
ら
す
ぐ
に
引
き
付
け
る

こ
と

２　

全
員
が
熱
中
す
る
こ
と

３　

知
的
に
面
白
い
こ
と

　

そ
し
て
、
で
き
れ
ば
「
何
か
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
」「
何
か
が
ス
ト
ン
と
理
解
で
き
る
」

よ
う
な
状
態
を
実
現
で
き
れ
ば
最
高
で
す
。

　

そ
れ
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
多
く
の
力
の
あ
る
先
生
方
が
し
て

い
る
授
業
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
学
年
別
に
小
一
か
ら
中
三
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１
一
週
間
も
な
い
準
備
期
間

　

一
年
間
の
学
級
経
営
の
基
盤
を
つ
く
る
た
め

に
も
、
黄
金
の
三
日
間
は
し
っ
か
り
と
準
備
を

し
て
臨
み
た
い
。
し
か
し
、
新
し
い
学
級
、
子

供
た
ち
と
の
出
会
い
に
向
け
て
、
や
る
べ
き
こ

と
は
多
々
あ
る
が
、
準
備
期
間
は
あ
ま
り
に
短

い
。
そ
の
間
に
も
、
会
議
や
校
務
分
掌
の
仕
事

な
ど
が
分
刻
み
で
入
っ
て
く
る
。

　

新
し
い
学
年
・
学
級
を
担
任
す
る
先
生
方
は
、

僅
か
な
隙
間
時
間
を
縫
っ
て
、
自
分
の
学
級
の

準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

２
毎
年
更
新
す
る
﹁
準
備
リ
ス
ト
﹂

　

少
し
で
も
効
率
よ
く
準
備
が
で
き
る
よ
う
に
、

毎
年
「
黄
金
の
三
日
間
の
準
備
リ
ス
ト
」
を
作

成
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
三
月
末
、
T
O
S
S
お
江
戸
８

７
の
会
主
催
（
代
表
：
桜
木
泰
自
氏
）「
春
の

教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
」
に
て
、
初
め
て
紹
介
を
し

た
。
子
供
た
ち
と
出
会
う
始
業
式
ま
で
に
し
て

お
き
た
い
こ
と
を
、
経
験
年
数
の
浅
い
先
生
方

に
自
分
の
経
験
を
交
え
て
伝
え
た
い
、
と
考
え

た
。
当
時
担
当
し
た
講
座
と
連
動
し
て
、
こ
の

リ
ス
ト
を
「
始
業
式
ま
で
に
こ
れ
だ
け
は
や
っ

て
お
こ
う　

出
会
い
ま
で
の
準
備
リ
ス
ト
」
と

名
付
け
た
。
以
降
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

毎
年
リ
ス
ト
の
内
容
を
更
新
・
追
加
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
様
子
や
、
学
校
で
の
事
務
作
業
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
 ※
的
な
問
題
な
ど
が
、年
々

変
化
し
て
い
る
。ま
た
、勤
務
先
の
状
況
に
よ
っ

て
、
準
備
の
内
容
に
多
少
の
違
い
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
全

面
実
施
の
年
で
も
あ
る
。
今
年
度
の
状
況
を
踏

ま
え
、
次
年
度
も
更
新
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

３
準
備
の
優
先
順
位

　

作
成
当
初
は
や
る
べ
き
こ
と
を
列
挙
し
た
だ

け
の
リ
ス
ト
だ
っ
た
。
更
に
見
通
し
を
も
っ
て

準
備
が
で
き
る
よ
う
、「
優
先
順
位
」
を
つ
け
た
。

Ａ
：
何
が
何
で
も
始
業
式
前
日
ま
で

Ｂ
：
時
間
が
あ
れ
ば
始
業
式
前
日
ま
で
（
始

Ｂ
：
業
式
当
日
が
終
わ
る
ま
で
に
済
ま
せ

Ｂ
：
て
お
き
た
い
こ
と
）　

Ｃ
：
始
業
式
の
次
の
日
の
朝
ま
で

Ｄ
：
そ
の
他
（
で
き
れ
ば
早
め
に
、
仕
上

Ｂ
：
げ
て
お
き
た
い
こ
と
）

※リストの詳細については、
　デジタル・トークラインをご覧ください。

始業式までに
これだけはやろう
「チェックリスト」で優先順位を確認し、
見通しをもって準備する。

決定版「黄金の三日間の準備リスト・チェック表」

中
なか

村
むら

 さや香
か

東京都公立小学校

※
法
令
遵
守
。

法
令
だ
け
で
な
く
、
倫
理
や
社
会
的
規
範
を
遵
守
す
る
こ
と

を
指
す
。

出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）出会いまでの準備リスト（ダイジェスト版）
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教
科
を
問
わ
ず
授
業
び
ら
き
で
心
す
べ
き
こ
と
は
次
だ
。

・
「
勉
強
っ
て
楽
し
い
」
と
思
わ
せ
る
。

・
学
習
の
し
つ
け
を
す
る
。

・
授
業
の
シ
ス
テ
ム
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

　

国
語
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
授
業
を
進
め
る
。

１
音
読

「
話
す
・
聞
く
ス
キ
ル
」（
正
進
社
）
を
配
付
し
、
名
前

を
書
か
せ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

「﹃
話
す
・
聞
く
ス
キ
ル
﹄
を
半
分
に
折
り
な
さ
い
 ※
。
音

読
す
る
と
き
は
、
机
に
立
て
て
持
ち
ま
す
」

　

半
分
に
折
る
、
机
に
立
て
る
な
ど
さ
さ
い
な
こ
と
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
毎
時
間
き
ち
ん
と
で
き
な
い
ク
ラ
ス

の
音
読
力
は
向
上
し
な
い
。
最
初
に
や
っ
て
お
か
な
い
と
、

ず
っ
と
よ
く
な
い
持
ち
方
、
読
み
方
を
続
け
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、最
初
だ
か
ら
し
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
話

す
・
聞
く
ス
キ
ル
」
の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
正
進

社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
、
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア

セ
ミ
ナ
ー
で
体
験
し
、
練
習
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
実
際

に
や
っ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
教
材
を
我
流
で
教

室
に
投
入
す
る
と
、
せ
っ
か
く
の
効
果
が
台
無
し
に
な
る
。

２
漢
字
練
習

　

漢
字
習
得
の
た
め
の
教
材
は
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ

ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
が
最
適
で
あ
る
。
教
師
が
楽
し

て
子
供
に
力
が
付
く
。
つ
ま
り
漢
字
習
得
率
が
他
教
材
と

は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
の
だ
。

　

授
業
び
ら
き
の
漢
字
練
習
だ
か
ら
、
練
習
法
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
教
え
た
い
。「
ゆ
び
書
き
」「
な
ぞ
り
書
き
」「
写
し

書
き
」
を
き
っ
ち
り
教
え
る
。
こ
の
習
得
シ
ス
テ
ム
さ
え

体
得
す
れ
ば
、
子
供
た
ち
は
、
特
別
な
苦
労
を
し
な
く
て

も
、
漢
字
を
読
み
書
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
も
、
最
初
だ
か
ら
全
員
に
し
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
。
こ
の
向
山
型
漢
字
指
導
シ
ス
テ
ム
も
、
光
村
教
育

図
書
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
、
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
で
、
自
分
で
演
習
し
て
か
ら
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

３
教
科
書

　

最
初
に
教
え
る
べ
き
は
、
教
科
書
の
使
い
方
だ
。
表
紙
、

裏
表
紙
、
真
ん
中
を
開
か
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
折
り
目
を

付
け
さ
せ
る
。
た
か
が
教
科
書
の
使
い
方
さ
れ
ど
教
科
書

の
使
い
方
。
そ
の
後
、
教
科
書
の
扉
の
詩
を
音
読
す
る
。

４
分
析
批
評
入
門

「
か
ら
」
と
い
う
詩
で
授
業
を
す
る
。
詳
し
く
は
、
本
誌

三
二
ペ
ー
ジ
の
実
践
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
私
は
、
三

〜
六
年
生
の
国
語
の
授
業
び
ら
き
は
、
こ
の
授
業
で
、
分

析
批
評
の
イ
ロ
ハ
を
教
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

１
算
数
授
業
び
ら
き
で
﹁
逆
転
現
象
﹂

「
逆
転
現
象
」
と
は
、
勉
強
が
で
き
て
目
立
つ
子
が
間
違

え
て
、
勉
強
が
苦
手
な
（
と
思
わ
れ
て
い
る
）
目
立
た
な

い
子
が
正
解
す
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
現
象
を
言
う
。

　

ま
た
、
全
員
が
間
違
え
る
状
態
も
「
ど
の
子
も
大
差
な

い
」
と
い
う
事
実
を
示
す
意
味
で
逆
転
現
象
で
あ
る
。

　

算
数
授
業
び
ら
き
で
逆
転
現
象
を
引
き
起
こ
し
た
い
。

２
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
せ
る
助
走
問
題

　

●
（
点
）
を
縦
三
個
、
横
三
個
、
等
間
隔
に
板
書
す
る
。

　

縦
、
横
隣
同
士
の
点
と
点
の
距

離
は
等
し
い
で
す
。
ノ
ー
ト
に
写

し
な
さ
い
。
四
つ
の
点
を
頂
点
と

す
る
正
方
形
は
何
個
あ
り
ま
す
か
。

　

初
め
は
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
子

も
い
る
だ
ろ
う
。
例
示
と
し
て
小
さ
い

正
方
形
を
一
つ
描
い
て
見
せ
る
（
右
記
）。

　

で
き
た
子
に
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ

せ
る
。
ま
ず
は
「
四
個
」
が
多
い
だ
ろ
う
。
一
番
大
き
い

正
方
形
を
加
え
て
「
五
個
」
が
出
た
ら
褒
め
る
。「
で
も

惜
し
い
！
」
答
え
を
教
え
な
い
で
待
つ
。「
斜
め
の
正
方

形
」
を
誰
か
が
見
付
け
る
だ
ろ
う
。「
す
ご
い
な
あ
！
」（
正

解
は
六
個
）

３
チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題
で
逆
転
現
象
！

　

本
日
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
問
題
で
す
。

ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
。

　

四
つ
の
点
を
頂
点
と
す
る
正
方

形
は
何
個
あ
り
ま
す
か
。

　

教
室
は
シ
ー
ン
と
な
る
。
静
か
な
熱
中
で
あ
る
。

　

教
師
は
一
切
教
え
な
い
。
黙
っ
て
待
つ
。

　

勉
強
が
得
意
な
子
が
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
る
。

「
お
っ
！　

早
い
ね
え
。
残
念
！
」（

印
）
子
供
が
「
え

え
ー
何
で
？
」
と
言
い
な
が
ら
席
に
戻
る
。「
い
い
線
い
っ

て
る
。
で
も

」「
頑
張
っ
た
ね
。
」

⋮
⋮
と

続
く
。

︿
揺
さ
ぶ
り
﹀
み
ん
な
分
か
ら
な
い
よ
う
だ
か
ら
答
え

を
教
え
ま
し
ょ
う
か
。（
待
っ
て
！
）（
自
分
で
解
く
！
）

　

十
八
個
で
止
ま
る
。「
少
し
斜
め
の

正
方
形
」
が
あ
る
。
二
十
個
だ
。
大
人

し
く
目
立
た
な
い
子
に
発
見
さ
せ
た
い
。

国語科授業のシステムを
インストール
授業の詳細を記した資料・コンテンツがある。
連絡は下記まで。
稲田好子：greenlittlefairy@gmail.com

算数びらきで「できる子」が間違え、
「できない子」が正解する
「逆転現象」を仕掛けよう
「あの子はできる」「この子はできない」前学年までに学級内に
つくられた子供の固定概念にヒビを入れる授業。

木
き

村
むら

重
しげ

夫
お

河
かわ

田
た

孝
たか

文
ふみ

東京都・日本文化大學 講師 山口県下関市立楢崎小学校

この学年＝そのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）この学年＝そのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）
小６でそのまま使える授業びらきシナリオ（国語）小５でそのまま使える授業びらきシナリオ（算数）

※
見
開
き
の
片
方
の
ペ
ー
ジ
を
後
ろ
に
折
り
込
む
こ
と
。
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授
業
の
導
入
は
活
動
か
ら
入
り
、
全
員
を
巻
き
込
む
。

「
教
科
書
一
三
ペ
ー
ジ
（
新
教
科
書
）
を
開
き
ま
す
」

　

教
師
も
子
供
と
同
じ
教
科
書
を
開
き
、
子
供
に
見
せ
な

が
ら
指
示
を
す
る
。

「
表
が
あ
り
ま
す
。
指
で
押
さ
え
な
さ
い
」

　

指
示
は
明
確
に
、
語
尾
ま
で
は
っ
き
り
と
言
う
。

「
隣
の
人
が
押
さ
え
て
い
な
い
人
、
手
を
挙
げ
な
さ
い
」

　

授
業
の
導
入
場
面
は
、
ど
の
子
も
で
き
る
簡
単
な
指
示

か
ら
入
る
。

　

全
員
が
で
き
て
い
る
か
一
瞬
で
見
抜
く
こ
と
が
で
き
る
。

表
の
読
み
方
を
指
導
す
る
。

「
表
の
タ
イ
ト
ル
は
何
で
す
か
」

　

表
や
グ
ラ
フ
が
出
て
来
た
ら
、
ま
ず
は
タ
イ
ト
ル
・
表

題
を
確
定
さ
せ
る
。

「
タ
イ
ト
ル
を
鉛
筆
で
囲
み
な
さ
い
」

「
丁
寧
に
、
閉
じ
た
○
で
囲
む
の
で
す
」

　

丁
寧
さ
の
追
求
。
一
年
間
が
規
定
さ
れ
る
。

「
上
の
横
軸
三
つ
、
何
が
書
か
れ
て
い
ま
す
か
」

「
右
に
言
葉
の
式
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
読
み
ま
す
」

「
言
葉
の
式
に
合
う
よ
う
に
、
表
の
横
軸
に
も
×
＝
を
書

き
込
み
な
さ
い
」

　

表
の
中
に
×
や
＝
を
書
き
込
む
と
式
に
な
る
よ
う
に
設

定
さ
れ
て
い
る
（
上
図
）。
算
数
が
苦
手
な
子
に
も
一
目

で
分
か
る
指
示
で
あ
る
。

「﹃
う
﹄
の
得
点
は
何
点
で
す
か
？
」

「
表
に
式
と
答
え
を
書
き
込
み
な
さ
い
」

「﹃
あ
﹄
の
得
点
は
何
点
で
す
か
」

「
表
に
式
と
答
え
を
書
き
込
み
な
さ
い
」

「
い
」、「
え
」
も
同
じ
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　

基
本
型
を
指
導
し
、
同
じ
よ
う
に
す
る
と
、
ど
の
問
題

も
解
け
る
よ
う
に
な
る
。

　

教
科
書
の
ま
と
め
を
読
ん
で
、
練
習
問
題
に
入
る
。

授業の導入は簡単な
指示を与えよ
全員を巻き込み、骨格となる基本形をシンプルに指導する。
教師の言葉を削り、子供の活動を増やす。
啓林館・３年上・p.11（新教科書p.13）

小
お

原
はら

嘉
よし

夫
お

兵庫県加古川市立別府西小学校

この学年＝そのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）この学年＝そのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）
小４でそのまま使える授業びらきシナリオ（国語）小３でそのまま使える授業びらきシナリオ（算数）

　

ま
ず
、
音
読
で
あ
る
。

︿
追
い
読
み
﹀

　

先
生
の
後
に
つ
い
て
読
み
ま
す
。「
春
の
う
た
」

　

教
師
の
後
に
つ
い
て
、
一
行
ず
つ
そ
っ
く
り
読
ま
せ
る
。

︿
一
行
交
代
読
み
﹀

　

先
生
と
一
行
交
代
で
読
み
ま
す
。
み
ん
な
は
「
ほ
っ　

う
れ
し
い
な
」
で
す
。「
ほ
っ　

ま
ぶ
し
い
な
」

　

全
部
読
み
終
え
た
ら
、「
今
度
は
み
ん
な
が
先
で
す
。

さ
ん
は
い
」
と
言
っ
て
読
ま
せ
る
。

︿
た
け
の
こ
読
み
﹀

　

た
け
の
こ
読
み
と
い
う
も
の
を
し
ま
す
。
自
分
が
読
み

た
い
行
で
立
っ
て
読
み
ま
す
。
読
み
た
い
行
の
上
に
三
つ

丸
を
付
け
な
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
三
つ
」
に
縛
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。
回
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
「
四
つ
」「
五
つ
」
と
増
や
し
て
も
よ
い
。

︿
一
人
読
み
﹀

　

今
度
は
一
行
ず
つ
順
番
に
、
一
人
で
読
ん
で
も
ら
い
ま

す
。

「
ほ
っ　

ま
ぶ
し
い
な
」
と
「
ほ
っ　

う
れ
し
い
な
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
順
番
に
読
ま
せ
て
い
く
。「
上
手
！
」「
す

ば
ら
し
い
！
」
と
一
人
一
人
褒
め
て
い
く
。

　

次
に
、
ノ
ー
ト
作
業
で
あ
る
。

　

一
行
目
に
”春
の
う
た
“
と
書
き
な
さ
い
。

　

今
か
ら
先
生
が
十
問
、
問
題
を
出
し
ま
す
。
必
ず
文
章

中
に
答
え
、
も
し
く
は
手
掛
か
り
が
あ
り
ま
す
。

　

一
行
ず
つ
空
け
て
答
え
を
書
か
せ
る
。

①
題
名
は
何
で
す
か
。

②
作
者
は
誰
で
す
か
。

③
全
部
で
幾
つ
の
行
が
あ
り
ま
す
か
。

④
水
は
ど
ん
な
様
子
で
す
か
。
四
文
字
で
書
き
な
さ
い
。

⑤
風
は
ど
ん
な
様
子
で
す
か
。
四
文
字
で
書
き
な
さ
い
。

⑥
か
え
る
の
鳴
き
声
は
何
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

⑦
「
ケ
ル
ル
ン　

ク
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
は
幾
つ
出
て
き

ま
す
か
。

⑧
何
が
咲
い
て
い
ま
す
か
。
六
文
字
で
書
き
な
さ
い
。

⑨
く
も
は
近
づ
い
て
い
ま
す
か
。
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
す
か
。

⑩
も
し
く
も
が
遠
ざ
か
る
と
す
る
と
、
ど
ん
な
書
き
方
に

な
り
ま
す
か
。

②
に
つ
い
て
。「
草
野
と
心
平
の
間
を
一
マ
ス
空
け
て

い
た
人
？　

二
重
丸
を
付
け
な
さ
い
」
と
告
げ
る
。
③
に

つ
い
て
。「
漢
数
字
で
十
一
と
書
い
て
い
た
人
？　

正
解

で
す
」
と
告
げ
る
。
⑦
の
問
題
で
再
び
、「
漢
数
字
で
四

と
書
い
て
い
た
人
？　

③
で
の
学
び
を
生
か
し
ま
し
た

ね
」
と
告
げ
る
。
⑩
に
つ
い
て
。「
書
け
た
人
は
ノ
ー
ト

を
持
っ
て
来
な
さ
い
」
と
指
示
を
す
る
。
そ
し
て
、「
正

解
で
す
！　

よ
く
で
き
ま
し
た
！
」
と
強
く
褒
め
る
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
く
一
時
間
が
終
わ
る
。

活動に次ぐ活動で子供を熱中させる
国語の授業びらきは詩から入ると効果的である。音読のシステムを、
変化のある繰り返しで楽しく浸透させることができる。ノートの
書き方を指導することができる。活動をたくさん盛り込むことで、
子供を熱中させることができる。
光村図書・４年上・p.10-11（新教科書p.12-13）

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

石川県金沢市立千坂小学校
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①　

イ
ラ
ス
ト
を
提
示
し
て
、
数
の
練
習

︿
一
部
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
提
示
し
て
﹀

「
犬
さ
ん
、
何
人
？
」（
三
！
）

「
良
い
感
じ
！　

何
人
？
（「
人
」
を
強
く
）」（
三
人
！
）

「
天
才
！　

猫
さ
ん
何
人
？
」（
四
人
！
）

「
い
い
声
、
パ
ン
ダ
さ
ん
？
」（
四
人
！
）

「
正
解
！　

賢
い
！　

豚
さ
ん
！　

隣
の
人

に
言
っ
て
！
」（
五
人
！
）

「
す
ご
い
！　

超
天
才
！
」

︿
犬
の
イ
ラ
ス
ト
に
戻
し
て
﹀

「
三
人
！　

み
ん
な
も
！
」（
三
人
！
）

「
三
人
！
」（
三
人
！
）

︿
犬
、
猫
、
パ
ン
ダ
、
豚
と
二
回
ず
つ
練
習
す
る
。
続
い

て
、
一
回
ず
つ
練
習
。
驚
く
よ
う
に
褒
め
つ
つ
、
最
後
は
、

子
供
た
ち
だ
け
で
数
え
さ
せ
る
﹀

②　

○
で
囲
ん
で
仲
間
づ
く
り
を
す
る

「
教
科
書
を
机
か
ら
出
し
て
（
教
科
書
を
め
く
っ
て
見
せ

な
が
ら
）。
め
く
っ
て
！　

も
う
一
度
め
く
っ
て
」

「
ア
イ
ロ
ン
掛
け
る
よ
（
見
本
を
見
せ
な
が
ら
）。
こ
う

や
っ
て
手
で
、
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
」

「
座
っ
て
い
る
パ
ン
ダ
さ
ん
、
何
人
？
」（
四
人
）

「
ス
テ
キ
！　

正
解
！　

黒
板
を
見
て
。（
教
科
書
を
提

示
し
て
）
パ
ン
ダ
さ
ん
、
四
人
、
仲
間
。
鉛
筆
で
ぐ
る
っ

と
囲
む
よ
。
先
生
の
よ
う
に
、
線
と
線
を
つ
な
い
で
、
囲

ん
で
ね
。
慌
て
な
く
て
い
い
か
ら
、
丁
寧
に
」

「
上
手
！　
ほ
か
に
囲
め
る
仲
間
い
る
？
」（
き
つ
ね
で
す
）

「
あ
あ
〜
、そ
う
だ
ね
！　
き
つ
ね
さ
ん
、何
人
？
」（
三
人
）

「
よ
し
、
囲
も
う
。
み
ん
な
立
派
！　

じ
ゃ
、
ほ
か
の
仲

間
ど
れ
か
一
つ
、﹃
こ
れ
が
仲
間
﹄
と
思
う
の
を
囲
ん
で
」

「
Ａ
さ
ん
が
囲
ん
だ
動
物
を
教
え
て
」（
猫
さ
ん
四
人
）

︿
こ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
囲
ん
だ
動
物
を
発
表
さ
せ
る
﹀

③　

囲
ん
だ
仲
間
を
確
認
し
つ
つ
、
話
型
を
伝
え
る

「
み
ん
な
、算
数
、す
ご
く
賢
い
！　

確
認
し
よ
う
ね
（
画

面
に
指
を
差
し
て
）。
き
つ
ね
さ
ん
が
三
人
い
ま
す
」（
き

つ
ね
さ
ん
が
三
人
い
ま
す
）

︿
ほ
か
も
同
様
に
確
認
す
る
。
時
間
が
余
っ
て
も
や
り
す

ぎ
な
い
﹀

★
ポ
イ
ン
ト

・
活
動
中
心
に
、
教
師
が
明
る
く
笑
顔
を
心
掛
け
、
楽
し

そ
う
に
す
る
。
ま
た
、子
供
た
ち
を
、た
く
さ
ん
褒
め
る
。

・
教
材
を
黒
板
に
映
し
、
視
覚
支
援
を
行
う
。

・
①
で
は
、
イ
ラ
ス
ト
は
三
〜
四
個
に
絞
る
。
ま
た
、
二

人
（
ふ
た
り
）
は
言
い
方
で
混
乱
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
避
け
る
。

・
囲
む
場
面
は
、
教
師
が
直
に
囲
む
姿
を
見
せ
る
。

・
何
匹
で
は
な
く
、
何
人
と
言
わ
せ
る
（
先
の
単
元
で
何

人
目
と
い
う
表
現
が
出
て
く
る
の
で
）

・
焦
ら
な
い
。
本
時
の
み
で
完
璧
を
求
め
な
い
。

１
書
き
順
を
扱
う　

「
一
年
生
で
習
っ
た
漢
字
の
お
勉
強
で
す
」

「
一
と
い
う
漢
字
は
あ
と
い
の
ど
ち
ら
か
ら
書

く
の
で
す
か
」

「
あ
で
す
ね
」

「
で
は
、二
を
正
し
い
書
き
順
で
書
い
て
ご
ら
ん
」

　

こ
こ
で
「
そ
ら
書
き
」
を
教
え
る
。
書
き
順

を
言
い
な
が
ら
、
空
中
に
指
で
漢
字
を
書
か
せ

る
の
で
あ
る
。

　

以
下
、「
三
↓
手
↓
王
」「
十
↓
土
↓
上
」
と
書
き
順
を

そ
ら
書
き
さ
せ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
正
解
を
告
げ
た
後
、
正
し

く
そ
ら
書
き
を
さ
せ
な
が
ら
進
め
る
。

「
何
と
読
み
ま
す
か
（
き
ゅ
う
・
く
）」

「
九
は
あ
と
い
の
ど
ち
ら
か
ら
書
く
の
で
す
か
」

「
い
で
す
ね
」

「
そ
ら
書
き
し
ま
す
。
二
画
目
の
よ
う
に
曲
が

る
場
合
は
、
ニ
ー
イ
と
伸
ば
し
な
が
ら
書
き
順

を
言
い
ま
す
」（
練
習
す
る
）

　

以
下
、「
九
↓
力
」「
左
↓
右
」
と
書
き
順
を

そ
ら
書
き
さ
せ
る
。

２
画
数
を
扱
う　

「
木
は
何
画
の
漢
字
で
す
か
」（
四
画
）

　

以
下
、「
木
↓
林
↓
森
」「
子
↓
字
」
と
画
数
を
問
う
て

い
く
。
そ
ら
書
き
を
し
て
画
数
を
確
か
め
て
い
く
。

３
一
画
加
え
て
ほ
か
の
漢
字
を
つ
く
る　

「
こ
の
八
つ
の
漢
字
（
十
は
二
つ
）
を

ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
」

「
八
つ
の
漢
字
に
一
画
付
け
加
え
る
と
違

う
漢
字
に
な
り
ま
す
」（
一
つ
例
示
す
る
）

「
や
っ
て
み
な
さ
い
」

　

木
↓
本
、
大
↓
犬
、
土
↓
王
、
王
↓
玉
、

十
↓
千
、
十
↓
土
、
人
↓
大
、
白
↓
百
と
な
る
。
発
表
さ

せ
る
。

４
口
に
二
画
を
加
え
て
ほ
か
の
漢
字
を
つ
く
る

「
口
に
二
画
を
書
き
足
す
と
、
ほ
か
の
漢

字
に
な
り
ま
す
。
何
か
思
い
付
い
た
子
？
」

（
一
人
に
例
示
さ
せ
る
）

「
一
年
生
で
習
っ
た
漢
字
の
中
に
六
つ
あ

り
ま
す
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
」（
発
表

さ
せ
る
）

　

正
解
は
、
白
、
田
、
目
、
四
、
右
、
石
で
あ
る
。

「
一
年
生
の
と
き
は
八
十
個
の
漢
字
を
習
い
ま
し
た
が
、

二
年
生
で
は
二
倍
の
百
六
十
個
の
漢
字
を
習
い
ま
す
。
一

年
間
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

１年生のときに習った漢字で
授業する
向山実践「口に二画」も忍ばせた、
２年生が夢中になる授業びらきのシナリオ。

「絶対に褒める！」
覚悟をもって臨む授業びらき

目的は「算数の授業は楽しい」というイメージを
もたせること！「活動→褒める」「作業→褒める」を
パーツにして達成を図る！
東京書籍・１年上・p.2-3

高
たか

橋
はし

久
ひさ

樹
き

村
むら

野
の

聡
さとし

三重県伊勢市立明倫小学校 東京都国立市立国立第六小学校

この学年＝そのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）この学年＝そのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）
小２でそのまま使える授業びらきシナリオ（国語）小１でそのまま使える授業びらきシナリオ（算数）

※教科書をもとにかき起こしました。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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１
単
語
練
習

　

二
回
↓
一
回
↓
０
回
で
動
詞
の
過
去
形
（
中
一
で
学
習

済
）
を
リ
ピ
ー
ト
。
一
気
に
授
業
モ
ー
ド
に
引
き
込
む
。

Repeat. Played 

︹Played

︺ Enjoyed 

︹Enjoyed

︺

W
atched ︹W

atched

︺

２
状
況
設
定
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
練
習

①
「
春
休
み
」
を
導
入

　

学
校
の
実
態
に
応
じ
た
春
休
み
の
期
間
（
三
月
二
十
六

日
〜
四
月
四
日
な
ど
）
を
カ
レ
ン
ダ
ー
で
指
差
し
な
が
ら
、

春
休
み
「spring vacation

」
を
リ
ピ
ー
ト
。

②
状
況
設
定
（
教
師
に
よ
る
例
示
）

　

新
学
期
初
日
に
、
友
人
と
久
々
に
会
う
状
況
。
教
師
は

自
身
が
春
休
み
に
し
た
こ
と
が
分
か
る
写
真
を
提
示
し
て
、

一
人
二
役
で
例
示
す
る
。

Ａ
：D

uring spring vacation, w
here did you go? 

Ｂ
：I w

ent to Fuji-Q
 H

ighland.

Ａ
：W

hat did you do? 

Ｂ
：I enjoyed m

any attractions.

③
教
師
に
続
い
て
答
え
方
の
練
習

　

場
所
は
学
校
や
図
書
館
な
ど
に
も
変
え
て
練
習
す
る
。

I w
ent to Fuji-Q

 H
ighland [school, library, 

⋮
⋮] .

︹I w
ent to Fuji-Q Highland [school, library, 

⋮
⋮] .

︺

④
教
師
が
尋
ね
、
生
徒
が
答
え
る

　

表
現
の
誤
り
な
ど
は
適
切
な
文
に
し
て
全
体
に
伝
え
る
。

D
uring spring vacation, w

here did you go? 

︹I w
ent school.

︺ You w
ent to school.

⑤
教
師
に
続
い
て
尋
ね
方
の
練
習

D
uring spring vacation, w

here did you go? 

︹D
uring spring vacation, w

here did you go?

︺

⑥
生
徒
が
尋
ね
、
教
師
が
答
え
る

︹D
uring spring vacation, w

here did you go?

︺

I w
ent to Fuji-Q

 H
ighland [school, library, 

⋮
⋮] .

　

こ
の
段
階
で
二
文
で
の
や
り
取
り
を
生
徒
に
行
わ
せ
る
。

そ
の
後
、
後
半
二
文
の
や
り
と
り
を
同
様
の
流
れ
で
練
習
。

３
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　

学
級
の
生
徒
名
簿
を
全
員
に
配
付
し
、
話
し
た
相
手
の

答
え
を
メ
モ
さ
せ
る
 ※
。

Ａ
：D

uring spring vacation, w
here did you go? 

Ｂ
：I w

ent to a stadium
.

Ａ
：W

hat did you do? 

Ｂ
：I w

atched a soccer gam
e.

「
去
年
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
人
と
の
会
話
は
一
点
、
違
う

ク
ラ
ス
だ
っ
た
人
と
の
会
話
は
二
点
」
と
し
、
五
分
程
度

時
間
を
取
る
と
盛
り
上
が
る
。
最
後
に
は
個
々
の
点
数
を

確
認
し
、
数
名
に
発
表
を
促
し
て
活
動
を
終
え
る
。

１
前
年
度
の
復
習
か
ら
入
る

指
示
１
教
科
書
、
一
九
八
ペ
ー
ジ
。
タ
イ
ト
ル
を
読
み

ま
す
。
さ
ん
は
い
。「
第
一
次
世
界
大
戦
」

指
示
２
ノ
ー
ト
に
、
今
日
の
日
付
、
ペ
ー
ジ
数
、
タ
イ

ト
ル
を
書
き
ま
す
。

発
問
１
何
と
い
う
戦
争
に
つ
い
て
の
勉
強
で
す
か
。「
第

一
次
世
界
大
戦
で
す
」

説
明
１
そ
の
と
お
り
。
戦
争
で
す
か
ら
、
必
ず
対
立
関

係
が
あ
り
ま
す
。

発
問
２
皆
さ
ん
は
、
昨
年
ま
で
に
幾
つ
か
の
戦
争
を
勉

強
し
ま
し
た
。
何
が
あ
り
ま
し
た
か
。「
日
清
戦
争
、

日
露
戦
争
で
す
」

発
問
３
日
清
戦
争
は
、
ど
こ
の
国
と
ど
こ
の
国
が
戦
っ

た
の
で
す
か
。「
日
本
と
清
で
す
」

発
問
４
戦
争
は
、
講
和
条
約
を
結
ん
で
終
結
し
ま
す
。

日
清
戦
争
の
講
和
条
約
は
何
で
す
か
。「
下
関
条
約
で

す
」

　

こ
の
と
き
に
、
教
科
書
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
べ
て
い
る

生
徒
が
い
た
ら
褒
め
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

調
べ
て
よ
い
こ
と
」
を
伝
え
る
。

　

同
様
に
、
日
露
戦
争
に
つ
い
て
も
、
対
立
関
係
と
講
和

条
約
を
確
認
す
る
。

２
作
業
指
示
を
通
し
て
教
科
書
を
読
み
取
ら
せ
る

発
問
５
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
戦
い

で
す
。
何
と
い
う
グ
ル
ー
プ
同
士
の
戦
い
で
す
か
。

　

三
国
同
盟
VS
三
国
協
商
で
あ
る
。

指
示
３
三
国
同
盟
側
、
三
国
協
商
側
の
国
を
そ
れ
ぞ
れ

三
か
国
ず
つ
書
き
な
さ
い
。

　

隣
同
士
で
確
認
さ
せ
た
後
、
列
指
名
で
発
表
さ
せ
る
。

　

同
盟
側
が
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
、
協

商
側
が
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
と
な
る
。

指
示
４
国
の
位
置
を
地
図
上
で
確
認
し
ま
す
。
地
図
を

見
て
気
付
い
た
こ
と
を
、
立
っ
て
発
表
し
な
さ
い
。

　

イ
タ
リ
ア
が
連
合
国
側
（
協
商
側
）
に
色
分
け
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。

指
示
５
イ
タ
リ
ア
が
連
合
国
側
に
な
っ
て
い
る
理
由
を
、

教
科
書
か
ら
探
し
て
、
線
を
引
き
ま
す
。

　

隣
同
士
確
認
さ
せ
た
後
、
全
体
で
も
確
認
す
る
。

指
示
６
説
明
練
習
を
し
ま
す
。
後
に
つ
い
て
言
い
ま
す
。

　
「
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
た
戦

争
で
す
。
同
盟
国
と
連
合
国
が
戦
い
ま
し
た
。
同
盟
国

は
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
、
連
合
国

は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
で
し
た
。
イ
タ

リ
ア
は
、
開
戦
後
、
連
合
国
側
に
付
き
ま
し
た
」

（板書）
４／〇　p.198
第一次世界大戦
　三国同盟　　ＶＳ　三国協商
　ドイツ　　　　　　イギリス
　オーストリア　　　フランス
　イタリア　　　　　ロシア
　　　　　　　　　　イタリア

「できること」でスタートする
大切なのは教科書に書いてあることを
体感させ、成功体験を積ませること。
東京書籍・歴史・p.198-199

「春休みにしたこと」の
対話で始める
中学２年生はクラス替えで「顔は分かるが話したことのない同級生」
と同じ学級となる。そうした生徒同士が関わり合うきっかけを
最初の授業でつくり出す。
東京書籍・英語・中２・p.4-5

広
ひろ

瀬
せ

翔
かける

上
うえ

野
の

一
かず

幸
ゆき

山梨県笛吹市立春日居中学校 福島県白河市立五箇中学校

この学年＝そのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）この学年＝そのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）
中３でそのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）中２でそのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）

※
（
例
）「
B
さ
ん
、
競
技
場
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
観
戦
」

◆
生
徒
の
発
話
は
︹　

︺
内
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出
会
い
の
一
日
目
、
も
し
く
は
、
二
日
目
の
最
初
の
学

級
活
動
に
お
い
て
、
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
指
導
す
る
。

１
挨
拶

１　

相
手
よ
り
先
に
言
う
。

２　

言
葉
と
礼
を
分
け
て
言
う
。

説
明
挨
拶
は
相
手
よ
り
先
に
言
い
ま
す
。
相
手
が
挨
拶

し
て
か
ら
返
す
の
は
、「
返
事
」
で
す
。
常
に
、
挨
拶

で
は
な
く
、
返
事
を
し
て
い
る
の
で
は
、
次
第
に
相
手

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

指
示
１
相
手
よ
り
も
先
に
挨
拶
を
す
る
練
習
を
し
ま
す
。

先
生
が
教
室
に
入
っ
た
瞬
間
に
、
先
生
よ
り
先
に
挨
拶

を
し
な
さ
い
。

※
教
師
は
一
度
教
室
か
ら
出
て
、
戸
を
開
け
て
入
り
直
す
。

指
示
2
次
は
先
生
よ
り
も
早
く
、
元
気
な
挨
拶
を
し
ま

す
。

　

そ
の
後
、
列
ご
と
、
男
子
の
み
、
女
子
の
み
な
ど
、
何

度
か
繰
り
返
し
、
で
き
て
い
る
子
に
手
本
と
し
て
や
ら
せ

て
み
て
、
褒
め
る
。

　

全
体
で
挨
拶
を
す
る
場
合
、
言
葉
と
礼
を
分
け
て
行
わ

せ
る
。
教
師
が
や
っ
て
見
せ
て
、
隣
同
士
互
い
に
や
ら
せ
、

評
価
を
し
て
定
着
さ
せ
る
。

２
返
事

⑴
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
、
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
。

⑵「
は
い
っ
！
」
と
、「
は
」
と
「
い
」
の
間
を
短
く
。

指
示
3
隣
同
士
、
名
前
を
呼
び
合
っ
て
返
事
を
し
ま
す
。

相
手
に
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
、「
は
」
と
「
い
」
の
間
が

短
い
返
事
を
し
ま
す
。

指
示
4
隣
の
人
の
返
事
が
良
か
っ
た
と
言
う
人
？
（
挙

手
）

　

二
、
三
組
に
手
本
と
し
て
や
ら
せ
て
み
て
、
ど
こ
が
良

か
っ
た
か
な
ど
を
話
し
合
わ
せ
る
。

３　

後
始
末

　

森
氏
は
、「
後
始
末
は
履
物
を
そ
ろ
え
る
こ
と
」
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
机
の
中
に
椅
子
を
入
れ
る
こ
と
」

と
、「
掃
除
を
一
生
懸
命
や
る
こ
と
」
と
し
て
伝
え
る
。

　

起
立
し
た
後
、
椅
子
を
机
の
中
に
入
れ
さ
せ
る
の
は
、

挨
拶
を
し
な
が
ら
着
席
し
て
し
ま
う
生
徒
が
い
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
も
教
師
が
例
を
示
し
、
意
識
さ
せ
る
。

　

掃
除
に
つ
い
て
は
、
次
の
言
葉
を
伝
え
る
。

　
　

掃
除
は
汗
を
か
く
。

　

行
動
の
基
準
を
示
す
こ
と
で
、
動
き
が
激
変
す
る
。

「黄金の三日間」で中学校生活とは
どのようなものかを伝える
中学校の日常生活で大切にしたいこととして、昭和の教育学者、
哲学者である森信三氏の「しつけ三原則」、挨拶、返事、後始末の話をする。
この３つさえしっかりとできていれば、３年間の中学校生活を安心して送る
ことができる。それだけでなく、人から必要とされ、信頼される存在となれる。

岡
おか

拓
たく

真
ま

宮城県石巻市立湊中学校

この学年＝そのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）教師のキャリアステージ別「学級びらき」の準備ポイント
中１でそのまま使える授業びらきシナリオ（発問・指示付き）新卒～３年目まではこのポイントを重点的に準備

１
ノ
ー
ト
を
作
る

①
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
「
黄
金
の
三
日
間
」
と
書
く
。

②
担
任
す
る
子
供
の
名
前
を
全
員
分
、
手
書
き
す
る
。

　

子
供
全
員
の
名
前
を
覚
え
る
の
は
絶
対
だ
。

③
学
校
は
何
を
す
る
と
こ
ろ
か
を
書
く
。

　

伴
一
孝
氏
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
学
級
び
ら
き
の
際

に
話
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
語
り
を
書
い
て
お
く
。

　

学
校
は
勉
強
を
し
て
賢
く
な
る
と
こ
ろ
。
友
達
と

協
力
を
し
て
仲
良
く
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
賢
く
な
る

た
め
に
は
先
生
の
お
話
を
き
ち
ん
と
聞
き
、
言
わ
れ

た
こ
と
を
き
ち
ん
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
友
達

と
仲
良
く
な
る
た
め
に
は
、
自
分
勝
手
に
行
動
す
る

の
で
は
な
く
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
た
行
動
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
を
し
っ
か
り
と
で
き
る
よ
う
に
す
る
場

所
が
学
校
で
す
。

④
学
級
、
学
校
の
ル
ー
ル
、
や
り
方
を
書
く
。

　

先
生
の
話
を
聞
く
と
き
の
ル
ー
ル
、
忘
れ
物
を
し
た
と

き
の
ル
ー
ル
、
時
間
を
守
っ
て
行
動
す
る
こ
と
、
給
食
当

番
の
仕
方
、
掃
除
の
仕
方
⋮
⋮
な
ど
を
「
子
供
に
話
す
よ

う
に
」
書
く
。
学
年
の
先
生
に
相
談
す
る
と
よ
い
。

⑤
初
日
、
二
日
目
、
三
日
目
⋮
⋮
一
週
間
分
の
、「
何
を

す
る
の
か
」
の
細
案
を
書
く
。
学
年
の
先
生
と
相
談
し
て

書
き
込
ん
で
い
く
。

２
子
供
に
話
す
よ
う
に
練
習
を
す
る

　

教
室
で
実
際
に
子
供
に
話
す
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
練
習
を
す
る
。
電
車
の
中
や
歩
い
て
い
る
と
き
な
ど
に
、

ブ
ツ
ブ
ツ
と
言
い
な
が
ら
、
ど
う
や
っ
て
話
す
の
か
、
ど

ん
な
言
葉
で
話
す
の
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
く

の
は
非
常
に
効
果
が
あ
る
。
③
の
「
学
校
は
何
を
す
る
と

こ
ろ
か
」
は
原
稿
を
見
ず
に
言
い
た
い
。
④
は
漏
れ
が
な

い
よ
う
に
ノ
ー
ト
を
確
か
め
な
が
ら
話
す
。

伝えることをノートに書き出す。
伝える練習をする
春休みのうちに、ノート作りをしておくことが大切。

田
た

丸
まる

義
よし

明
あき

神奈川県川崎市立小学校
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三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

　

一
つ
目
が
、
一
年
間
の
見
通
し
を
ノ
ー
ト
に
整
理

す
る
こ
と
。

　

黄
金
の
三
日
間
、
そ
し
て
一
年
間
を
ノ
ー
ト
に
整
理
す

る
。
虫
の
目
、
鳥
の
目
だ
。
一
年
間
の
見
通
し
は
、
①
学

習　

②
分
掌　

③
学
年
行
事
の
三
つ
で
あ
る
。

　

学
習
進
度
で
は
、「
ど
の
単
元
が
難
し
い
の
か
」「
ど
の

単
元
で
ど
の
よ
う
な
学
習
道
具
が
い
る
の
か
」
を
メ
モ
し

て
い
く
。
難
し
い
単
元
を
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
、
同
僚

に
質
問
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
に
聞
く

こ
と
も
、
本
を
購
入
す
る
こ
と
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
で

調
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。
直
前
で
慌
て
る
こ
と
が
な
い
。

　

分
掌
、
学
年
行
事
で
は
、
い
つ
ま
で
に
提
案
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
誰
が
何
を
分
担
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
道
具

や
申
請
書
類
が
必
要
な
の
か
を
確
認
す
る
。
分
か
ら
な
け

れ
ば
、
昨
年
度
の
職
員
会
議
議
事
録
を
見
れ
ば
よ
い
。
提

案
さ
れ
た
期
日
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
期
日
の
一
か
月

前
を
目
標
と
す
る
。

　

二
つ
目
が
、
年
間
指
導
計
画
に
研
修
テ
ー
マ
・
向

山
実
践
を
書
き
加
え
る
。

　

年
間
指
導
計
画
表
を
ノ
ー
ト
に
貼
る
。
私
の
場
合
は
、

手
書
き
で
写
す
と
き
が
多
い
。
頭
に
整
理
す
る
た
め
だ
。

　

そ
こ
に
、
研
修
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る
授
業
を
加
え
て
い

く
。
例
え
ば
、「
書
く
力
」
が
研
修
テ
ー
マ
な
ら
ば
、
向

山
洋
一
氏
の
作
文
実
践
を
加
え
て
い
く
。
四
月
に
は
「
文

を
長
く
書
く
実
践
」「
あ
作
文
実
践
」
な
ど
で
あ
る
。

　

三
つ
目
が
、
向
山
洋
一
氏
の
本
を
ノ
ー
ト
に
整
理

す
る
。

　

四
月
最
初
の
職
員
会
議
ま
で
、
分
掌
・
学
年
を
教
え
な

い
管
理
職
と
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
何
も
準
備
で
き
な

い
。
さ
て
、
ど
う
す
る
か
？
﹃
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ

る
法
則
﹄﹃
新
版
子
供
を
動
か
す
法
則
﹄﹃
新
版
学
級
を

組
織
す
る
法
則
﹄﹃
新
版
い
じ
め
の
構
造
を
破
壊
す
る
法

則
﹄（
向
山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）
を
読
む
。
一
気

に
読
ま
な
い
。
ノ
ー
ト
に
整
理
し
な
が
ら
読
む
。
次
の
行

を
定
規
で
隠
し
な
が
ら
読
む
。

　

い
か
な
る
状
況
で
も
、
準
備
は
で
き
る
。

　

笑
顔
で
楽
し
み
な
が
ら
、
準
備
し
よ
う
。

１
一
年
間
を
貫
く
語
り

　

皆
さ
ん
は
二
つ
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
学
校
に
来
て
い
る
の
で
す
。
一
つ
目
は
勉
強
す

る
た
め
、
二
つ
目
は
友
達
と
仲
良
く
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
二
つ
の
こ
と
を
教
え
る
た
め
に
、
担
任
の
先
生

が
い
る
の
で
す
。

　

生
活
指
導
主
幹
は
、
四
月
最
初
の
全
校
朝
会
で
話
を
す

る
。
生
活
指
導
の
話
な
の
で
、
こ
の
後
に
、
生
活
指
導
の

話
を
具
体
的
に
す
る
。

「
例
え
ば
、今
月
の
生
活
目
標
は
﹃
元
気
に
挨
拶
し
よ
う
﹄

で
す
。
挨
拶
は
二
つ
目
の
﹃
友
達
と
仲
良
く
す
る
た
め
﹄

に
大
切
な
こ
と
で
す
」

　

そ
し
て
、
こ
の
後
に
、

「
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
担
任
の
先

生
の
言
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
一
年
間
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
二
つ
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、

﹃
担
任
の
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
頑
張
る
﹄
と
い
う

人
は
立
ち
ま
し
ょ
う
」

と
言
う
と
全
校
児
童
が
立
つ
。
こ
の
確
認
が
大
事
だ
。「
生

活
指
導
主
幹
と
全
校
児
童
が
約
束
を
交
わ
し
た
」
と
い
う

事
実
を
つ
く
る
の
で
る
。

２
生
活
指
導
の
先
生
の
話
を
活
用
す
る

　

若
手
の
担
任
で
あ
れ
ば
、
生
活
指
導
の
先
生
が
話
し
た

二
つ
の
こ
と
を
ク
ラ
ス
で
確
認
し
、
そ
れ
を
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
、
所
信
表
明
を
す
る
と
よ
い
。「
朝
会
で

生
活
指
導
の
先
生
が
﹃
頑
張
れ
る
人
﹄
と
聞
い
た
と
き
に
、

全
員
が
立
っ
た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
」
な
ど
と
、
重
ね

て
全
員
が
約
束
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
と
よ
い
。
こ
の
二

つ
を
達
成
す
る
た
め
の
学
級
目
標
を
作
る
こ
と
も
で
き
る
。

３
保
護
者
に
も
伝
え
る

　

全
校
朝
会
で
全
員
が
約
束
し
た
こ
と
を
、
学
校
便
り
や

学
級
通
信
に
掲
載
す
る
と
、
児
童
に
対
し
て
、
学
校
と
保

護
者
が
共
通
し
た
指
導
が
で
き
る
。

４
毎
回
導
入
は
同
じ
話
か
ら

　

生
活
指
導
の
最
初
は
毎
回
同
じ
話
を
す
る
。「
学
校
は

何
を
す
る
所
で
す
か
。
二
つ
覚
え
て
い
る
人
は
手
を
挙
げ

ま
し
ょ
う
」
と
話
し
、
挙
手
す
る
一
年
生
を
指
名
し
な
が

ら
褒
め
る
。
そ
し
て
生
活
指
導
の
話
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

１年間を見通した準備をする
鳥の目で戦略を、虫の目で戦術を立てる。
黄金の三日間「だけ」準備してはいけない。

学校の安定を視野に入れた、
全体での確認
中堅以上の教員は、全校朝会などで「年間を貫く指導」の話をする。

この話を原則として、教員は学年・学級経営をしていく。
若手教員も、１年間ほとんどの場面で、児童指導に
活用することができる。

島
しま

村
むら

雄
ゆう

次
じ

郎
ろう

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

東京都立川市立西砂小学校 山口県下関市立小月小学校

教師のキャリアステージ別「学級びらき」の準備ポイント教師のキャリアステージ別「学級びらき」の準備ポイント
10年目まではこのポイントを重点的に準備中堅～ベテランになったらこのポイントを重点的に準備

学級通信への掲載例は、デジタル・トークラインで見ることができます。
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え
に
来
て
く
だ
さ
い
」

　

先
生
の
所
で
、
耳
元
で
こ
っ
そ
り

内
緒
話
み
た
い
に
言
わ
せ
る
。

　

間
違
え
て
も
、
変
な
こ
と
を
言
っ

て
も
、
周
り
に
は
聞
こ
え
な
い
。
ど

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
全
部
褒
め
る
。

　

そ
の
上
で
、
言
い
に
来
た
子
の
中

か
ら
数
名
を
指
名
し
、
発
表
さ
せ
る
。

黒
板
に
貼
っ
た
紙
を
丸
で
囲
む
。

　

幾
つ
か
囲
め
た
ら
、

「
先
生
と
同
じ
よ
う
に
丸
で
囲
め
た

ら
、
教
科
書
を
持
っ
て
見
せ
に
来
な

さ
い
」

　

一
人
一
人
持
っ
て
来
さ
せ
る
。「
合

格
！
」「
そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ
！
」

と
声
を
掛
け
な
が
ら
、
個
別
に
丸
を

付
け
る
。
一
年
生
だ
か
ら
若
干
混
乱

す
る
場
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
で
も
、

そ
れ
で
い
い
。

　

一
人
一
人
に
声
を
掛
け
、
丸
を
付

け
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
と
り
わ
け
低

学
年
で
は
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
仲
間
分
け
の
学
習
で
一
時
間

は
か
か
る
だ
ろ
う
。

　

次
時
は
、
一
対
一
対
応
へ
進
む
。

始
め
る
と
い
い
。

指
示
2

シ
ー
ソ
ー
を
や
っ
て

い
る
ね
ず
み
さ
ん
が
い
る
ね
。

「
ね
ず
み
さ
ん
の
仲
間
」
と

言
っ
て
ご
ら
ん
。

（
ね
ず
み
さ
ん
の
な
か
ま
）

　
　

指
で
ぐ
る
っ
と
囲
み
ま
す
。

上
手
だ
ね
。

　
　

今
度
は
鉛
筆
を
持
っ
て
、

同
じ
よ
う
に
囲
む
よ
。

　

先
生
も
黒
板
に
貼
っ
た
紙
の
上
を

囲
み
、
手
本
を
見
せ
る
。

指
示
3

ほ
か
に
「
何
々
の
仲

間
」
っ
て
言
え
る
人
は
、
声

に
は
出
さ
な
い
で
、
心
の
中

で
言
う
よ
。
先
生
に
聞
こ
え

ち
ゃ
駄
目
。
心
の
中
で
言
え

た
人
？

「
言
え
た
！
」
と
言
う
子
が
い
る
だ

ろ
う
。

「
言
え
る
人
は
そ
ー
っ
と
先
生
に
教

３
算
数
の
概
念
に
軽
く
触
れ
る

　

こ
う
し
た
「
多
様
な
意
見
」
が
出

る
場
面
で
の
子
供
た
ち
の
発
表
は
一

貫
し
て
認
め
続
け
る
。
低
学
年
で
の

ポ
イ
ン
ト
中
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
一
つ
咲
い
た
。

・
熊
さ
ん
の
ボ
タ
ン
が
三
角
に
な
っ

て
い
る
。

・
り
す
さ
ん
の
座
っ
て
い
る
敷
物
の

長
さ
が
違
う
。

　

長
さ
や
広
さ
の
概
念
を
教
え
る
場

面
で
は
な
い
の
で
、「
長
さ
が
違
う
」

と
い
う
発
言
に
対
し
て
は
、「
広
さ

が
違
う
ね
」
と
、
何
気
な
く
言
っ
て

あ
げ
る
だ
け
で
い
い
。

「
一
年
生
で
は
こ
う
い
う
お
勉
強
を

す
る
よ
」

と
言
う
必
要
も
な
い
。

「﹃
広
さ
が
違
う
﹄
み
ん
な
で
言
っ

て
ご
ら
ん
」（「
広
さ
が
違
う
」）

「
そ
う
だ
ね
」

と
い
う
程
度
な
ら
や
っ
て
も
い
い
。

し
つ
こ
く
は
し
な
い
。

　

さ
て
、
そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

必
ず
や
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ

の
学
習
だ
。

　

仲
間
分
け

４
一
人
一
人
に
声
を
掛
け
、

丸
を
付
け
て
あ
げ
る

　

小
学
校
一
年
生
の
算
数
。
そ
の
一

番
始
め
の
段
階
で
の
最
重
要
ポ
イ
ン

ト
が
こ
れ
だ
。

　

種
類
の
同
じ
も
の
を
認
識
す

る
　

こ
れ
を
外
し
た
ら
、
こ
の
単
元
を

教
え
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
ね
ず
み
が
五
匹
い
た

と
し
て
も
、「
五
匹
い
る
ね
」
な
ど

と
言
っ
て
、
一
緒
に
数
え
る
よ
う
な

こ
と
は
し
な
い
。

　

丸
で
囲
む
。

　

一
番
丸
で
囲
み
や
す
い
も
の
か
ら

２
教
科
書
の
不
備

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
教
科
書
の
絵
は

若
干
論
理
的
じ
ゃ
な
い
。

　

二
つ
の
絵
は
時
間
の
経
過
を
表
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
三
羽
い
た
鳥
の
う
ち
の
一
羽
が

飛
ん
で
い
っ
て
、
葉
っ
ぱ
が
一
枚
落

ち
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
と
し

た
ら
、
落
ち
た
葉
っ
ぱ
を
下
に
描
い

て
お
い
て
ほ
し
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
例
え
ば
り
す
が
持
っ

て
い
る
三
角
の
旗
は
四
角
に
変
化
し

て
い
る
。
鳥
が
飛
ん
で
い
く
間
に
旗

の
形
が
変
化
す
る
は
ず
は
な
い
。
と

い
う
こ
と
は
、
二
つ
の
絵
は
時
間
の

経
過
で
は
な
く
、
単
な
る
「
間
違
い

探
し
」
な
の
か
。

　

そ
う
い
っ
た
箇
所
が
ほ
か
に
も
散

見
さ
れ
る
。
子
供
た
ち
が
お
話
を
す

る
と
き
に
混
乱
を
生
み
そ
う
だ
。
も

ち
ろ
ん
、
子
供
に
教
科
書
の
不
備
を

説
明
し
て
も
仕
方
が
な
い
。

　

や
む
を
得
ず
そ
の
ま
ま
進
む
。

指
示
1

右
と
左
で
違
う
と
こ

ろ
は
ど
こ
か
な
。
お
隣
の
人

と
お
話
し
て
ご
ら
ん
。

　

ひ
と
し
き
り
お
話
を
さ
せ
て
い
る

間
に
、
教
師
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

黒
板
に
拡
大
コ
ピ
ー
を
貼
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
だ
画
面
、

ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
画
面
を

投
影
す
る
方
法
の
方
が
よ
い
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
解
説
は
割
愛
す
る
。

　

そ
の
後
、
机
間
指
導
し
な
が
ら
、

何
人
か
を
個
別
に
聞
い
て
あ
げ
る
。

そ
し
て
列
指
名
で
発
表
さ
せ
る
。

「
に
ん
じ
ん
を
食
べ
ち
ゃ
っ
た
と
思

い
ま
す
」

な
ど
と
言
う
だ
ろ
う
か
ら
、

「
そ
う
か
！　

食
べ
ち
ゃ
っ
た
ん

だ
！　

す
ご
い
の
見
付
け
た
ね
！
」

な
ど
と
び
っ
く
り
し
な
が
ら
、
黒
板

に
貼
っ
た
紙
の
該
当
箇
所
を
丸
で
囲

む
。「
こ
れ
は
も
う
発
表
さ
れ
た
」

と
い
う
印
で
あ
る
。

１
限
定
し
た
場
面
で

た
く
さ
ん
お
話
を
さ
せ
る

　

教
科
書
の
一
ペ
ー
ジ
目
。
動
物
や

植
物
が
い
っ
ぱ
い
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ペ
ー
ジ
だ
け
が
見
え
る
よ
う

に
教
科
書
を
折
る
。

　

ま
ず
必
要
な
の
は
次
の
こ
と
だ
。

経
験
の
層
を
厚
く
す
る
こ
と

　

つ
ま
り
「
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い

お
話
を
さ
せ
る
」
こ
と
に
尽
き
る
。

発
問

動
物
さ
ん
た
ち
が
遊
ん

で
い
ま
す
ね
。
ど
ん
な
動
物

さ
ん
が
い
ま
す
か
。

・
熊
さ
ん

・
う
さ
ぎ
さ
ん

・
リ
ス
さ
ん

・
鳥
さ
ん

　

い
ろ
い
ろ
出
て
く
る
。

「
そ
う
だ
ね
。
そ
う
だ
ね
」
と
、
ど

の
答
え
も
全
部
聞
い
て
あ
げ
る
。

　

何
か
を
教
え
る
必
要
は
な
い
。
ニ

コ
ニ
コ
し
て
聞
き
、「
び
っ
く
り
」

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

そ
の
ま
ま
二
ペ
ー
ジ
に
進
む
。

「
ど
こ
が
ち
が
う
か
な
」
だ
。
左
と

右
で
間
違
い
探
し
を
さ
せ
る
場
面
。

　

こ
こ
も
、
自
由
に
お
話
を
さ
せ
る
。

１年算数最初の重要
ポイントは、「たくさ
んお話」と「仲間分け」
をさせること
１年算数「なかまあつめ」
の授業展開例。

TOSS授業技量検定十段
谷和樹の算数授業
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4・8・1月号特別企画！ 手塚美和の国語・算数授業算
国

国語
Japanese2年

静岡県静岡市立公立小学校

手
て

塚
づか

美
み

和
わ

構成：奈
な

良
ら

部
べ

芙
ふ

由
ゆ

子
こ

静岡県富士宮市立大宮小学校

　

持
っ
て
来
た
子
に
、
次
々
と
板
書

を
さ
せ
た
。

　

全
員
で
①
と
③
を
読
み
、
書
い
た

子
が
②
を
読
ん
で
作
品
を
発
表
し
た
。

９
読
み
方
を
工
夫
す
る

教
師
：
い
ろ
い
ろ
な
読
み
方
が
あ
り

ま
す
ね
。
四
人
組
で
読
み
方
を
決

め
て
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
に
学
習
し
た
左
記
の
内

容
を
取
り
入
れ
て
、
楽
し
い
読
み
方

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

１　

人
数
を
変
え
る

２　

声
の
大
き
さ
を
変
え
る

３　

言
葉
を
差
し
込
む

⑵
ね
ぎ
ぼ
う
ず　

っ
て

⑶
は
た
け
の　

が
く
た
い

児
童
：
お
ぉ
～
。

教
師
：
二
連
と
三
連
も
、
似
て
い
る

の
に
、
リ
ズ
ム
が
違
い
ま
す
ね
。

ど
こ
が
、
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？

児
童
：
二
連
は
一
行
目
が
長
い
。

教
師
：
三
連
の
二
行
目
。「
う
た
っ

て
う
た
っ
て
」
を
一
行
目
に
お

引
っ
越
し
し
ま
す
。

教
師
：
ど
こ
に
言
葉
を
増
や
す
と
、

同
じ
リ
ズ
ム
に
な
り
ま
す
か
？

児
童
：
一
行
目
と
二
行
目
の
間
。

①
あ
る
い
て　

あ
る
い
て　

　

う
た
っ
て　

う
た
っ
て

②
（　
　
　
　
　
　
　
　

）

③
は
た
け
の　

が
く
た
い

教
師
：
②
に
、
ど
ん
な
言
葉
を
入
れ

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
入
れ
る
言

葉
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

教
師
：
書
け
た
ら
先
生
の
所
に
持
っ

て
来
ま
す
。

列
を
決
め
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
群
読
し
た
。

６
リ
フ
レ
イ
ン
を
見
付
け
る

教
師
：
詩
の
中
に
繰
り
返
し
出
て
く

る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
繰
り
返
し

出
て
く
る
言
葉
に
○
を
付
け
て

ご
ら
ん
。

教
師
：
繰
り
返
し
が
あ
る
場
合
と
な

い
場
合
で
は
、
ど
ん
な
違
い
が
あ

る
だ
ろ
う
。

児
童
：
こ
だ
ま
し
て
い
る
み
た
い
。

児
童
：
音
楽
み
た
い
に
な
る
。

児
童
：
楽
し
い
気
分
に
な
る
よ
。

７
韻
を
踏
む

教
師
：
言
葉
で
は
な
い
け
れ
ど
、「
同

じ
音
」
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
見
付
け
た
ら
、

指
を
置
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

児
童
：「
じ
ゅ
う
た
い
」
と
「
が
く

た
い
」
が
一
緒
だ
。

教
師
：
じ
ゅ
う
「
た
い
」
と
が
く
「
た

い
」
と
い
う
音
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
ね
。
じ
ゅ
う
た
い
、
が
く
た

い
。

　

手
塚
氏
が
「
じ
ゅ
う
た
い
、
が
く

た
い
」
を
ノ
リ
よ
く
読
ん
だ
た
め
、

つ
ら
れ
て
数
名
の
子
の
体
が
動
い
た
。

「
リ
フ
レ
イ
ン
」
や
「
韻
を
踏
む
」

と
い
う
用
語
は
、
教
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
、「
繰
り
返
し
の
技
法
に
よ
っ

て
、
楽
し
い
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
る
」

こ
と
を
、
子
供
た
ち
は
自
然
に
感
じ

取
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

８
創
作
す
る

教
師
：
一
連
と
四
連
は
、
似
て
い
ま

す
ね
。
で
も
、
リ
ズ
ム
が
違
い
ま

す
。
ど
こ
に
、
言
葉
を
増
や
す
と
、

同
じ
リ
ズ
ム
に
な
り
ま
す
か
？

児
童
：
一
行
目
と
二
行
目
の
間
。

教
師
：
こ
こ
に
言
葉
を
入
れ
て
、
同

じ
リ
ズ
ム
に
し
ま
す
。
先
生
、
考

え
て
み
ま
し
た
。

⑴
ね
ぎ
ぼ
う
ず　

ね
ぎ
ぼ
う
ず

た
け
の
こ
読
み
と
言
い
ま
す
。

教
師
：
最
初
の
「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
を

読
む
人
、
立
ち
ま
し
ょ
う
。

　

誰
も
選
ば
な
い
箇
所
は
、
子
供
た

ち
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
教

師
が
読
ん
で
い
た
。

５
ね
ぎ
ぼ
う
ず
隊

教
師
：
次
は
、
先
生
が
詩
を
読
み
ま

す
。
み
ん
な
は
「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
隊
」

で
す
。「
ね
ぎ
ぼ
う
ず　

ね
ぎ
ぼ

う
ず
」
っ
て
ず
っ
と
言
っ
て
く
だ

さ
い
。
や
っ
て
み
よ
う
ね
。
さ
ん

は
い
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
大
事
だ
。「
ね
ぎ

ぼ
う
ず
隊
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

更
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

子
供
た
ち
が
、
小
さ
い
声
で
「
ね

ぎ
ぼ
う
ず
」
を
繰
り
返
す
。
教
師
は
、

太
も
も
を
手
で
打
っ
て
テ
ン
ポ
を
伝

え
る
。
子
供
た
ち
に
読
ま
せ
た
ま
ま
、

教
師
が
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
詩
の
本
文

を
読
み
始
め
た
。

　

こ
の
後
、「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
隊
」
の

　

手
塚
美
和
氏
が
褒
め
る
た
び
に
、

全
体
の
空
気
が
明
る
く
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
こ
と
が
、
こ
の
後
の
授
業

展
開
に
大
き
く
関
連
し
て
い
る
よ
う

に
思
っ
た
。

３
一
人
読
み

教
師
：
と
っ
て
も
上
手
に
な
っ
て
き

ま
し
た
よ
。
次
は
、
一
人
ず
つ
読

み
ま
す
。「
は
た
け
の
が
く
た
い
」

だ
け
は
、
み
ん
な
で
読
み
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
全
体
が
楽
し
い
雰
囲
気
に

な
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
一
人
ず

つ
読
む
際
に
も
、
勢
い
に
乗
っ
て
楽

し
く
読
む
こ
と
が
で
き
た
。「
は
た

け
の
が
く
た
い
」
は
み
ん
な
で
読
み
、

楽
し
さ
が
更
に
増
し
た
。

４
た
け
の
こ
読
み

教
師
：
こ
の
中
の
ど
こ
で
も
い
い
で

す
。
自
分
の
読
み
た
い
と
こ
ろ
に

○
を
付
け
ま
す
。
今
、
〇
を
付
け

た
と
こ
ろ
は
立
っ
て
読
み
ま
す
。

１
追
い
読
み

教
師
：
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
が
く
た
い
。

先
生
の
後
に
つ
い
て
読
み
ま
す
。

　

ね
ぎ
ぼ
う
ず　

ね
ぎ
ぼ
う
ず

児
童
：
ね
ぎ
ぼ
う
ず　

ね
ぎ
ぼ
う
ず

　

以
下
、
最
後
の
行
ま
で
追
い
読
み
。

２
交
代
読
み

教
師
：
い
い
声
で
す
ね
。
背
筋
を
伸

ば
し
て
。
今
度
は
、
先
生
と
み
ん

な
で
一
行
交
代
し
ま
す
よ
。

　
　

ね
ぎ
ぼ
う
ず　

ね
ぎ
ぼ
う
ず

児
童
：
は
た
け
の　

が
く
た
い

　

最
後
ま
で
交
代
読
み
を
し
た
ら
、

教
師
と
子
供
の
順
番
を
入
れ
替
え
て
、

交
代
読
み
を
し
た
。
次
は
、
一
行
を

上
下
に
分
け
て
の
交
代
読
み
だ
。

教
師
：
今
度
は
先
生
が
上
を
読
む
か

ら
、
み
ん
な
は
下
を
読
み
ま
す
。

先
生
が
、「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
っ
て

言
っ
た
ら
？

児
童
：
ね
ぎ
ぼ
う
ず

教
師
：
そ
の
と
お
り
！　
「
は
た
け

の
」
っ
て
言
っ
た
ら
？

児
童
：
が
く
た
い

教
師
：
そ
の
と
お
り
！　

や
っ
て
み

よ
う
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
子
供
た
ち

が
読
む
と
、
間
髪
入
れ
ず
に
力
強
く

褒
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

変化のある繰り返しで
詩を楽しんで読む
変化のある繰り返しで「ねぎぼう
ずのがくたい」を十分に楽しんで
読んだ。最後には、自分たちで工
夫した音読発表会まで開催するこ
とができた。

学校図書・２年上・扉の詩
「ねぎぼうずのがくたい」

TOSS授業技量検定八段
手塚美和の国語授業

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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「﹃
吾
輩
は
猫
で
あ
る
﹄
の
話
者
は
、

誰
で
し
た
っ
け
？
」「
猫
で
す
」

「﹃
吾
輩
は
猫
で
あ
る
﹄
の
話
者
は
、

物
語
に
登
場
し
ま
す
か
？
」「
登
場

し
ま
す
」

「
お
話
に
登
場
す
る
話
者
の
こ
と
を

﹃
一
人
称
﹄
と
呼
び
ま
す
」

「
登
場
す
る
話
者
は
？
」「
一
人
称
」

「
登
場
し
な
い
話
者
は
？
」「
三
人
称
」

と
次
々
に
問
い
、
日
記
は
何
人
称
か
、

「
桃
太
郎
」
は
何
人
称
か
も
聞
く
。

一
人
称
や
三
人
称
の
定
義
が
分
か
っ

た
ら
、
例
示
を
し
て
、
分
類
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
既
習
の
お
話
で
ス
キ
ル

を
強
化
す
る
。「
サ
ラ
ダ
で
げ
ん
き
」

で
更
に
コ
ー
ド
を
入
れ
る
。

　

作
者
は
、
誰
で
す
か
？

「
か
ど
の
え
い
こ
で
す
」

　

話
者
は
、
誰
で
す
か
？

　

話
者
と
い
う
コ
ー
ド
を
基
に
、
検

討
を
開
始
す
る
。
話
者
の
定
義
に
合

わ
せ
て
、
意
見
が
飛
び
交
う
。

　

意
見
を
言
い
合
っ
て
、
確
認
を
す

る
。「
作
者
は
、誰
で
す
か
？
」
↓
「
か

ど
の
え
い
こ
で
す
」

　

話
者
は
、
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。

話
者
は
、
こ
の
お
話
に
は
登
場

し
ま
せ
ん
。
お
話
に
登
場
し
な

い
話
者
の
こ
と
を
「
三
人
称
」

と
呼
び
ま
す
。

　

三
人
称
の
定
義
を
教
え
る
の
だ
。

「
作
者
が
、
男
の
子
供
に
な
り
き
っ

て
書
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
と
発

表
を
す
る
子
供
が
い
る
。

　

作
者
が
な
り
き
っ
て
書
い
た

人
物
の
こ
と
を
「
話
者
」
と
言

い
ま
す
。
物
語
や
詩
は
、
全
て

話
者
が
語
っ
て
い
ま
す
。

　

原
則
が
分
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
別

の
場
面
で
使
わ
せ
る
。

　

次
の
有
名
な
文
学
作
品
を
写
す
。

写
す
と
き
に
も
、指
示
を
出
す
。ノ
ー

ト
を
念
頭
に
入
れ
た
指
導
を
す
る
。

吾
輩
は
猫
で
あ
る　

  

夏
目
漱
石

　

吾
輩
は
猫
で
あ
る
。
名
前
は

ま
だ
無
い
。

　

ど
こ
で
生
れ
た
か
と
ん
と
見

当
が
つ
か
ぬ
。

　

何
で
も
薄
暗
い
じ
め
じ
め
し

た
所
で
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
泣
い
て

い
た
事
だ
け
は
記
憶
し
て
い
る
。

「
夏
目
漱
石
は
、
猫
で
す
ね
」
と
問

う
。
子
供
た
ち
は
、「
違
う
」
と
返

答
す
る
。

「
猫
は
、
誰
で
す
か
？
」
と
再
度
確

認
を
す
る
。

「
話
者
で
す
」
と
多
く
の
子
が
言
う

よ
う
に
な
る
。

「
夏
目
漱
石
は
、
何
で
す
か
？
」

「
作
者
で
す
」
と
子
供
た
ち
。

　

物
語
文
や
詩
の
お
勉
強
は
、「
作

者
」
と
「
話
者
」
を
分
け
て
考
え
て

「
ノ
ー
ト
に
、
次
の
よ
う
に
書
き
な

さ
い
」

「
作
者
は
、
男
で
あ
る
。
ま
た
は
、

女
で
あ
る
」

　

書
け
た
ら
、「
書
け
ま
し
た
」
と

言
い
な
さ
い
。

　

隣
の
行
に
次
の
よ
う
に
書
き

な
さ
い
。

「
な
ぜ
な
ら
、文
の
中
に
﹃
○
○
﹄

と
書
い
て
あ
る
。」

　

続
き
は
、
自
分
で
書
き
ま
す
。

で
き
た
ら
、
見
せ
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
。

　

黒
板
に
答
え
を
書
く
と
、
驚
き
の

声
が
上
が
る
。

　

宮
入
黎
子

　

作
者
は
、
大
人
で
女
の
人
で
あ
る
。

「
か
ら
」
は
、
子
供
の
男
の
言

葉
で
す
。
ど
の
よ
う
に
考
え
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

２
読
解
の
重
要
コ
ー
ド
﹁
話
者
﹂

と
ノ
ー
ト
ス
キ
ル
を
﹁
か
ら
﹂

で
授
業
す
る

　

詩
「
か
ら
」
を
使
っ
て
、
話
者
と

何
人
称
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
音
読
か
ら
入
る
。
音
読

の
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
で
、

読
解
へ
と
入
っ
て
い
け
る
。

　

作
者
は
、
男
で
す
か
。
女
で

す
か
。

　

ノ
ー
ト
ス
キ
ル
も
一
緒
に
教
え
る
。

１
ま
ず
は
、
音
読
指
導
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る

　

三
年
生
始
め
の
詩
は
、「
ど
き
ん
」

で
あ
る
。

　

河
田
孝
文
氏
は
、
音
読
指
導
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
ど
き
ん
」
は
、
擬
音
が
入
っ
た
リ

ズ
ム
の
あ
る
詩
で
あ
る
。

　

追
い
読
み
、
一
文
交
代
読
み
、
た

け
の
こ
読
み
と
コ
ー
ド
 ※
を
教
え
る
。

「
ど
き
ん
」
は
、
上
下
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
詩
で
あ
る
。
読
む
だ
け

で
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

上
は
、
先
生
が
読
み
ま
す
。

下
は
、
み
ん
な
。
さ
ん
は
い
。

　

次
の
指
示
で
、
一
気
に
笑
顔
て
ん

こ
盛
り
の
国
語
の
時
間
に
な
る
。

　

下
を
読
む
と
き
に
、
動
作
を

付
け
な
が
ら
、
読
ん
で
ご
ら
ん

な
さ
い
。

　

た
だ
読
む
だ
け
で
は
、
楽
し
く
な

ら
な
い
。
動
作
を
入
れ
る
指
示
を
入

れ
る
こ
と
で
、
今
年
一
年
の
国
語
が

楽
し
く
な
る
の
を
予
見
さ
せ
る
の
だ
。

3年

４月の国語は、音読指導と
ノートスキルと話者を教え
ることの三点セットから始
まる
国語は、まず音読でアイドリング。話
者という読解スキルを４月初めで教え
る。一年間を安定して、楽しい国語を
保障する。

光村図書・３年上・p.10-11（新教科書p.12-13）

国語
Japanese

TOSS授業技量検定十段
河田孝文の国語授業

4・8・1月号特別企画！ 河田孝文の国語・算数授業算
国

山口県下関市立楢崎小学校

河
かわ

田
た

孝
たか

文
ふみ

構成：下
しも

窪
くぼ

理
り

政
せい

山口県下関市立長府小学校

か
ら

ざ
り
が
に
が
、

す
ぽ
っ
と
　
か
ら
を
　
ぬ
い
だ
ん
だ
。

赤
い
　
じ
ょ
う
ぶ
な
　
か
ら
。

着
な
れ
た
　
や
つ
。

田
ん
ぼ
の
　
ど
ろ
の
　
し
み
た
　
や
つ
。

（
後
略
）

（
平
成
十
四
年　

教
育
出
版　

三
年

国
語
に
掲
載
の
詩
を
一
部
引
用
）

※
文
章
を
分
析
し
た
り
解
釈
し
た
り
す
る
た
め
の

観
点
や
基
準
。
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４
仕
上
げ　

暗
唱

　

教
師
が
書
い
た
黒
板
の
詩
を
消
し

て
い
く
。（
つ
ま
ず
い
た
ふ
り
を
し
て
）

黒
板
を
一
部
消
す
。「
ご
め
ー
ん
、

つ
ま
づ
い
た
ら
消
え
ち
ゃ
っ
た
！　

読
め
る
？
」「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
言
っ

て
読
む
。
ま
た
、
つ
ま
ず
く
。
消
す
。

繰
り
返
し
。
あ
お
り
、
驚
き
、
褒
め

て
い
く
。
熱
狂
の
繰
り
返
し
の
中
で
、

全
文
暗
唱
が
で
き
る
。
読
ん
だ
こ
と

も
な
い
詩
を
一
時
間
で
読
み
、
書
き
、

主
張
が
分
か
り
、
暗
唱
す
る
。
向
上

的
変
容
を
保
障
し
た
授
業
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
帰
り
の
会
、
翌
日
の
朝

の
会
、
国
語
の
授
業
で
言
わ
せ
る
。

力
強
く
成
長
を
褒
め
る
。

○
、な
い
な
ら
×
と
書
き
な
さ
い
。

　

⑧
こ
の
詩
に
は
、
三
つ
の
か
が
や

き
が
あ
り
ま
す
。
一
番
感
動
し

た
の
は
、
何
連
の
か
が
や
き
で

す
か
。

　

⑨
理
由
を
書
き
な
さ
い
。「
私
は

〇
〇
で
す
。
理
由
は
△
△
と
書

い
て
あ
る
か
ら
で
す
。」
証
拠

は
教
科
書
の
中
に
あ
り
ま
す
。

国
語
の
勉
強
は
、
答
え
が
文
章

の
中
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
答
え
を
探
す
勉
強

な
の
で
す
。

　

⑩
こ
の
詩
は
、
朝
で
す
か
？　

夕

方
で
す
か
？　

山
を
（
太
陽

が
）
は
な
れ
た
か
ら
（
朝
）。

指
示
８
三
連
を
絵
に
描
き
な
さ
い
。

太
陽
と
山
だ
け
描
け
ば
い
い
で

す
。

　

整
理
し
て
検
討
す
る
。

　
　

一
行
空
け
て
。
次
は
、「
雲
」。

漢
字
に
挑
戦
。
よ
し
。
次
は
一
行

全
部
。
書
け
た
人
は
一
緒
に
読
む

よ
。
題
名
か
ら
。

※
一
行
書
け
た
ら
、
最
初
か
ら
読
む
。

ま
た
一
行
書
い
た
ら
最
初
か
ら
読

む
。
読
ん
で
い
る
間
に
、
遅
れ
て

い
る
子
供
の
時
間
調
整
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
書
き
進
め
る
と
、
ほ

ぼ
全
員
の
ノ
ー
ト
が
美
し
く
な
る
。

最
初
の
国
語
の
授
業
で
成
功
体
験
が

積
め
る
。
ま
た
、
音
読
の
繰
り
返
し

に
な
り
内
容
も
分
か
る
。
書
く
こ
と

が
遅
い
子
供
も
早
い
子
供
も
、
空
白

の
時
間
が
な
い
の
で
安
定
す
る
。

指
示
６
・
説
明

ノ
ー
ト
を
見
な

が
ら
、
最
初
か
ら
読
み
ま
す
。
書

い
た
も
の
の
確
認
を
し
ま
す
。
全

部
あ
っ
た
人
？　

す
ご
い
な
あ
。

出
来
上
が
り
は
ど
う
？　

き
れ

い
で
し
ょ
。
き
れ
い
で
美
し
い
。

美
し
い
文
字
は
、
書
く
速
さ
に
関

係
し
ま
す
。
最
後
ま
で
落
ち
着
い

て
書
く
と
誰
で
も
上
手
に
書
け

ま
す
。

３
一
問
一
答　

易
～
難

　

既
に
十
回
以
上
読
ん
で
い
る
。

指
示
７
ノ
ー
ト
の
一
番
上
の
マ
ス

に
①
と
書
き
な
さ
い
。

発
問
２
①
題
名
は
何
で
す
か
。　

答
え
を
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。（
か

が
や
き
）

　
　

正
解
で
す
。
赤
鉛
筆
で
丸
を
付

け
な
さ
い
。
丁
寧
な
と
じ
た
○
を

か
き
ま
す
。

　

②
何
連
で
す
か
。（
３
連
）

　

③
一
連
で
見
え
て
い
る
も
の
は
何

で
す
か
。（
雲
、
林
）

　

④
二
連
で
見
え
て
い
る
も
の
は
何

で
す
か
。（
湖
の
ほ
と
り
、
み

ん
な
の
ほ
お
）

　

⑤
三
連
で
見
え
て
い
る
も
の
は
何

で
す
か
。（
山
、
太
陽
）

※
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
。
簡
単
に
絵

を
描
い
て
も
い
い
。

　

⑥
か
が
や
い
て
い
る
の
は
何
で
す

か
。（
雲
、
み
ん
な
の
ほ
お
）

　

⑦
三
連
で
か
が
や
い
て
い
る
も
の

は
あ
り
ま
す
か
。
あ
る
な
ら

み
﹀︿
二
行
交
代
読
み
﹀︿
立
っ
て

一
回
読
み
な
さ
い
﹀

指
示
４
視
写
を
し
ま
す
。
ノ
ー
ト

を
出
し
ま
す
。

　
　

下
敷
き
を
敷
い
て
い
ま
す
か
。

ノ
ー
ト
を
書
く
と
き
は
下
敷
き

を
敷
き
ま
す
。

　
　

日
付
は
こ
の
よ
う
に
書
き
ま
す
。

指
示
５
「
ぴ
っ
た
り
ん
こ
競
争
」

を
し
ま
す
。
先
生
と
同
じ
速
さ
で

書
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
丁
寧
に

書
く
速
さ
を
覚
え
ま
す
。

　
　

ま
ず
は
、
題
名
「
か
が
や
き
」

の
「
か
」。
用
意
、
始
め
！
（
画

数
を
言
い
な
が
ら
）（「
か
」
を
書

き
終
え
た
ら
お
も
む
ろ
に
振
り

向
く
）（
ぴ
っ
た
り
に
顔
が
上
が
っ

た
人
に
）「
合
格
！
」。
速
す
ぎ
る

と
雑
な
ス
ピ
ー
ド
、
遅
す
ぎ
て
も

授
業
に
遅
れ
ち
ゃ
う
。
ぴ
っ
た
り

が
い
い
で
す
。

　
　

今
度
は
、
三
文
字
ま
と
め
て
い

く
よ
。
用
意
始
め
。（
聞
こ
え
る

よ
う
に
画
数
を
言
い
な
が
ら
）

ぴ
っ
た
り
！　

す
ご
い
な
あ
。

ぐ
っ
と
抑
え
ま
す
（
①
）。
手
で

ア
イ
ロ
ン
を
掛
け
る
の
で
す
。

　
　

で
き
た
人
？
（
確
認
す
る
）

　
　

次
に
、

　

一
番
後
ろ
の
硬
い
紙
、
こ
れ
を

「
裏
表
紙
」
と
い
い
ま
す
。
言
っ

て
ご
ら
ん
。
ま
た
、
こ
の
一
枚
を

持
っ
て
、ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
。ぐ
ぐ
っ

と
引
っ
張
っ
て
ア
イ
ロ
ン
を
掛

け
る
（
②
）。

　
　

次
に
、
大
体
半
分
の
ペ
ー
ジ
を

開
い
て
、
同
じ
よ
う
に
ア
イ
ロ
ン

（
③
）。
次
に
半
分
に
し
た
前
の
方

を
ま
た
半
分
に
し
て
ア
イ
ロ
ン

（
④
）。
次
に
先
生
は
な
ん
と
い
う

と
思
い
ま
す
か
？　

そ
う
、
後
ろ

半
分
を
ま
た
半
分
（
⑤
）
に
す
る

の
で
す
。

２
と
び
ら
の
詩
を
扱
い
な
が
ら
、

国
語
の
授
業
ス
キ
ル
を
教
え
る

指
示
３
扉
の
詩
を
読
み
ま
す
。

　
〈
追
い
読
み
〉
先
生
の
後
に
つ
い

て
読
み
な
さ
い
。

　
︿
一
行
交
代
読
み
﹀︿
男
女
交
代
読

１
新
し
い
教
科
書
と
の
出
会
い

指
示
１
四
年
生
の
国
語
の
勉
強
を

始
め
ま
す
。
国
語
の
教
科
書
を
出

し
て
。
早
い
な
あ
。
名
前
は
書
い

て
あ
り
ま
す
か
？　

隣
と
確
認
。

※「
早
い
な
あ
」
と
す
か
さ
ず
褒
め

る
。
授
業
開
始
か
ら
第
一
指
示
、

褒
め
る
ま
で
が
短
い
ほ
ど
よ
い
授

業
と
言
え
る
。
集
団
の
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
て
や
る
気
に
さ
せ
る
。
全

員
を
巻
き
込
ん
で
い
く
第
一
歩
。

発
問
１
こ
の
教
科
書
に
は
、
名
前

が
あ
り
ま
す
。
何
で
す
か
？

　
「
か
が
や
き
」

　
　

よ
く
見
付
け
た
ね
。
ど
ん
な
輝

き
が
隠
れ
て
い
る
か
な
あ
。

指
示
２
表
紙
を
め
く
り
ま
す
。
あ

れ
!　

手
を
離
す
と
、
す
ぐ
に
閉

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

教
科
書
と
仲
良
く
な
れ
ま
せ
ん
。

　
　

国
語
が
よ
く
で
き
る
よ
う
に
な

る
「
お
ま
じ
な
い
」
を
か
け
ま
す
。

　
　

表
紙
を
持
っ
て
、
ひ
ら
ひ
ら
ひ

ら
。
引
っ
張
っ
て
手
の
ひ
ら
で
ぐ

出会いの授業は、
明るくテンポ良く
第１時の授業は、学習の基本を
教えて褒める。全員が参加でき
て、ノートにいっぱい丸が付く。
そして向上的変容を体験させる。

TOSS授業技量検定三段
鈴木恭子の国語授業

4・8・1月号特別企画！ 鈴木恭子の国語・算数授業算
国

神奈川県相模原市立大島小学校

鈴
すず

木
き

恭
きょう

子
こ

光村図書・４年上・扉の詩

国語
Japanese4年

・
引
用
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド　

椿
原
正
和
氏
実
践
武
田
晃
治
氏

・
参
考
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド　

四
年
か
が
や
き
実
践
14
例

https://land.toss-online.com
/

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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5年

4・8・1月号特別企画！ 松崎力の国語・算数授業算
国

栃木県真岡市立真岡東小学校

松
まつ

崎
ざき

力
つとむ

TOSS授業技量検定九段
松崎力の算数授業

算数
Mathematics

元
に
は
、
下

の
体
積
を
求

め
る
問
題
が

あ
る
。
子
供

た
ち
に
と
っ

て
は
苦
手
と

す
る
問
題
だ

が
、
解
き
方

が
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
示

さ
れ
る
。

　

家
庭
学
習
用
で
あ
る
が
、
授
業
で

も
十
分
活
用
で
き
る
内
容
だ
。

　

教
材
に
は
、
柱
と
な
る
ユ
ー
ス

ウ
ェ
ア
の
ほ
か
に
、
細
部
に
わ
た
る

配
慮
が
あ
る
。
ア
シ
ス
ト
ナ
ビ
や
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
な
ど
が
そ
う
で

あ
り
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
十
分
活

用
し
て
ほ
し
い
。

　

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
を
動
画
で
視
聴
し

た
い
人
は
、
稲
田
好
子
氏
の
模
擬
授

業
及
び
解
説
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
て

公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
を
繰
り

返
し
視
聴
す
る
こ
と
で
正
し
い
ユ
ー

ス
ウ
ェ
ア
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。

は
な
っ
た
が
、
お
お
よ
そ
の
ユ
ー
ス

ウ
ェ
ア
を
示
し
た
。

３
﹁
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
﹂

の
進
化

　

四
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
に
は
、

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
冊
子
が
付
い
て
い
る
。

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
に

指
示
を
出
せ
ば
よ
い
。

　

さ
ら
に
、
表
紙
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
（
下
）
を
活
用
す
る
と
、

自
宅
で
も
復
習
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

　

こ
の
四
月
か
ら
の
公
開
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

　

五
年
生
の
「
体
積
」
の
単

②
番
を
行
い
ま
す
。
一
つ
五
〇
点
。

両
方
で
き
る
と
一
〇
〇
点
で
す
」
と

い
う
具
合
に
五
問
コ
ー
ス
、
十
問

コ
ー
ス
を
説
明
す
る
。
た
だ
し
、
二

問
コ
ー
ス
は
「
じ
っ
く
り
や
り
た
い

人
」、
五
問
コ
ー
ス
は
「
少
し
速
く

や
り
た
い
人
」、十
問
コ
ー
ス
は
「
た

く
さ
ん
や
り
た
い
人
」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
言
い
、「
多
い
方
が
い
い
」

「
少
な
い
の
は
恥
」
と
い
う
印
象
を

も
た
せ
な
い
よ
う
に
心
し
た
い
。

③
コ
ー
ス
を
挙
手
で
確
認
す
る

　

こ
こ
で
は
「
ど
れ
を
選
ん
で
も
一

〇
〇
点
は
一
〇
〇
点
」
と
強
調
す
る
。

④
時
間
を
通
告
し
、
開
始
す
る

　

か
け
算
の
苦
手
な
子
に
は
「
ア
シ

ス
ト
ナ
ビ
」
が
付
い
て
い
る
。

⑤
採
点
を
す
る

　

自
分
で
〇
付
け
を
さ
せ
る
。
二
、

五
問
コ
ー
ス
の
子
の
緊
張
感
を
維
持

す
る
た
め
に
、
⑩
番
か
ら
逆
順
で
読

み
上
げ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
⑩
番
か

ら
⑥
番
ま
で
は
間
を
空
け
ず
に
読
み
、

⑤
番
か
ら
③
番
ま
で
は
少
し
間
を
空

け
、
②
番
と
①
番
は
ゆ
っ
く
り
読
み

上
げ
る
。
こ
の
緊
張
と
緩
和
が
、
学

力
の
高
・
低
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
全

員
を
集
中
さ
せ
る
技
で
あ
る
。

⑥
残
り
の
問
題
を
す
る

　

二
、
五
問
コ
ー
ス
は
⑩
番
ま
で
、

十
問
コ
ー
ス
は
「
や
っ
て
み
よ
う
問

題
」
を
行
う
。

　

教
材
は
全
て
の
問
題
を
解
か
せ
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
や
っ
て
い
な

い
問
題
が
あ
る
と
、
保
護
者
の
不
信

を
招
く
。
分
か
ら
な
い
問
題
は
、
答

え
を
写
さ
せ
る
。
答
え
方
の
視
写
は

有
効
で
あ
る
。

⑦
早
く
終
わ
っ
た
子
は
シ
ー
ル
を

　

問
題
番
号
の
上
に
貼
る

　

終
わ
っ
て
、
や
る
こ
と
が
な
い
子

は
騒
ぎ
出
す
。
空
白
禁
止
の
原
則
で

あ
る
。

　

紙
幅
の
関
係
で
、
多
少
大
ま
か
に

２
授
業
へ
の
位
置
付
け

　

四
月
、
い
よ
い
よ
新
学
期
が
始
ま

る
。
新
し
い
学
級
で
あ
っ
て
も
持
ち

上
が
り
で
あ
っ
て
も
、
緊
張
す
る
と

き
で
あ
る
。

　

黄
金
の
三
日
間
で
、
し
っ
か
り
と

学
級
の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
た
い
。

　

算
数
の
授
業
で
も
同
様
で
あ
る
。

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
を
、
算

数
授
業
の
「
振
り
返
り
」
に
位
置
付

け
る
。

　

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
と
留
意
点
は
、
次

の
と
お
り
に
な
る
。

①
日
付
を
書
く

　

教
師
が
「
右
上
に
、
四
月
九
日
と

書
き
な
さ
い
」
と
示
せ
ば
、
誰
も
が

す
ぐ
に
日
付
を
書
く
。
日
付
を
言
っ

て
あ
げ
る
だ
け
で
、
低
位
の
子
も
す

ぐ
に
書
き
込
め
、
作
業
の
差
が
生
じ

な
い
。
さ
さ
い
だ
が
大
切
だ
。

②
コ
ー
ス
を
選
択
す
る

　

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ

と
だ
。「
二
問
コ
ー
ス
は
、
①
番
と

り
﹄
に
最
適
な
教
材
が
あ
る
か
ら
、

ぜ
ひ
こ
の
教
材
を
採
用
し
て
み
よ

う
」
と
投
げ
掛
け
て
い
る
。
そ
れ
が

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
で
あ
る
。

「
振
り
返
り
」
の
強
要
に
よ
っ
て
、

導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。

　

算
数
教
材
は
、
縦
長
ド
リ
ル
を
は

じ
め
、
数
多
く
出
回
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
授
業
の
中
で
確
実
な
定
着
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
に
お
い
て
、

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
は
、一
歩

抜
き
ん
出
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

　

教
材
の
特
徴
を
生
か
し
た
ユ
ー
ス

ウ
ェ
ア
が
、
明
確
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

事
実
、「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」

は
、
多
く
の
学
級
で
実
践
さ
れ
、
子

供
た
ち
の
学
力
を
高
め
た
と
い
う
実

績
が
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
は
、
向

山
洋
一
氏
の
知
見
に
基
づ
い
て
設
計

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
確
に

ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

修
正
追
試
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
正

確
に
追
試
す
る
の
だ
。

１
飛
び
抜
け
た
ス
ー
パ
ー
教
材

　

現
在
、
多
く
の
地
域
や
学
校
で
、

「
め
あ
て
」「
ま
と
め
」「
振
り
返
り
」

を
掲
示
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
め
あ
て
」
は
、
本
時
に
学
習
す
る

内
容
を
示
す
も
の
で
、
通
常
「
〜
が

で
き
る
」
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
。

本
時
が
終
了
し
た
時
点
で
、「
め
あ

て
」
に
示
さ
れ
た
状
態
（
い
わ
ゆ
る

到
達
目
標
）
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に

「
振
り
返
り
」
と
称
す
る
ミ
ニ
テ
ス
ト

な
ど
を
行
う
。（
勤
務
地
で
は
、
授

業
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
た
後
、
到

達
を
評
定
す
る
た
め
「
振
り
返
り
」

と
い
う
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
）

　

子
供
が
到
達
目
標
を
知
っ
て
授
業

を
受
け
る
こ
と
や
、
ミ
ニ
テ
ス
ト
で

確
実
な
定
着
を
図
る
と
い
う
こ
と
自

体
は
、「
悪
い
と
は
言
え
な
い
」
が
、

世
間
の
風
潮
と
し
て
、
多
く
の
人
が

「﹃
め
あ
て
﹄
を
示
し
、﹃
振
り
返
り
﹄

を
す
れ
ば
学
力
が
上
が
る
」
と
思
い

込
ん
で
い
る
節
が
あ
り
、
そ
の
こ
と

は
大
い
に
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
学
校
で
「
必
ず
掲
示
し

ろ
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
や
ら
ざ
る
を

得
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

私
の
学
校
で
も
同
様
で
あ
る
が
、

こ
の
風
潮
を
逆
手
に
取
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「﹃
ま
と
め
﹄
や
﹃
振
り
返

５年生の難教材も
サポートしてくれる
教材

「めあて」「振り返り」を強要
されている人こそ、「あかね
こ計算スキル」（光村教育図
書）を広めるチャンスである。
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線対称は遊びで定着
点対称は手順で定着
点対称はステップ化で誰でも
かける。
⑴頂点グリグリ　⑵番号
⑶丸番号　⑷つなぐ

TOSS授業技量検定九段
木村重夫の算数授業

4・8・1月号特別企画！ 木村重夫の国語・算数授業算
国

6年

東京都・日本文化大學 講師

木
き

村
むら

重
しげ

夫
お

ス
テ
ッ
プ
⑷　

つ
な
ぐ

　

丸
番
号
の
順
に
定
規
で
線
を
か
い

て
つ
な
ぐ
。
点
対
称
な
図
形
が
完
成

す
る
。
早
く
か
け
た
子
に
は
色
塗
り

を
さ
せ
る
。
空
白
禁
止
の
原
則
だ
。

　

こ
の
方
法
を
使
え
ば
、
方
眼
用
紙

に
か
か
れ
て
い
な
い
図
形
も
作
図
で

き
る
。
か
い
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ

ん
か
け
る
よ
う
に
な
る
。

「
作
図
の
手
順
」
も
子
供
に
説
明
さ

せ
た
い
。

　

点
対
称
な
図
を
か
く
こ
と
が
で
き
、

作
図
の
手
順
ま
で
説
明
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
、「
深
い
学
び
」
が

成
立
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

①
②
③
く
ら
い
ま
で
は
教
師
が
板

書
し
て
み
せ
、
一
緒
に
作
業
す
る
と

よ
い
。

　

④
の
点
が
か
け
た
ら
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
。（
全
員
チ
ェ
ッ
ク
）

一
、
位
置
は
正
し
い
か
。

二
、
補
助
線
を
か
い
て
い
る
か
。

三
、
丸
番
号
④
と
書
い
て
あ
る
か
。

四
、
グ
リ
グ
リ
し
た
黒
丸
か
。

「
か
け
た
人
は
残
り
を
か
き
な
さ

い
」

　

そ
の
間
に
個
別
指
導
を
す
る
。

　

か
け
な
い
子
に
は
赤
鉛
筆
で
薄
く

か
い
て
な
ぞ
ら
せ
る
。

３
点
対
称
の
図
へ
の
ス
テ
ッ
プ

　

難
し
い
の
は
点
対
称
な
図
形
で
あ

る
。
細
分
化
し
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん

で
か
か
せ
な
い
と
、
か
け
な
い
子
が

続
出
す
る
。
方
眼
紙
な
ら
何
と
か
か

け
て
も
、
白
地
の
図
形
だ
と
途
端
に

難
し
く
な
る
。

　

私
が
二
十
年
以
上
前
に
考
案
し
た

点
対
称
な
図
形
の
か
か
せ
方
が
あ
る
。

多
く
の
教
師
の
追
試
と
改
良
を
得
て

効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

問
題　

点
Ｏ
が
対
称
の
中
心
に

な
る
よ
う
に
、
点
対
称
な
図
形

を
か
き
ま
し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
⑴
「
頂
点
グ
リ
グ
リ
」

　

全
て
の
頂
点
に
「
グ
リ
グ
リ
」
と

黒
丸
を
か
い
て
目
立
た
せ
る
。

ス
テ
ッ
プ
⑵
「
番
号
」

　

黒
丸
に
順
序
良
く
番
号
を
書
く
。

ス
テ
ッ
プ
⑶
「
丸
番
号
」

　

点
О
を
中
心
に
等
距
離
に
点
対
称

な
点
を
探
す
。
区
別
す
る
た
め
に
丸

番
号
を
書
く
。（
１
と
①
、
２
と
②
）

　

線
対
称
「
ア
カ
サ
タ
ナ
」。
続
き

は
？

　

私
が
作
成
し
た
「
ト
ラ
の
顔
」
の

図
を
与
え
る
と
、
教
室
が
シ
ー
ン
と

す
る
。（「
ト
ラ
の
顔
」）

　

Ａ
Ｂ
に
か
が
み
を
立
て
る
と

反
対
側
が
う
つ
り
ま
す
。

　

反
対
側
の
絵
を
か
い
て
、
ト

ラ
の
顔
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（「
暗
号
」
や
「
ト
ラ
の
顔
」
は
、「
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
）

　

分
か
ら
な
い
子
が
多
い
だ
ろ
う
。

　

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
続
き
を
か
く
。

「
四
角
に
入
る
図
を
か
き
な
さ
い
。

　

近
く
の
人
と
相
談
し
て
ご
ら
ん
」

す
ぐ
に
教
え
な
い
で
、
じ
っ
く
り
考

え
さ
せ
た
い
。
左
半
分
を
隠
し
て
見

せ
れ
ば
、「
１
２
３
４
５
６
７
」
だ

と
分
か
る
。

「
あ
ー
そ
う
か
！　

数
字
だ
！
」

　

数
字
を
使
っ
た
線
対
称
な
図
だ
。

　

こ
の
問
題
で
見
方
・
考
え
方
を
学

ん
だ
な
ら
、
次
の
問
題
も
解
け
る
だ

ろ
う
。

１
線
対
称
は
自
力
突
破
を

　

線
対
称
な
図
形
は
、
点
対
称
な
図

形
に
比
べ
れ
ば
簡
単
で
あ
る
。

　

方
眼
用
紙
上
の
図
形
な
ら
、
マ
ス

を
数
え
れ
ば
対
称
な
位
置
を
見
付
け

や
す
い
。
長
い
説
明
は
不
要
で
あ
る
。

「
か
け
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

で
乗
り
越
え
さ
せ
よ
う
。

　

早
く
か
き
終
え
た
子
へ
の
対
応
が

必
要
だ
。

「
丁
寧
に
色
を
塗
り
な
さ
い
」

が
よ
い
。

　

マ
ス
目
が
な
い
場
合
ど
う
す
る
か
。

ａ
定
規
を
使
い
、
ｂ
対
称
の
軸
と

垂
直
に
、
ｃ
等
距
離
の
点
を
か
く
。

２
楽
し
い
線
対
称
問
題

　

次
の
時
間
。「
つ
か
み
」
と
し
て

の
楽
し
い
問
題
で
盛
り
上
が
る
。

黙
っ
て
板
書
す
る
。

「
こ
の
次
は
、
ど
ん
な
図
が
く
る
と

思
い
ま
す
か
」

算数
Mathematics
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災
害
に
様
々
な
関
わ
り
を
し
て
い
た

こ
と
に
自
然
に
気
付
く
。
こ
こ
で
は

各
グ
ル
ー
プ
発
表
し
て
、
感
想
を

言
っ
て
終
わ
り
で
い
い
だ
ろ
う
。

　

災
害
に
強
い
未
来
の
町
や

グ
ッ
ズ
を
絵
と
文
で
表
そ
う
。

　

上
に
あ
る

二
枚
の
絵
を

見
て
ほ
し
い
。

　

右
は
動
く

家
。
実
際
、

津
波
に
浮
く

家
は
開
発
さ

れ
て
い
る
。

左
は
、
地
震

が
き
た
ら
知

ら
せ
て
く
れ

る
時
計
。
今

で
言
う
緊
急

地
震
速
報
。

二
枚
と
も
十

五
年
前
の
実

践
で
あ
る
。

ら
多
く
の
人
が
被
災
地
へ
集
ま
っ
て

き
た
。

　

自
衛
隊

は
救
助
だ

け
で
な
く
、

子
供
と
も

遊
ぶ
な
ど

し
て
く
れ

た
（
写
真

3
）。

　

自
治
体
、

警
察
、
消
防
、
医
療
、
自
衛
隊
、
そ

し
て
地
域
の
人
々
な
ど
、
多
く
の
人

が
協
力
し
て
一
つ
の
災
害
を
乗
り

切
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

②
一
番
す
ご
い
と
思
っ
た
こ
と

を
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
に
書

き
な
さ
い
（
グ
ル
ー
プ
で
Ｋ

Ｊ
法
）。

↓
グ
ル
ー
プ
で
、
一
番
す
ご

い
と
思
う
こ
と
を
決
め
て

黒
板
に
書
き
に
来
な
さ
い
。

　

議
論
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が

（
四
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）

　

ノ
ー
ト
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
ま
と
め

で
、
地
域
の
自
然
災
害
の
概
要
が
分

か
っ
た
。
次
は
「
工
夫
・
未
来
」
の

観
点
で
再
構
築
す
る
。

①
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
人
々

が
や
っ
た
こ
と
で
、
す
ご
い

な
あ
と
思
う
こ
と
を
ノ
ー
ト

に
思
い
付
く
だ
け
箇
条
書
き

に
し
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
の
調
べ
学
習
だ
け
で
は

情
報
が
限
ら
れ
た
り
偏
っ
た
り
す
る
。

教
師
が
行
政
な
ど
か
ら
当
時
の
写
真

を
幾
つ
か
借
り
て
提
示
す
る
。

写
真
1
は

近
所
の
人
が

協
力
し
て
被

災
者
を
家
か

ら
助
け
て
い

る
様
子
。「
共

助
」
と
い
う
。

写
真
2
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
様
子
。

阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
年

は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
元
年

と
言
わ
れ
、

全
国
各
地
か

社会

自然災害から安全
を守る人々の工夫
と、災害に強い未
来のまちづくり
ＫＪ法※で災害から安全を守る
人々の様々な工夫に気づき、未
来の新しい災害対策技術をデザ
インし、発表しよう。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

４年新設「私たちの都道府県
で起こった自然災害」

「基礎・基本の授業例」「基礎・基本の授業例」とと「主体的・対話的で深い学びの授業例」「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

　
　

記
憶
す
る
こ
と

　

こ
の
さ
き

　

わ
た
し
た
ち
が

　
　

生
き
の
び
る
た
め
に

③
何
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

④
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
つ
い
て

見
て
み
ま
す
。（
動
画
を
見
る
）

⑤
日
時
、
災
害
名
、
規
模
、
死

者
数
、
負
傷
者
数
、
全
壊
半

壊
家
屋
数
な
ど
を
写
さ
せ
る
。

⑥
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
つ
い

て
、
ノ
ー
ト
見
開
き
二
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
な
さ
い
。　

兵
庫
県

で
は
震
災

日
の
前
後

に
、
毎
年
、

各
社
の
新

聞
で
特
集

す
る
の
で
そ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
配
る
。

ま
た
、副
読
本
や
本
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
も
使
い
、
ま
と
め
さ
せ
る
。

　

自
分
の
地
域
の
災
害
伝
承
碑
か
ら

自
分
の
地
域
の
災
害
を
調
べ
さ
せ
る
。

に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
地

図
で
も
分
か
る
よ
う
に
新
し
い
地

図
記
号
に
し
ま
し
た
。

（
自
分
の
都
道
府
県
の
碑
の
写
真
を

提
示
・
配
付
す
る
。
以
下
、
兵
庫
県
／

阪
神・淡
路
大
震
災
の
授
業
例
を
示
す
）

①
写
真
を
見
て
、
分
か
っ
た
こ

と
、
気
付
い
た
こ
と
、
思
っ

た
こ
と
を
、
ノ
ー
ト
に
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
箇
条
書
き

に
し
な
さ
い
。

②
碑
の
詩
を
写
し
な
さ
い
。

　

こ
れ
は
い
つ
か
あ
っ
た
こ
と

　

こ
れ
は
い
つ
か
あ
る
こ
と

　

だ
か
ら
よ
く
記
憶
す
る
こ
と

　

だ
か
ら
繰
り
返
し

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
国
土
地
理

院
「
自
然
災
害
伝

承
碑
」
全
国
分
布

地
図
を
提
示
す
る
。

　

何
を
表
し
た
地
図
で
し
ょ
う
。

　

予
想
で
理
由
も
言
わ
せ
る
。
海
岸

に
多
く
、
横
の
解
説
か
ら
「
災
害
が

起
こ
っ
た
場
所
」
な
ど
と
答
え
る
。

　

マ
ー
ク
を
拡
大

し
て
み
ま
す
。
上

の
図
を
地
図
に
重

ね
て
掲
示
す
る
。

「
二
〇
一
九
年
六
月
か
ら
使
わ
れ
始

め
た
新
地
図
記
号
で
す
」

　

み
ん
な
の
都
道
府
県
の
記
号

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
図
を
拡
大
し
、
マ
ー
ク
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。
伝
承
碑
名
・
写
真
・

災
害
名
と
起
こ
っ
た
年
月
日
が
出
る
。

　

更
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

碑
の
大
き
な
写
真
・
碑
名
・
災
害

名
・
年
月
日
・
伝
承
内
容
が
出
る
。

「
自
然
災
害
伝
承
碑
」
と
言
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
起
こ
っ
た
自
然
災

害
を
未
来
に
伝
え
、
同
じ
被
害
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
全
国
各
地

基礎・基本基礎・基本

社会

新地図記号「自然災
害伝承碑」から、自
分の都道府県の自然
災害を調べよう
新学習指導要領第４学年の新単元

「自然災害から地域の安全を守る
諸活動」。自分の都道府県で起こっ
た自然災害を取り上げる。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

４年新設「私たちの都道府県
で起こった自然災害」

写真２ 写真１

写真３

※
情
報
を
カ
ー
ド
化
し
、
グ
ル
ー
プ
化
す
る

こ
と
で
整
理
・
分
析
す
る
方
法
。
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「できた！」「言え
た！」を積み重ね、

「もっと言いた
い！」と思わせる
授業びらき
簡単で分かりやすい表現を
使って、「これなら言えそ
う」と思わせる。できたこ
とを笑顔で褒めて成功体験
を積ませ、話したくなる気
持ちを一気に高める。

愛知県豊田市立東山小学校

神
かみ

谷
や

優
ゆ

美
み

5年英語

　

次
は
、
自
分
と
主
人
公
を
比
較
さ

せ
る
。
自
分
と
比
較
す
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
を
メ
タ
認
知
 ※
で
き
る
。

・
自
分
に
は
、
こ
の
努
力
は
で
き
な

い
と
思
っ
た
。

・
四
つ
の
作
戦
は
、
私
に
も
で
き
る

と
思
う
。

④
も
う
一
歩
突
っ
込
む

発
問
４

忘
れ
物
を
減
ら
す
た

め
に
、
あ
な
た
な
ら
ど
ん
な

作
戦
を
作
り
ま
す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
あ
と
、
黒
板

に
書
か
せ
て
い
く
。

・
前
の
日
に
時
間
割
を
合
わ
せ
る
。

・
チ
ェ
ッ
ク
表
を
作
っ
て
、
朝
に
も

う
一
度
確
認
す
る
。

　

子
供
た
ち
な
り
に
、
多
様
な
意
見

を
出
す
。
そ
の
全
て
を
認
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
。

⑤
感
想
を
書
か
せ
る

　

最
後
に
、
感
想
を
書
か
せ
る
。

　

こ
の
感
想
が
、
道
徳
の
評
価
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
必
ず
書
か
せ
て
お

く
こ
と
だ
。

・
体
操
服
を
忘
れ
て
、
好
き
な
体
育

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
。

発
問
３

二
週
間
後
、
は
る
か

さ
ん
の
忘
れ
物
は
ど
う
な
り

ま
し
た
か
。

・
「
ゼ
ロ
」
に
な
っ
た
。

③
比
較
す
る

　

多
く
の
読
み
物
資
料
は
、
最
初
と

最
後
で
内
面
に
変
化
が
起
こ
る
。

　

そ
こ
で
、
前
後
半
を
比
較
す
る
。

指
示
１

最
初
と
、
最
後
の
は

る
か
さ
ん
を
比
べ
て
、
気
付

い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

・
は
る
か
さ
ん
は
、
努
力
し
て
忘
れ

物
を
ゼ
ロ
に
し
た
。

・
「
わ
す
れ
物
ゼ
ロ
作
せ
ん
」
は
、

い
い
作
戦
だ
っ
た
。

指
示
２

は
る
か
さ
ん
と
あ
な

た
を
比
べ
て
、
気
付
い
た
こ

と
、
思
っ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト

に
書
き
な
さ
い
。

１　

教
科
書
は
最
初
か
ら
順
に
扱
う

　

昨
年
末
の
日
本
教
育
技
術
学
会
で
、

河
田
孝
文
氏
は
、
次
の
よ
う
に
授
業

を
進
め
る
と
言
っ
た
。

教
科
書
の
順
に
授
業
を
行
う

　

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
順
に

は
、
意
味
が
あ
る
。
最
初
に
出
て
く

る
教
材
は
、
四
月
の
学
級
経
営
上
、

必
要
な
内
容
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

学
級
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に

も
、
教
科
書
の
掲
載
順
に
授
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

２　
「
あ
な
た
な
ら
で
き
る
」
の
授
業

︿
あ
ら
す
じ
﹀
忘
れ
物
の
多
い
は
る

か
さ
ん
は
、
体
操
服
を
忘
れ
、
体
育

が
で
き
な
か
っ
た
。
い
ら
い
ら
が
募

り
お
母
さ
ん
に
あ
た
る
が
、「
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
考
え
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
、「
わ
す
れ
物
ゼ
ロ
作
せ
ん
」
を

実
行
し
、
忘
れ
物
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

①
資
料
の
読
み
聞
か
せ

　
教
師
が
ゆ
っ
く
り
と
読
み
聞
か
せ
る
。

②
内
容
を
簡
単
に
確
認
す
る

発
問
１
登
場
人
物
は
誰
で
す
か
。

・
は
る
か
さ
ん

・
お
母
さ
ん

発
問
２
は
る
か
さ
ん
が
い
ら

い
ら
し
て
い
る
理
由
は
何
で

す
か
。

内面が変化する教
材は、「比較」すれ
ば盛り上がる授業
になる
教科書の教材順には、必ず
意味がある。
教科書順に授業していくこ
とが大切である。

3年道徳
１　４月の授業びらき
　４月は子供たちが失敗を恐れる気持ちが強
い時期である。だからこそ教師は、簡単で分
かりやすい授業を展開する必要がある。そし
て、子供たちが「できた！」「言えた！」「楽し
い！」と実感できるように支援したい。東京
書籍５年生「NEW HORIZON Elementary 5」
の「Unit1」で扱う表現は以下のとおりである。
Hello.  I＇m ○○.
I like ○○.  Nice to meet you.
２　笑顔で“Hello!”の挨拶をする
　まずは、教師が元気に“Hello!”と挨拶を
する。子供も同様に答える。子供たちが答え
たら、「すごい！」という気持ちを込めて、
思いっ切り褒めたい。それが、ほかの子の「言
いたい」につながるからだ。英語を発したこ
とに対して、「よく言えたね！」という気持
ちで“Very good!”と褒める。
３　自己紹介をする

　これも、まずは教
師がやって見せる。
自分の胸に手を当て
て、直感で「私」だ
と分かるようにする。
その後、以下の流れ

でやり取りする（Ｔは教師、Ｃは児童）。
T：Hello. C：Hello.
T：I＇m ○○. C：I＇m ○○（自分の名前）.
T：Nice to meet you.
C：Nice to meet you, too.
　次に、言えそうな子２〜３名を指名し、教師
と子供で話す。言えたら力強く褒める。言え
ないときは小さい声で教える。言えたらまた
褒める。そうすることで、「話してよかった！」

「できた！」と実感することができる。そし
て、教室を自由に歩きながらペアで会話する。
４　自分の好きなものを言う
　ここで、更にもう一文増やす。「like」を使っ
て好きなものを表現する。そのとき、「I 

like」の「like」のとき
に、黒板にハートマー
クをかき、直感で「like」
が「好き」を意味する
ことが分かるようにす
る。これも同じように、
最初に教師がやって見
せて、次に２〜３名と
教師が一対一で会話する。“I like”の後ろは
子供の好きなものを入れて言わせる。
５　ダイアローグをつなげる
　慣れてきたら、全部つなげて練習させる。
まずは、教師対子供全員で練習した後、教師
対一人、教室を自由に歩いて自己紹介し合う
など、変化を付けて練習させる。教師も子供
に自分から積極的に話し掛け、楽しく自己紹
介をする。できたら“Very good!”と力強く
褒める。成功体験を積ませ、４月から一気に
気持ちを高めたい。

　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

教育出版・３年・p.4-7
（新教科書p.6-9）

「あなたならできる」
東京書籍・５年・p.10-17

※
自
分
自
身
の
思
考
、
行
動
、
感
情
な
ど
を

客
観
的
に
認
識
し
、
制
御
す
る
こ
と
。

イラスト：神谷 優美
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　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

展
開
。

指
示
１

ス
ク
ラ
ッ
チ
を
立
ち

上
げ
な
さ
い
。

指
示
２

シ
ー
ト
を
一
枚
、
取

り
に
来
な
さ
い
。

説
明

シ
ー
ト
を
読
ん
で
、
同

じ
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

り
な
さ
い
。

指
示
３

完
成
し
た
人
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
先

生
の
所
へ
持
っ
て
来
な
さ
い
。

合
格
し
た
ら
次
の
シ
ー
ト
を

持
っ
て
行
き
ま
す
。

　

す
ぐ
に
使
え
る
七
枚
の
シ
ー
ト
を

作
成
し
た
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
で
公
開
し
て

い
る
。

　

使
っ
て
み
た
感
想
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う

（ho.jyongm
an@

toss2.com

）。

　

さ
ら
に
改
良
、
量
産
し
て
い
く
。

準
備
⑥
：
左
の
画
面
の
よ
う
に

な
れ
ば
準
備
完
了
（
左
下
に

ペ
ン
が
追
加
さ
れ
て
い
る
）。

　

以
下
、
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
場
合
の
授
業

　

掲
載
し
て
い
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
視
写
シ
ー
ト
」
を
Ｂ
５
サ
イ
ズ

（
も
し
く
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
拡
大
）

に
印
刷
し
て
準
備
す
る
。

　

子
供
た
ち
は
パ
ソ
コ
ン
（
も
し
く

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

を
使
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
そ
っ
く

り
そ
の
ま
ま
画
面
上
に
視
写
し
て
い

く
。

　

同
じ
形
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
画
面
上
に

ド
ラ
ッ
グ
し
、
必
要
な
ら
ば
数
値
を

書
き
換
え
る
。

　

授
業
を
始
め
る
前
に
、
次
の
よ
う

な
画
面
設
定
を
し
て
お
く
。

（
本
シ
ー
ト
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月

現
在
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
画
面
に
対
応
）

準
備
①
：
ス
ク
ラ
ッ
チ
の
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。

https://scratch.m
it.edu/

準
備
②
：「
作
っ
て
み
よ

う
」
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

画
面
に
す
る
。

準
備
③
：「
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
」

が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

準
備
④
：
画
面
の
左
下
の

　
（
拡
張
機
能
を
追
加
す
る
）
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。

準
備
⑤
：「
拡
張
機
能
を
選
ぶ
」

　

中
の

（
ペ
ン
）
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。

教科で使える
プログラミング実践

お手本どおり作っ
て学ぶ「プログラ
ミング視写シート」
シートのお手本を写すだけで、
簡単なプログラムを読む力・
書く力が付く。教師がほとん
ど説明することなく、子供た
ちが集中して活動に取り組む。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん
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「説明しない数学」
を目指す
学年末には生徒が「学び
方」を身に付け、自分で
学習を進められるように、
４月から積み重ねていく。

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

数学

埼玉県さいたま市立指扇中学校

星
ほし

野
の

優
ゆう

子
こ

中学校中学校の授業実践

分析批評のまとめ
ノート指導
本気モードに入った生徒
のノートを見ることがで
きるのは、教師冥利に尽
きる。

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

国語

山梨県市川三郷市立三珠中学校

渡
わた

辺
なべ

大
だい

祐
すけ

啓林館・中３・p.183

自
分
の
興
味
の
あ
る
作
品
な
の
で
、

内
容
を
覚
え
て
い
て
ま
と
め
や
す
い
。

　

三
時
間
目
か
ら
は
、
教
科
書
教
材

の
音
読
を
し
、
ノ
ー
ト
に
分
析
を
ま

と
め
さ
せ
て
い
く
。

　

ま
と
め
さ
せ
た
ノ
ー
ト
を
、
評
定

（
分
析
の
観
点
の
数
、
理
由
な
ど
）

し
た
後
は
、
長
谷
川
博
之
氏
の
「
自

力
分
析
の
指
導
」
の
方
法
を
追
試
し
、

「
お
互
い
の
分
析
の
違
い
を
見
付
け

さ
せ
て
検
討
す
る
」「
生
徒
の
気
付

い
て
い
な
い
観
点
に
つ
い
て
授
業
す

る
」
こ
と
で
分
析
の
観
点
の
習
得
・

習
熟
を
図
る
。
出
し
尽
く
さ
せ
た
あ

と
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
観
点
が
吸

収
さ
れ
、
生
徒
に
力
が
付
い
て
い
く
。

本
気
に
な
っ
た
生
徒
の
ノ
ー
ト
を
見

る
の
は
、
非
常
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

ら
、
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
」

と
言
っ
て
、
見
本
の
ノ
ー
ト
の
事
件

を
ま
と
め
た
部
分
を
提
示
す
る
。

　

事
件
以
外
に
も
、
登
場
人
物
、
中

心
人
物
・
対
役
な
ど
を
聞
き
、
ノ
ー

ト
を
示
し
て
ま
と
め
方
を
教
え
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
自
分
で
も
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め

る
よ
う
指
示
を
出
す
。

　

二
時
間
目
は
、「
自
分
の
好
き
な

作
品
」
を
選
択
さ
せ
、
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
さ
せ
る
。
国
語
が
苦
手
な
子
も
、

　

ま
と
め
ノ
ー
ト
指
導
で
、
分
析
批

評
の
観
点
を
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ

る
。
こ
の
手
法
は
、
一
つ
の
作
品
に

つ
い
て
、「
ノ
ー
ト
見
開
き
二
ペ
ー

ジ
」
で
ま
と
め
さ
せ
る
と
い
う
も
の

だ
（
先
行
実
践
：
永
井
貴
憲
氏
）。

　

最
初
は
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の

作
品
で
、
ま
と
め
方
の
練
習
を
す
る
。

「
作
品
を
分
析
す
る
方
法
に
は
、
例

え
ば
何
が
あ
り
ま
す
か
」

　

事
件
・
出
来
事
、
登
場
人
物
、
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
主
題
な
ど
が
挙
が

る
。「
一
つ
の
作
品
を
ノ
ー
ト
見
開

き
一
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま
す
。
ア
ン

パ
ン
マ
ン
で
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
ど

ん
な
事
件
か
ら
始
ま
り
ま
す
か
」

　

一
つ
聞
い
た
後
、
ほ
か
に
ど
ん
な

事
件
が
起
こ
る
か
順
番
に
発
表
さ
せ

る
。「
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
と
し
た

先
読
み
す
る
習
慣
を
付
け
さ
せ
る
。

↓
問
題
を
解
く
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
み

な
ら
ず
、
授
業
シ
ス
テ
ム
を
定
着

さ
せ
る
。

　

ま
と
め
る
と
次
だ
。

　

生
徒
が
教
科
書
を
基
に
思
考

す
る
土
台
を
積
み
重
ね
る
。

　

前
述
の
授
業
で
も
、
教
科
書
を
参

考
に
例
題
を
解
き
、
そ
の
型
を
使
っ

て
練
習
問
題
を
解
く
と
い
う
流
れ
で

あ
る
。
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
黒
板

を
参
考
に
し
て
解
く
こ
と
も
、
四
月

か
ら
の
積
み
重
ね
だ
。

　

定
期
テ
ス
ト
で
は
三
〇
点
し
か
点

数
が
取
れ
な
か
っ
た
Ａ
子
も
、「
で

き
た
ぁ
」
と
う
れ
し
そ
う
に
つ
ぶ
や

く
。
お
調
子
者
の
Ｂ
男
は
「
セ
ン
セ
、

簡
単
っ
す
ね
」
と
自
慢
気
に
言
い
に

来
る
。
そ
の
一
言
に
「
自
分
の
力
で

解
い
た
」
と
い
う
達
成
感
を
味
わ
っ

て
い
る
の
が
分
か
る
。
四
月
、
出
会

い
の
授
業
か
ら
の
積
み
重
ね
の
結
果

で
あ
る
。

２
﹁
学
び
方
﹂
を
教
え
る

　

上
記
は
中
三
の
冬
の
授
業
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
教
師
の
言
葉
を
極
力

減
ら
す
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

　

目
指
す
姿
は
次
だ
。

説
明
し
な
い
数
学

　

教
師
の
言
葉
が
減
る
と
い
う
こ
と

は
、
生
徒
が
自
分
た
ち
で
学
習
を
進

め
て
い
く
状
態
だ
。

　

生
徒
が
「
学
び
方
」
を
身
に
付
け

て
お
り
、
教
師
の
力
を
借
り
ず
に
、

教
科
書
を
参
考
に
進
め
て
い
け
る
授

業
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
一
学
期

か
ら
以
下
を
継
続
し
て
い
る
。

①
教
科
書
の
と
お
り
に
進
め
る
。

↓
教
科
書
の
先
読
み
を
す
る
生
徒
が

増
え
る
。

②
例
題
と
同
じ
よ
う
に
解
く
こ
と
を

繰
り
返
し
教
え
る
。

↓
基
本
型
が
後
に
生
き
る
と
い
う
こ

と
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
。

③
「
次
に
何
を
し
ま
す
か
」
と
尋
ね
、

１
教
師
の
説
明
を
な
く
す

　

中
学
三
年
生
、
円
周
角
の
定
理
を

使
っ
た
証
明
問
題
の
指
導
で
あ
る
。

「
例
題
２
。
各
自
で
読
み
な
さ
い
」

「
証
明
問
題
で
す
。
最
初
に
何
を
し

ま
す
か
」（
図
を
か
き
ま
す
）

「
そ
の
と
お
り
。
か
き
ま
す
」

　

全
員
が
図
を
か
け
た
こ
と
を
確
認

し
、
次
の
指
示
を
出
す
。

証
明
、
解
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
。

　

教
科
書
に
解
答
例
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
問
題
で
あ
る
。
説
明
は
一
切
な

し
で
生
徒
が
解
き
始
め
る
。

「
書
け
た
人
、
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来

ま
す
」

　

速
く
解
け
た
生
徒
に
穴
埋
め
で
板

書
を
さ
せ
、
答
え
合
わ
せ
・
全
体
で

音
読
を
す
る
。

「
問
５
。
自
分
で
証
明
し
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。
で
き
た
ら
持
っ
て
来
る
」

　

例
題
と
ほ
ぼ
同
じ
問
題
で
あ
る
。

ノ
ー
ヒ
ン
ト
で
解
か
せ
、
解
け
た
生

徒
か
ら
黒
板
に
一
行
ず
つ
書
か
せ
た
。

　

以
上
、
こ
こ
ま
で
で
二
十
分
程
度

で
あ
る
。
教
師
の
説
明
は
な
い
。

半径９cmの円
Ｏで、中心から
の距離が７cm
である弦ABの
長さを求めなさ
い。
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め
て
い
た
。

指
示
⑵
「
こ
れ
は
違
う
」
と
考
え
る
も
の
を
一

つ
選
び
、
反
論
を
書
き
な
さ
い
。

（
熊
本
県　

松
田
春
喜
氏
）

　

評
定
は
Ａ
。
た
だ
し
何
年
生
へ
の
指
導
な
の

か
を
明
示
す
る
こ
と
。

指
示
こ
の
句
を
絵
に
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

発
問
一
柳
の
木
は
何
本
あ
り
ま
す
か
。

「
田
一
枚
」
と
あ
る
な
ら
ば
、「
一
本
」
な
ど
、

数
で
捉
え
る
と
、
対
比
構
造
が
成
り
立
つ
。
先

述
し
た
「
植
ゑ
て
」
の
人
数
が
「
一
人
」
で
も

「
多
数
」
で
捉
え
て
も
、
数
に
よ
る
対
比
構
造

が
成
り
立
つ
。

発
問
二

柳
が
何
本
と
考
え
た
方
が
、
こ
の
句

は
美
し
い
で
す
か
。（

愛
知
県　

辻
拓
也
氏
）

　

Ａ
ダ
ッ
シ
ュ
。

　

こ
の
句
を
読
む
ヒ
ン
ト
を
一
つ
。「
上
野
の

桜
」
と
い
う
と
き
の
「
桜
」
と
は
、「
桜
の
木
」

「
桜
場
」
の
ど
ち
ら
で
あ
ろ
う
か
。

発
問
⑴
「
動
き
」
を
表
す
言
葉
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
ど
れ
で
す
か
？

指
示
⑴
「
植
ゑ
て
」
と
「
立
ち
去
る
」
を
〇
で

囲
み
な
さ
い
。

発
問
⑵

こ
の
二
つ
の
動
詞
の
主
語
は
同
じ
で

す
か
、
違
い
ま
す
か
。

　

挙
手
で
人
数
を
確
認
す
る
。（
略
）

説
明
「
植
ゑ
て
」
と
「
立
ち
去
る
」
の
主
語

に
つ
い
て
、
日
本
の
研
究
者
た
ち
も
、
皆
さ

ん
の
よ
う
に
あ
れ
こ
れ
考
え
て
話
し
合
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
話
の
中
身
は
次
の
四
つ
で

す
。

１　

芭
蕉
が
ふ
と
我
に
返
る
と
早
乙
女
た
ち
が

田
一
枚
を
植
え
終
わ
っ
て
い
た
。
芭
蕉
は
柳

の
そ
ば
を
立
ち
去
っ
た
。

２　

早
乙
女
た
ち
に
芭
蕉
も
加
わ
っ
て
一
緒
に

田
一
枚
植
え
た
。
そ
し
て
、
芭
蕉
は
柳
の
そ

ば
を
立
ち
去
っ
た
。

３　

田
一
枚
植
え
た
の
も
柳
の
そ
ば
を
立
ち

去
っ
た
の
も
早
乙
女
で
あ
る
。
そ
れ
を
芭
蕉

は
眺
め
て
い
た
。

４　

田
一
枚
植
え
た
の
も
、
そ
こ
を
立
ち
去
っ

た
の
も
柳
の
精
で
あ
る
。
そ
れ
を
芭
蕉
は
眺

　

二
十
六
名
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
び
、
こ
の
場
で
名
乗
り
を
あ

げ
る
（
恥
か
き
を
い
と
わ
な
い
）
だ
け
あ
っ
て
、

全
員
水
準
を
通
過
し
て
い
る
。
普
通
の
学
校
に

は
、
な
か
な
か
存
在
し
な
い
人
た
ち
だ
。

　

中
で
も
高
い
レ
ベ
ル
に
居
た
の
が
六
名
（
Ａ

が
一
名
、
Ａ
ダ
ッ
シ
ュ
が
五
名
）。

　

こ
れ
か
ら
の
「
国
語
」
を
創
り
上
げ
て
い
く

人
材
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
全
体
的
に
落
と
し
て
い
る
点
が
二
つ

あ
る
。

　

一
つ
は
、「
柳
」
は
「
柳
の
木
」
な
の
か
、「
柳

場
」
な
の
か
で
あ
る
。
こ
こ
を
か
す
っ
て
い
る

の
は
、
二
十
六
名
中
一
人
だ
け
だ
っ
た
。

　

無
論
こ
れ
は
「
場
」
で
あ
る
。

　

単
な
る
植
物
の
「
木
」
で
あ
れ
ば
、
芭
蕉
は

「
か
な
」
と
発
語
し
な
い
。

　

今
一
つ
は
「
柳
」
の
象
徴
で
あ
る
。

「
西
行
の
柳
」
に
触
れ
た
人
た
ち
は
い
た
が
、

そ
こ
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

文
学
（
文
芸
）
は
、
読
む
人
の
中
味
が
そ
の

価
値
を
規
定
す
る
。

　

精
進
を
期
待
す
る
。

指
示
1
読
み
た
い
人
？

　

三
人
手
を
挙
げ
た
。
三
人
と
も
、
立
た
せ
て

読
ま
せ
た
。
切
り
方
は
、
二
つ
に
分
か
れ
た
。

　

田
一
枚
／
植
ゑ
て
立
ち
去
る
／
柳
か
な

　

田
一
枚
植
ゑ
て
／
立
ち
去
る
／
柳
か
な

　

太
郎
君
だ
け
、
後
者
の
読
み
方
だ
っ
た
。

「
太
郎
君
、も
う
一
度
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
」

（
田
一
枚
植
ゑ
て
／
立
ち
去
る
／
柳
か
な
）

「
二
郎
君
、も
う
一
度
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
」

（
田
一
枚
／
植
ゑ
て
立
ち
去
る
／
柳
か
な
）

「
読
み
方
が
違
い
ま
す
ね
」
教
師
が
分
か
る
よ

う
に
、
大
き
く
間
を
空
け
て
、
読
ん
だ
。

発
問
ど
ち
ら
の
読
み
に
賛
成
で
す
か
？

指
示
2
手
を
挙
げ
な
さ
い
。

　

太
郎
派
一
人
。
二
郎
派
二
十
人
。

　

太
郎
派
は
、「
田
一
枚
植
ゑ
て
、
が
一
つ
の

文
だ
」
と
い
う
。

　

二
郎
派
は
、「
俳
句
だ
か
ら
、
五
七
五
で
読

ま
な
い
と
変
だ
」
と
い
う
。
五
分
ほ
ど
話
し
合

わ
せ
た
。

「
と
て
も
良
い
テ
ー
マ
で
す
。
こ
れ
は
あ
と
で

扱
い
ま
し
ょ
う
」
と
私
が
言
い
、
次
に
進
ん
だ
。

（
山
口
県　

林
健
広
氏
）

　

う
ま
い
が
、
こ
の
先
の
解
釈
が
違
う
。
授
業

者
自
身
が
読
め
て
い
な
い
。
Ａ
ダ
ッ
シ
ュ
。

説
明
こ
の
場
面
を
絵
に
表
し
ま
す
。

指
示
①
目
を
つ
む
っ
て
。

発
問
①

話
者
は
ど
こ
に
い
ま
す
か
。
話
者
は

何
を
見
て
い
ま
す
か
。
柳
は
ど
こ
に
あ
り
ま

す
か
。
田
植
え
を
し
た
人
は
ど
こ
に
い
ま
す

か
。

指
示
②
そ
れ
を
絵
に
表
し
な
さ
い
。

　

︿
絵
の
分
類
﹀

　

︿
絵
の
検
討
﹀

　

ま
ず
、
田
と
話
者
の
位
置
関
係
が
話
題
に
挙

が
っ
た
。「
田
一
枚
は
話
者
か
ら
遠
い
の
か
、

近
い
の
か
」。
そ
こ
で
、
実
際
の
場
所
の
写
真

を
見
せ
た
。
次
に
、
話
者
が
「
田
植
ゑ
」
し
て

い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
人
が
「
田
植
ゑ
」

し
て
い
た
の
か
話
題
に
あ
が
っ
た
。

発
問
②
田
植
え
を
し
た
人
は
誰
か
？

　

そ
の
後
、
黒
板
に
描
か
れ
た
絵
を
分
類
さ
せ
、

討
論
に
入
っ
た
。
児
童
が
「
か
な
」
の
意
味
を

辞
書
で
調
べ
、
そ
の
「
か
な
」
の
意
味
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
主
に
出
て
き
た
「
か
な
」

の
意
味
は
二
つ
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
「
感
動
」、

も
う
一
つ
は
「
驚
き
」
で
。
そ
こ
で
、
次
の
よ

う
な
発
問
を
し
た
。

発
問
③
「
驚
き
」
が
大
き
い
の
は
Ａ
（
話
者
以

外
の
人
が
田
植
え
を
し
て
い
る
）
か
、Ｂ
（
話

者
自
身
が
田
植
え
を
し
て
い
る
）
か
。

（
東
京
都　

吉
田
知
寛
氏
）

　

授
業
良
し
。
解
釈
甘
し
。
Ａ
ダ
ッ
シ
ュ
。

田
一
枚
植
ゑ
て
立
ち
去
る
柳
か
な
（
松
尾
芭
蕉
）

田
一
枚
植
ゑ
て
立
ち
去
る
柳
か
な
（
松
尾
芭
蕉
）

全
体
的
に
落
と
し
て
い
る
点
が
二
つ
あ
る
。

全
体
的
に
落
と
し
て
い
る
点
が
二
つ
あ
る
。

伴
一
孝

長
谷
川
博
之

評
者
：
元
・
長
崎
県
公
立
小
学
校
教
諭

評
者
：
元
・
長
崎
県
公
立
小
学
校
教
諭

構
成
：
埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

構
成
：
埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問 向山型に挑戦！
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から見た特別支援教育医師の目

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 顧問

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

　
　
　
構
成
：
德と

く

永な
が

剛ご
う

神
奈
川
県
公
立
小
学
校

「
共
感
＋
理
屈
」
で
正
し
い
方
向
に
導
く

ギ
フ
テ
ッ
ド
＋
発
達
障
害

２
Ｅ
児
童
と
の
関
わ
り
の
ポ
イ
ン
ト

１
新
た
な
視
点
﹁
２
Ｅ
﹂

　

ギ
フ
テ
ッ
ド
（Gifted
）
は
先
天
的
に
平
均

よ
り
も
顕
著
に
高
い
能
力
（
Ｉ
Ｑ
１
３
０
以

上
）
を
も
っ
て
い
る
人
、
ま
た
そ
の
能
力
を
指

す
。
高
い
能
力
を
も
ち
な
が
ら
、
発
達
障
害
を

併
せ
も
つ
人
を
２
Ｅ
（T

w
ice-Exceptional

）

と
呼
ぶ
。
宮
尾
氏
の
専
門
分
野
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
二
歳
で
月
の
満
ち
欠
け
、
三
歳
で

重
力
を
発
見
す
る
よ
う
な
理
科
が
得
意
な
子
が

い
た
と
す
る
。
し
か
し
、
一
方
で
書
く
の
が
苦

手
で
ノ
ー
ト
を
取
れ
な
い
。
本
人
の
中
で
各
能

力
に
お
け
る
発
達
の
差
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の

が
、２
Ｅ
で
あ
る
と
、宮
尾
氏
は
教
え
て
く
れ
た
。

２
折
り
紙
と
数
学
の
天
才

　

大
人
で
も
難
し
い
折
り
紙
の
作
品
を
、
た
っ

た
一
度
見
た
だ
け
で
、
折
る
こ
と
が
で
き
る
児

童
を
過
去
に
担
任
し
た
。
下
の
写

真
は
、
何
も
見
ず
、
自
分
で
考
え

て
作
り
出
し
た
折
り
紙
作
品
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
子
は
数
学
も

得
意
で
あ
り
、
数
検
の
高
校
生
レ

ベ
ル
を
取
得
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

一
方
で
、
文
字
を
書
く
こ
と
が

苦
手
で
あ
り
、
納
得
し
な
い
と
絶

対
や
ら
な
い
と
い
う
こ
だ
わ
り
の
強
さ
が
あ
る

子
だ
っ
た
。
宮
尾
氏
に
相
談
す
る
と
、
典
型
的
な

２
Ｅ
タ
イ
プ
の
子
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

３
宮
尾
氏
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
や
ら
な
い
と
き
は
、「
共
感
＋
理
屈
」

　

一
度
や
ら
な
い
と
言
っ
た
ら
、
や
ら
せ
る
の

は
難
し
い
。
そ
の
場
だ
け
で
勝
負
し
よ
う
と
せ

ず
、
教
師
が
精
神
的
に
優
位
に
立
つ
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
頭
か
ら
否
定
す
る
こ
と
は
決
し
て

し
な
い
。
ま
ず
は
共
感
す
る
。
そ
し
て
、
理
屈

を
つ
け
て
正
し
い
方
向
を
示
し
て
あ
げ
る
。

「
君
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
と
お
り
だ

よ
。
で
も
ね
、
歴
史
を
知
っ
て
お
く
と
、
将
来

大
人
に
な
っ
た
と
き
に
、
得
す
る
ぞ
」

　

朝
が
苦
手
で
不
登
校
傾
向
の
あ
る
子
の
場
合

「
君
は
、
朝
は
余
裕
が
な
い
ん
だ
よ
。
ふ
だ
ん

は
で
き
る
よ
な
。
人
と
う
ま
く
や
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
余
裕
が
必
要
な
ん
だ
よ
」

　

こ
の
よ
う
に
、「
共
感
＋
理
屈
」
を
お
兄
さ

ん
的
な
雰
囲
気
で
伝
え
る
の
が
良
い
。
本
人
を

認
め
、
知
的
な
会
話
で
正
し
い
方
向
に
導
い
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

②
詳
し
く
説
明
し
て
あ
げ
る

　

限
ら
れ
た
授
業
の
時
間
内
で
全
て
を
教
え
る

の
は
、
難
し
い
。
そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
詳
し

く
説
明
し
て
あ
げ
る
時
間
を
取
る
。
例
え
ば
、

社
会
科
の
歴
史
が
苦
手
な
ら
、
厚
い
参
考
書
を

渡
し
、
教
師
が
説
明
し
て
あ
げ
る
の
が
良
い
。

　

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
、
参
考
書
と
歴
史
漫

画
を
用
意
し
、
貸
し
出
し
た
。
す
る
と
、
以
前

は
全
く
参
加
し
な
か
っ
た
授
業
も
、「
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
」
と
、
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

小嶋の特別支援教育　校内研修完全再現
コピーフリー　すぐに印刷して配れる！

小嶋 悠紀（こじま ゆうき）

１）ワーキングメモリは、次のように言われています。□に言葉を入れましょう。

脳の 帳

２）ワーキングメモリは大雑把に言って２つの機能をもっています。□に言葉を入れましょう。

記憶 する力

３）ワーキングメモリの弱さに対する配慮はどのようにすれば良いのでしょうか。
　□に言葉を入れましょう。

提示する情報を

集中できる を整える

忘れていたら に何度も伝える
　まずは提示する情報を「絞る」ことです。多くの情報を提示してしまうと、混乱のもとになりま
す。「一時に一事を指示する」という言葉があるように、「できるだけ簡潔に一つのことを伝える」
ことが優しい対応となります。これは「視覚情報」でも同じです。教科書や学習で掲示するものなど
は、できるだけ情報を絞ったものにしましょう。次に「集中できる環境」を整えることです。普通学
級であれば「机の上に置いてあるもの」をできるだけ少なくするだけで集中しやすい環境になります。
筆箱の中身をシンプルにするだけで集中が途切れないこともあります。
　最後は、「叱らず」に何度も伝えることが大切です。叱っても脳機能の問題なので、治ることはあ
りません。叱られたという感情が残ってしまい、やる気が削がれます。何度も優しく伝えてあげてく
ださい。

　ワーキングメモリは、脳への「入力」「出力」の仲介をしています。
　ここに問題があると脳に入力する ( 記憶する）ときも、脳から何か出力するとき、つまり、行動を
起こすときもエラーが生じやすくなってしまいます。

答え　１）メモ　　２）短期・集中　　３）絞る・環境・叱らず

　まずは「短期記憶」です。短い間覚えておくことができる記憶のことです。その記憶の箱は、
小５～６で４つ程度もつことができます。しかし、発達凸凹があるとその記憶の箱を１つしかもつ
ことができません。そのため覚えておかなければならないことを次々に忘れてしまうことになります。
　しかし、これはやる気がないのではありません。脳機能の問題なのです。
　もう一つは「集中する力」です。ワーキングメモリが高いと、1つのことや作業・学習にしっかり
と集中することができます。しかし、ワーキングメモリが弱いと、どこに集中していいのか混乱した
り、次々に集中する場所を変えてしまうということが起こったり、逆に「1つのことに集中しすぎて
しまう」「過集中」が起こったりするのです。

５分でできる！　みんなで理解する特別支援教育　
　　　　　　　　　コピーフリー研修シート　２０２０年　No,1

　ワークングメモリを理解しよう！
下敷きなどで隠したものを下へずらしながら研修をしていくと効果的です！

研修１
イラスト： しもかわらゆみ

『 TOSS 特別支援教育 』FB より
イラスト： しもかわらゆみ

『 TOSS 特別支援教育 』FB より

.

この連載が読める教育雑誌は
『教育トークライン』誌（教育技術研究所）だけ！

お申込みは
こちら　→



特別支援教育  専門家の視点
特別支援教育特別支援教育の指導システム

全国で大人気  小嶋・小野二人の

＆

522020. 453

小お

野の

隆た
か

行ゆ
き

「普通学級」で効果のある特別支援教育スキル小野が答える

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

プロが教える
プロが教える 教室でできる

小
児
心
療
科
医
師
　
小こ

柳や
な
ぎ

憲け
ん

司し

不登校支援

小柳 憲司
長崎県立こども医療福
　祉センター副所長
長崎大学医学部・教育
　学部非常勤講師
長崎医療技術専門学校
　非常勤講師

１
高
校
進
学
と
不
登
校

　

高
校
は
義
務
教
育
で
は
な
い
た
め
、
中
学
校

ま
で
の
不
登
校
と
は
ま
た
違
っ
た
側
面
が
あ
る
。

高
校
に
行
く
か
行
か
な
い
か
は
子
供
自
身
の
意

思
に
よ
る
た
め
、
登
校
し
な
い
の
は
自
己
責
任

と
捉
え
ら
れ
、
市
町
村
の
適
応
指
導
教
室
が
利

用
で
き
な
い
な
ど
、
義
務
教
育
期
間
ほ
ど
支
援

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
高
校
は

進
級
や
卒
業
の
要
件
と
し
て
単
位
認
定
が
必
要

と
な
る
た
め
、
教
室
で
授
業
を
受
け
な
い
と
進

級
も
卒
業
も
で
き
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
、

不
登
校
に
陥
っ
た
子
供
へ
の
支
援
も
、
お
の
ず

と
義
務
教
育
期
間
と
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
。

2
高
校
生
に
見
ら
れ
る
不
登
校
の
タ
イ
プ

（
１
）
高
校
選
択
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

高
校
は
原
則
と
し
て
自
分
の
意
思
で
受
験
校

を
選
択
し
、
進
学
す
る
。
し
か
し
、
実
際
に
入

学
し
て
み
る
と
「
思
っ
て
い
た
も
の
と
は
違

う
」
と
感
じ
、
登
校
す
る
意
欲
を
な
く
し
て
し

ま
う
場
合
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ミ
ス
マ
ッ
チ

は
、
学
習
や
部
活
動
の
活
動
内
容
だ
け
で
な
く
、

教
師
や
友
達
と
の
人
間
関
係
か
ら
生
じ
る
こ
と

も
あ
る
。
ま
た
、
中
学
で
の
不
登
校
経
験
者
が

高
校
進
学
を
機
に
登
校
を
再
開
し
た
と
き
、
自

分
の
体
力
・
気
力
に
見
合
わ
な
い
学
校
（
数
年

間
引
き
こ
も
っ
て
い
た
子
供
が
全
日
制
高
校
に

進
学
す
る
、
昼
か
ら
し
か
活
動
で
き
な
い
子
供

が
始
業
時
間
の
早
い
高
校
に
進
学
す
る
な
ど
）

を
選
択
す
る
と
、
登
校
し
た
く
て
も
身
体
が
つ

い
て
い
か
な
い
状
態
に
陥
り
や
す
い
。

（
２
）
課
題
な
ど
の
過
度
の
負
担

　

地
方
の
有
名
進
学
校
に
は
、
期
限
ま
で
に
到

底
こ
な
せ
な
い
よ
う
な
大
量
の
課
題
を
持
ち
帰

ら
せ
る
学
校
が
あ
る
。
生
真
面
目
な
子
供
ほ
ど

睡
眠
時
間
を
削
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、

体
調
を
崩
し
た
り
、
鬱
状
態
に
陥
っ
た
り
し
て

登
校
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
。

（
３
）
精
神
疾
患
の
発
症

　

高
校
生
年
代
は
、
統
合
失
調
症
な
ど
精
神
疾

患
の
好
発
年
齢
 ※
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
精
神

疾
患
の
影
響
で
不
登
校
に
陥
る
場
合
が
あ
る
。

統
合
失
調
症
は
幻
覚
・
妄
想
を
中
心
と
す
る
疾

患
で
、
自
分
を
非
難
す
る
よ
う
な
声
が
聞
こ
え

た
り
、「
誰
か
が
自
分
を
殺
し
に
来
る
」
な
ど
の

妄
想
が
生
じ
た
り
す
る
。
統
合
失
調
症
は
治
療

開
始
が
遅
れ
る
と
予
後
に
影
響
す
る
た
め
、
子

供
に
奇
妙
な
性
格
変
化
や
情
緒
不
安
定
さ
が
見

ら
れ
る
と
き
に
は
、
精
神
科
の
受
診
を
勧
め
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

高
校
は
義
務
教
育
期
間
と
異
な
り
、
不

登
校
状
態
の
ま
ま
だ
と
先
に
進
む
こ
と
が

で
き
な
い
。
卒
業
資
格
を
得
よ
う
と
思
え

ば
定
時
制
や
通
信
制
へ
の
転
校
が
必
要
と

な
る
が
、
学
校
に
は
行
か
ず
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
通
じ
て
社
会
と
関
わ
る
方
法
も

あ
る
。
社
会
は
学
校
よ
り
も
懐
が
深
く
、

人
生
に
は
多
様
な
選
択
肢
が
あ
る
。
希
望

を
失
わ
せ
な
い
働
き
掛
け
が
重
要
で
あ
る
。

不
登
校
の
年
齢
に
よ
る
違
い
③

高
校
生
の
不
登
校

高
校
生
の
不
登
校
は
、
そ
の
要
因
も
対
応
も
義
務
教
育
期
間
と
は

大
き
く
異
な
る
。

※
あ
る
疾
患
に
か
か
り
や
す
い
年
齢
。

1

長
い
指
示
や
説
明
は
悪

　

長
い
指
示
や
説
明
は
、
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
モ
リ
の
観
点
か
ら
、
指
導
に
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
そ
の
子
の
脳
の

メ
モ
帳
能
力
を
超
え
る
情
報
を
与
え

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ふ
さ
わ
し
く

な
い
ど
こ
ろ
か
悪
で
あ
る
。
し
か
も
、

学
校
で
は
口
頭
指
示
が
ほ
と
ん
ど
な

の
だ
か
ら
、
ひ
ど
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
繰
り
返
し
繰
り
返

し
、
連
載
の
中
で
も
述
べ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
に
長
い
指
示
や

説
明
を
見
掛
け
る
こ
と
が
多
い
。

　

ほ
と
ん
ど
の
教
師
は
、
自
分
の

指
示
や
説
明
を
長
い
と
は
思
っ
て

い
な
い
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
教
師
で
も
同
じ
だ
。

　

伴
一
孝
氏
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量

検
定
の
コ
メ
ン
ト
で
た
び
た
び
指
摘

す
る
「
音
数
が
多
い
」
の
で
あ
る
。

検
定
で
言
葉
が
多
け
れ
ば
、
ふ
だ
ん

の
授
業
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

２

長
い
指
示
・
説
明
と
は
？

　

例
え
ば
、
長
い
指
示
と
い
う
の
は

ど
の
く
ら
い
の
長
さ
な
の
か
。
誰
が

感
じ
る
基
準
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

向
山
洋
一
氏
の
「
向
山
洋
一
映
像

全
集
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
が
発

売
さ
れ
た
。
特
別
支
援
の
観
点
か
ら

も
学
び
の
宝
庫
で
あ
る
。
分
析
の
た

め
に
何
度
も
繰
り
返
し
視
聴
し
た
。

小
野
は
四
本
の
映
像
に
関
わ
っ
た
。

ど
の
教
科
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
の

指
示
は
お
お
む
ね
三
秒
以
内
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
な
の
で
あ

る
。

　

説
明
は
当
然
長
く
な
る
が
、
そ
れ

で
も
ほ
ぼ
十
秒
以
内
で
あ
る
。

　

自
分
と
比
べ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ほ
ぼ
全
て
の
教
師
の
指
示
や

説
明
が
長
い
。

　

こ
の
自
覚
が
あ
る
か
な
い
か
が
大

切
だ
。
自
覚
が
な
い
教
師
は
特
別
支

援
の
観
点
で
い
う
と
、
失
格
で
あ
る
。

3

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
な
い

　

プ
ロ
で
あ
る
は
ず
の
教
師
の
世
界

に
は
、
指
示
や
説
明
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
ほ
ぼ

全
員
が
指
示
や
説
明
を
短
く
言
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
経
験
し
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
の
必
要
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
は
、
幾
つ
か
種
類
が
あ
る
。

①
言
葉
を
削
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

ま
ず
は
こ
こ
か
ら
始
め
る
。
小
野

は
初
め
て
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・

多
動
症
）
の
子
を
担
任
し
た
年
、
算

数
の
授
業
で
使
う
指
示
・
説
明
を
全

て
書
き
出
し
、
何
度
も
削
っ
て
練
習

し
て
授
業
に
臨
ん
だ
。

　

そ
う
し
な
い
と
、
指
示
・
説
明
が

長
く
な
り
、
突
っ
伏
し
て
し
ま
う
の

だ
。
一
年
間
そ
れ
を
続
け
て
、
多
少

ま
と
も
に
な
っ
た
気
が
す
る
。

②
キ
ー
ワ
ー
ド
が
入
る
話
し
方

　

話
し
方
の
強
弱
、
間
の
空
け
方
な

ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
こ
れ
は
、
映

像
を
見
な
が
ら
の
完
全
コ
ピ
ー
が
よ

い
。
映
像
全
集
が
最
適
で
あ
る
。

③
指
示
・
説
明
の
組
み
立
て
方

　

ど
の
手
順
で
話
せ
ば
、
子
供
が
理

解
し
や
す
い
か
。
こ
れ
は
、
模
擬
授

業
な
ど
で
の
訓
練
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
、

教
師
の
世
界
に
は
必
要
で
あ
る
。

長
い
指
示
・
説
明
を
し
な
い

長
い
指
示
・
説
明
が
よ
く
な
い
の
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
長
い
指
示
・

説
明
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
、
教
師
の
世
界
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
な
い
か
ら
だ
。
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クラス全員が熱中するこの教材！

「
五
色
百
人
一
首
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

で
み
ん
な
が
幸
せ
！

教
師
も
子
供
も
保
護
者
も
喜
ぶ
「
魔
法
の
教
材
」。

西に
し

川か
わ

翔
し
ょ
う

神
奈
川
県
横
浜
市
立
山
下
み
ど
り
台
小
学
校

１

教
師
が
喜
ぶ
﹁
五
色
百
人
一
首
﹂

「
ご
用
意
よ
け
れ
ば
空
札
一
枚
〜
」

詠
み
始
め
る
と
、
騒
が
し
か
っ
た
教

室
が
「
シ
ー
ン
」
と
な
る
。
ま
る
で

「
集
中
」
と
い
う
名
の
空
気
が
立
ち

込
め
て
い
る
よ
う
。
学
期
の
始
ま
り
、

行
事
の
前
後
、
子
供
た
ち
が
ふ
わ
ふ

わ
す
る
よ
う
な
と
き
で
も
「
五
色
百

人
一
首
」
の
時
間
だ
け
は
引
き
締
ま

る
。
ま
さ
に
「
魔
法
の
教
材
」
だ
。

２

子
供
も
喜
ぶ

﹁
五
色
百
人
一
首
﹂

　

四
月
、
初
め
て
扱
う
と
き
、
心
配

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

心
配
は
杞き

憂ゆ
う

に
終
わ
る
。「
ま
た
や

る
？
」
と
興
奮
し
て
、
子
供
た
ち
は

尋
ね
て
く
る
。「
ま
た
や
る
よ
」
と

答
え
る
と
大
喜
び
。
飽
き
る
こ
と
な

く
、
い
や
、
む
し
ろ
更
に
の
め
り
込

ん
で
年
度
末
ま
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

３

保
護
者
も
喜
ぶ

﹁
五
色
百
人
一
首
﹂

　

教
師
と
子
供
だ
け
で
は
な
く
、「
初

め
て
子
供
が
夢
中
に
な
る
も
の
を
見

付
け
た
」「
国
語
の
授
業
が
好
き
に

な
っ
た
」
と
保
護
者
も
喜
ぶ
。
勉
強

や
運
動
が
苦
手
な
子
供
も
活
躍
で
き

る
。
対
戦
の
際
、
札
を
め
く
っ
て
覚

え
る
時
間
を
少
し
作
る
だ
け
で
、
誰

も
が
自
然
と
覚
え
て
い
く
か
ら
だ
。

　

掛
か
る
時
間
は
、
一
回
二
、
三
分
。

教
師
も
子
供
も
保
護
者
も
喜
ぶ
教
材
、

使
う
と
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
。

　

子
供
の
様
子
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
に
掲
載
し
て
い
る
。

トークライン
読者限定

お得情報!!
くわしくは、下を

ご覧ください。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/ 期間：2020年3月15日～ 6月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。４、５、６月号
でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。 5月号で紹介！

定価140円（税込）をキャンペーン価格に！
MYノート 各色　120円（税込）
TOSSノート 各色　120円（税込）
１回のご注文につき「ミニ定規」を
１本プレゼント！　パスワード：qpez82

４月号で紹介！
五色百人一首
スタートキット　2,000円（税込）
取り札・読み札　各1,100円（税込）
１回の注文につき「五色百人一首
しおり」を1セットプレゼント！
パスワード：evb1lt

6月号で紹介！
ジャンボ ホワイト・TOSSノート
　スタートキット　6,000円（税込）
　追加用３枚セット　10,000円（税込）
１回のご注文につき「TOSSメモ（赤）」を
１個プレゼント。パスワード：2zn7yu

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

授業が激変！ TOSS指導法最前線

クラス全員が熱中するこの教材！

自
信
を
付
け
さ
せ
て
く
れ
た

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

一
〇
〇
点
の
テ
ス
ト
を
み
ん
な
に
見
せ
て
、
笑
顔
に
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
Ａ
さ
ん
。

西に
し

田だ

克か
つ

裕ひ
ろ

新
潟
県
糸
魚
川
市
立
下
早
川
小
学
校

　

小
学
三
年
生
の
Ａ
さ
ん
は
、
テ
ス

ト
前
の
左
ペ
ー
ジ
が
好
き
だ
っ
た
。

練
習
し
た
漢
字
が
そ
の
ま
ま
テ
ス
ト

に
出
る
か
ら
だ
。「
な
ぞ
る
、
写
す
、

自
分
で
テ
ス
ト
を
す
る
」
と
い
う
流

れ
が
安
定
し
て
、
し
か
も
、
飽
き
な

か
っ
た
。
漢
字
を
書
き
込
む
枠
の
大

き
さ
が
広
く
、
画
数
が
多
い
漢
字
も

丁
寧
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

︿
練
習
で
の
様
子
﹀

　

画
数
を
「
１
、
２
、
３
、
⋮
⋮
」

と
唱
え
よ
う
と
し
な
い
。
唱
え
る
、

書
く
と
い
う
二
つ
の
作
業
を
同
時
に

す
る
の
が
苦
手
だ
っ
た
。
漢
字
を
な

ぞ
る
と
き
だ
け
、
私
が
隣
で
画
数
を

唱
え
た
。

︿
テ
ス
ト
で
の
様
子
﹀

　

テ
ス
ト
の
と
き
、
十
問
中
、
九
問

書
け
て
あ
と
一
問
だ
け
に
な
っ
た
と

き
、
泣
き
そ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ

ん
な
と
き
は
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
漢

字
の
一
〜
三
画
目
ま
で
を
鉛
筆
で
薄

く
書
い
た
。
そ
こ
ま
で
書
い
て
あ
れ

ば
、
Ａ
さ
ん
は
、「
あ
っ
」
と
言
っ

て
漢
字
を
思
い
出
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
テ
ス
ト
で
満
点
を
取
る

と
、
教
育
補
助
員
、
教
務
室
の
事
務

主
任
、
校
長
に
見
せ
に
行
き
、
家
に

持
ち
帰
っ
た
。「
Ａ
さ
ん
が
﹃
漢
字
っ

て
楽
し
い
﹄﹃
頑
張
る
と
み
ん
な
が

褒
め
て
く
れ
る
﹄
と
い
う
経
験
を
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」
と

Ａ
さ
ん
の
父
親
に
伝
え
る
と
、

「
家
で
も
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
ど
ん

と
一
〇
〇
点
の
テ
ス
ト
が
置
い
て
あ

る
ん
で
す
よ
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
た
。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&

TOSSランド
を活用した授業実践報告
TOSSランド
を活用した授業実践報告社会科 発展的教材の宝庫！

TOSSランドコンテンツ！
５年・社会・日本の工業、貿易単元
コンテンツ：「南沙諸島をこう授業する」制作者：谷和樹氏　修正追試

清
し

水
みず

康
やす

弘
ひろ

神奈川県横須賀市立鷹取小学校

　令和元年12月、アメリカとイランの対立が激しさを増す中、ガソリン価格は急騰した。石
油などのエネルギー資源輸入において中東依存度が高い日本ならではの現象である。
　そうした中、地元横須賀にある海上自衛隊の護衛艦「たかなみ」が、２月２日、中東に向
けて派遣されることが決まった。「これは授業をせねばならない」と思ったものの、教科書に
は日本のエネルギー安全保障についての記述がない。こういった発展的な内容を扱う上で頼
りになるのがTOSSランドである。谷和樹氏の実践「南沙諸島をこう授業する」を修正追試し
た。中東から約25日掛けてプール1000杯分もの石油を運んでくる日本のタンカー。これで日
本が消費する石油の半日分なのだ。いかに多くのタンカーの往来が必要か。そして、それら
を守ることが日本にとっていかに大事か。授業後には、「今、私たちが快適に過ごしているこ
とのすばらしさを感じました」などの感想が数多くあった。

TOSSランド https://land.toss-online.com/ ※ TOSSランドは2020年１月11日にリニューアルオープンしました。

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

優
れ
た
学
級
通
信
を
追
試
す
る

思
春
期
真
っ
た
だ
中
の
中
学
生
を
相
手
に
、

驚
異
の
事
実
を
生
み
出
し
続
け
る
長
谷
川
博
之
氏
。

長
谷
川
氏
の
学
級
経
営
を
学
ぶ
ツ
ー
ル
の
一
つ
が
、

学
級
通
信
で
あ
る
。
自
分
の
学
級
経
営
に
つ
な
が
る

ヒ
ン
ト
が
満
載
だ
。

上う
え

田だ

浩ひ
ろ

人と

北
海
道
湧
別
高
等
学
校

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
の

だ
。
だ
か
ら
、
生
徒
の
心
に
届
く
の

だ
。３

保
護
者
へ
の
一
言

　

長
谷
川
氏
の
学
級
通
信
は
生
徒
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
に
向
け
て
も
書

か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
第
一
号
に

保
護
者
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
て

い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
二
つ
だ
。

一
、
大
切
な
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
ま
す
と
明
記
す
る
こ
と
。

二
、
子
供
の
た
め
に
、
共
に
汗
を
か

い
て
い
こ
う
と
訴
え
る
こ
と
。

　

長
谷
川
氏
の
学
級
経
営
に
は
、
毎

年
保
護
者
が
参
画
し
て
い
る
。
そ
の

き
っ
か
け
を
、
第
一
号
か
ら
忍
ば
せ

て
い
る
の
だ
。

　

学
校
と
家
庭
は
、
車
の
両
輪
で
あ

る
。
子
供
の
成
長
と
い
う
共
通
の
目

標
を
も
っ
た
仲
間
で
あ
る
。

「
だ
か
ら
、
共
に
協
力
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」

　

長
谷
川
氏
は
そ
う
訴
え
掛
け
て
い

る
。

営
の
基
本
概
念
、「
全
員
参
加
・
全

員
本
気
・
全
員
成
長
」
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
。
奇
跡
の
メ
ン
バ
ー
な

の
だ
か
ら
、
誰
一
人
と
し
て
欠
け
さ

せ
な
い
と
い
う
、
教
師
の
決
意
を
示

し
て
い
る
。

⑵
目
の
前
の
生
徒
に
伝
え
た
い
こ
と

　

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
て
い
る
。
例
え
ば
、

以
下
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

　

世
の
中
の
出
来
事
は
、
す
べ

て
「
と
ら
え
方
次
第
」「
解
釈
次

第
」
で
す
。

　

ま
た
別
な
年
は
、
次
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
だ
。

　

夢
は
実
現
す
る
。
必
死
の
努

力
は
人
を
裏
切
ら
な
い
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
毎
年
、
同
じ
で
は

な
い
。
恐
ら
く
事
前
に
、
生
徒
一
人

一
人
の
情
報
を
綿
密
に
得
て
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
 ※
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自

分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
裏
打
ち
さ

④
勤
務
校
の
在
籍
年
数
、
⑤
家
族
構

成
で
あ
る
。

　

年
度
に
よ
っ
て
は
学
年
主
任
な
ど
、

学
校
で
の
役
職
に
触
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
生
徒
だ

け
で
な
く
保
護
者
と
の
信
頼
を
形
成

す
る
第
一
歩
に
な
る
。

２
教
師
が
大
切
に
し
た
い
こ
と

　

長
谷
川
氏
が
「
大
切
に
し
た
い
こ

と
」
は
二
つ
あ
る
。

⑴
出
会
え
た
奇
跡
に
つ
い
て

　

い
か
に
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
メ
ン

バ
ー
で
一
年
間
生
活
す
る
こ
と
が
奇

跡
な
の
か
。
数
値
を
用
い
て
示
し
て

い
る
。

　

そ
の
上
で
、
長
谷
川
氏
の
学
級
経

　

長
谷
川
学
級
の
第
一
号
を
分
析
し

た
。﹃
生
徒
の
心
を
わ
し
づ
か
み
！

長
谷
川
博
之
の
「
学
級
通
信
」
３
６

５
日
全
記
録
上
巻
﹄（
長
谷
川
博
之

著　

学
芸
み
ら
い
社
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
学
級
通
信
だ
。

　

三
つ
の
パ
ー
ツ
を
抽
出
し
た
。

１　

自
己
紹
介

２　

教
師
が
大
切
に
し
た
い
こ
と

３　

保
護
者
へ
の
一
言

１
自
己
紹
介

　

進
級
や
入
学
を
祝
う
言
葉
の
後
に
、

端
的
に
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　

①
名
前
、
②
生
ま
れ
、
③
教
師
歴
、

copy free

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷
康や

す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

三
か
月
前
に
け
が
を
し
た
子
供
に
山
道
を
歩
か
せ

た
と
こ
ろ
、
保
護
者
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
来
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

イラスト：谷岡 聡美

　

あ
る
子
供
が
約
三
か
月
前
に
半

月
板
の
損
傷
で
手
術
を
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
宿
泊
行
事
で
山
道
を
歩

か
せ
ま
し
た
。
歩
く
前
に
本
人
に

確
認
す
る
と
、
大
丈
夫
と
の
こ
と

で
し
た
。
そ
の
後
、
足
の
痛
み
も

出
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、

保
護
者
か
ら
は
、「
山
道
を
歩
か

せ
る
と
は
、
事
前
に
聞
い
て
な

か
っ
た
」
と
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
ま

し
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

て
は
、
素
直
に
お
わ
び
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
宿
泊
行
事
で
山
道
を
歩
か

せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。
宿
泊
行
事
に
参
加
を

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
包
括
的
に
見
て
、

子
供
が
山
道
を
歩
く
と
い
う
こ
と
も
含

め
て
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宿
泊
行
事
に
関
す
る
事
前
説
明
会
を
し

た
り
、
し
お
り
を
渡
し
た
り
も
し
て
い

る
は
ず
で
す
。
つ
ま
り
、
事
前
に
保
護

者
も
宿
泊
行
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
承

諾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
事
前
に
承
諾
を
し
て
い
て
も
、

当
日
の
子
供
の
体
調
や
身
体
に
つ
い
て

配
慮
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
歩
く
前
に
子
供
に
対
し
て
、
歩
い

て
も
大
丈
夫
か
ど
う
か
を
尋
ね
て
い
ま

す
。
子
供
も
大
丈
夫
だ
と
答
え
て
お
り
、

子
供
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
日
に
必
要
な
子
供

の
観
察
や
注
意
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

法
律
上
の
責
任
が
生
じ
る
よ
う
な
不
注

意
が
あ
り
ま
せ
ん
。
事
前
の
保
護
者
の

承
諾
と
当
日
の
注
意
の
二
つ
を
し
っ
か

り
と
行
う
こ
と
が
、
法
律
上
の
責
任
の

有
無
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

会
社
経
営
の
兄
に
頼
ま
れ
て
融

資
の
連
帯
保
証
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
会
社
経
営
に
失
敗

し
、
銀
行
か
ら
私
に
対
し
て
融
資

の
返
済
を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
の
家
は
賃
貸
で
、
さ
し
た

る
財
産
も
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
的
に
も
責
任
を
取
っ

て
教
員
を
辞
め
る
の
は
当
然
だ
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ

ば
い
い
で
す
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

宿
泊
行
事
で
山
道
を
歩
く
こ
と
を
保

護
者
に
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
点
に
つ
い

※
個
人
の
状
態
像
（
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
）
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、

将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。
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者
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
三
十
人

の
学
級
で
、
二
十
人
ほ
ど
が
「
く
る

ん
パ
ス
」
を
購
入
し
た
。
隣
の
ク
ラ

ス
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
活
用
は
、
時
短
に
な
り
、

か
つ
効
果
は
絶
大
だ
っ
た
。

４	

ほ
か
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
活
用
策

　

ほ
か
に
も
、「
五
色
百
人
一
首
」（
教

育
技
術
研
究
所
）
の
購
入
案
内
の
た

め
に
、
学
級
通
信
に
、
教
育
技
術
研

究
所
の
「
五
色
百
人
一
首
」
販
売

ペ
ー
ジ
に
直
接
行
け
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
作
成
し
、
貼
り
付
け
た
。
こ
れ
で

間
違
え
て
類
似
品
を
買
う
こ
と
も
な

く
な
る
。

　

教
科
書
に
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
載
る

時
代
で
あ
る
。
学
校
か
ら
の
手
紙
に

も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

時
短
も
で
き
る
し
、
保
護
者
に
も
よ

り
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
な
り
、
一
石

二
鳥
で
あ
る
（
リ
ン
ク
先
の
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
は
、
管
理
職
の
許
可
を
取

る
な
ど
、
地
域
・
学
校
の
取
り
決
め

に
従
う
）。

T
ube

」
に
「
く
る
ん
パ
ス
」
の
紹

介
動
画
が
あ
っ
た
。
こ
れ
な
ら
一
発

で
良
さ
が
伝
わ
る
と
思
っ
た
。

２	

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
変
換
す
る

　

し
か
し
、
こ
の
「Y

ou T
ube

」

の
ア
ド
レ
ス
を
そ
の
ま
ま
学
年
便
り

に
書
い
て
も
誰
も
見
な
い
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
打
ち
込
む
の
が
大
変
だ

か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ア
ド
レ
ス
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
無
料

で
変
換
す
る
サ
イ
ト
を
探
し
た
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
無
料
作
成

で
検
索
す
れ
ば
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
サ
イ
ト
が
、
ア
ド
レ

ス
を
指
定
の
位
置
に
貼
り
付
け
れ
ば

す
ぐ
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

が
作
成
で
き
る
。
実

際
に
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
作
成
し
、
学
年

便
り
に
貼
り
付
け
た
。

３	

時
短
＆
効
果
絶
大

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
動
画
を
見
た
保
護

　

学
校
か
ら
の
手
紙
を
書
く
と
き
に
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
か
。

１　

文
字
で
は
伝
え
き
れ
な
い
。

２　

伝
え
る
た
め
の
文
章
を
考

え
る
の
が
大
変
。

　

そ
ん
な
と
き
に
有
効
で
仕
事
の
時

間
短
縮
に
つ
な
が
る
方
法
、
そ
れ
が
、

　

手
紙
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼
る

で
あ
る
。

　

以
下
に
、
コ
ン
パ
ス
の
あ
っ
せ
ん

販
売
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た

例
を
述
べ
る
。

１	

説
明
の
代
わ
り
に
な
る		

	

ペ
ー
ジ
を
探
す

　

こ
の
と
き
の
あ
っ
せ
ん
販
売
は
、

①
普
通
の
コ
ン
パ
ス

②
「
く
る
ん
パ
ス
」（
ソ
ニ
ッ
ク
） ※

　

ど
ち
ら
か
選
ん
で
買
え
る
と
い
う

販
売
だ
っ
た
。
手
先
が
不
器
用
な
子

も
い
た
の
で
、
多
く
の
子
に
「
く
る

ん
パ
ス
」
を
買
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
。
そ
こ
で
、
学
年
便
り
に
お
薦
め

す
る
内
容
の
文
章
を
載
せ
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
、「
く
る
ん
パ
ス
」
を

文
字
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
、
説
明
の
代
わ
り
に
な
る

動
画
を
探
し
た
。
す
る
と
、「Y

ou 

学校からの手紙
にＱＲコードを
貼り付ける
ＱＲコードを活用すれば、
文字の説明を省くことが
でき、時短＆保護者も分
かりやすく喜ぶ。

神奈川県大和市立草柳小学校

小
こ

塚
づか

 祐
ゆう

爾
じ

クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

子供も教師も 
元気になる 

学級経営のコツ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

※ 

簡
単
に
円
が
か
け
る
コ
ン
パ
ス
。

二
位
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
チ
ー
ム
で
、

も
う
一
枠
を
争
い
、
敗
者
復
活
戦
を

行
う
。
再
度
企
画
書
を
書
き
直
す
の

だ
。
悔
し
い
思
い
が
あ
る
か
ら
、
更

に
工
夫
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
だ
か

ら
、
様
々
な
力
が
付
く
。

５	

子
供
に
任
せ
る

　

こ
う
し
て
、
選
ば
れ
た
上
位
三

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
パ
ー
テ
ィ
が
三

回
開
催
さ
れ
る
。
当
然
、
企
画
し
た

子
供
た
ち
が
パ
ー
テ
ィ
を
運
営
す
る
。

企
画
力
に
は
優
れ
て
い
て
も
、
運
営

力
と
な
る
と
ま
た
別
。
も
の
す
ご
く

緊
張
し
な
が
ら
前
に
立
つ
子
供
た
ち

を
、
見
守
る
。

ラ
ス
の
み
ん
な
に
訴
え
掛
け
る
プ
レ

ゼ
ン
を
す
る
チ
ー
ム
が
有
力
だ
。

　

さ
て
、
全
チ
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
が

終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ
投
票
で
あ
る
。

紙
に
、
パ
ー
テ
ィ
名
を
二
つ
だ
け
書

か
せ
る
。
当
然
、
自
分
が
企
画
し
た

パ
ー
テ
ィ
を
選
ん
で
も
よ
い
こ
と
に

す
る
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
の
前
で

投
票
用
紙
を
一
枚
ず
つ
読
み
上
げ
て

い
く
。
子
供
た
ち
は
、
一
票
ご
と
に

大
絶
叫
す
る
。
黒
板
に
正
の
字
を
書

い
て
い
き
、
一
位
と
二
位
の
チ
ー
ム

を
確
定
す
る
。

４	
敗
者
復
活
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　

な
ん
と
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
。一
・

１	

パ
ー
テ
ィ
の
た
め
に
頑
張
る

「
安
江
先
生
の
ク
ラ
ス
は
パ
ー
テ
ィ

が
楽
し
い
」
と
言
わ
れ
る
。
子
供
た

ち
は
学
期
末
の
パ
ー
テ
ィ
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
パ
ー
テ
ィ
の
た
め
な

ら
、
授
業
も
頑
張
れ
る
そ
う
だ
。
そ

の
秘
密
は
、
パ
ー
テ
ィ
企
画
を
競
わ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
コ
ン
ペ
と

呼
ん
で
い
る
。

２	

企
画
書
を
書
く

　

学
期
末
の
約
一
か
月
前
か
ら
書
き

始
め
る
。
三
〜
五
人
が
一
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
企
画
書
に
は
、
次
の
内
容

を
書
か
せ
る
。

①
パ
ー
テ
ィ
名　

②
企
画
者

③
内
容　

④
時
間
配
分　

⑤
準
備
物　

⑥
ル
ー
ル　

⑦
教
室
配
置　

⑧
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

さ
ら
に
は
、
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト

や
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
か
く
班
も

あ
る
。

３	

コ
ン
ペ
を
す
る

　

提
出
さ
れ
た
企
画
書
を
全
員
分
印

刷
し
て
配
る
。
そ
し
て
、
順
番
に
プ

レ
ゼ
ン
を
す
る
。「
勝
っ
た
人
に
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
」

「
音
楽
を
か
け
な
が
ら
、楽
し
い
パ
ー

テ
ィ
を
お
約
束
し
ま
す
」
な
ど
、
ク

パーティ企画の 
コンペをしよう！
企画力、表現力、運営力 
など、様々な力が身に付く。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい
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TOSS授業技量検定
に挑戦！

第
一
期　

負
け
を
認
め
ら
れ
ず
大
パ
ニ
ッ
ク

　

四
月
、
札
が
取
れ
ず
、
机
の
札
を
床
に
振
り

落
と
し
、
机
を
引
っ
繰
り
返
し
、
友
達
に
、「
バ

カ
！　

俺
の
札
取
る
な
！
」
と
大
激
怒
し
、
大

号
泣
し
た
児
童
Ｋ
君
。
典
型
的
な
、
自
分
の
負

け
を
認
め
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
の
児
童
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
め
げ
ず
に
毎
日
取
り
組
む
。
机
を

引
っ
繰
り
返
す
こ
と
は
幾
度
と
な
く
続
い
た
が
、

Ｋ
君
の
近
く
の
札
を
読
ん
だ
り
、
取
れ
た
と
き

に
思
い
切
り
褒
め
た
り
、「
百
人
一
首
は
友
達

と
仲
良
く
な
る
た
め
に
や
っ
て
い
て
、
勝
つ
た

め
に
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
伝
え
た
り
、

様
々
に
支
援
を
打
ち
立
て
て
き
た
。
そ
れ
も
、

毎
日
取
り
組
む
か
ら
こ
そ
、
伝
え
た
い
内
容
が

伝
わ
っ
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
出
張
な
ど
で
百
人
一
首
が
で
き
な

い
日
が
あ
る
と
す
る
。
そ
う
い
っ
た
と
き
は
、

翌
日
に
二
日
分
や
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
Ｋ
君
の
言
葉
が
き
っ
か
け
で
も
あ
っ
た
。

「
百
人
一
首
が
や
り
た
い
」

第
二
期　

ど
う
や
っ
た
ら
勝
て
る
か
熟
考

　

五
月
、
Ｋ
君
は
ど
う
や
っ
た
ら
勝
て
る
の
か

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

「
先
生
、
Ｏ
君
と
一
緒
に
や
っ
て
い
い
で
す

か
？
」

と
聞
き
に
来
た
。
ほ
か
の
子
供
た
ち
の
こ
と
を

考
え
た
ら
迷
う
場
面
だ
っ
た
が
、
Ｋ
く
ん
の
や

る
気
を
優
先
し
、
承
諾
し
た
。

　

次
々
と
勝
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
自
信

が
付
き
、
負
け
て
も
泣
か
な
く
な
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
そ
の
日
は
や
っ
て
き
た
。
十
二
月
の

こ
と
だ
っ
た
。

「
先
生
、
俺
、
一
人
で
も
で
き
る
よ
」

　

こ
の
言
葉
を
、
四
月
か
ら
九
か
月
間
、
ず
っ

と
待
っ
て
い
た
。

第
三
期　

独
り
立
ち

　

三
学
期
に
入
り
、
つ
い
に
独
り
で
対
戦
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
記
念
す
べ
き
第
一
戦
。
絶

対
に
勝
た
せ
た
い
と
思
っ
た
が
、
Ｋ
君
は
敗
戦
。

涙
を
流
し
た
が
、
す
ぐ
に
立
ち
直
り
、
第
二
戦

に
臨
ん
だ
。
し
か
し
、
敗
戦
。

　

そ
れ
で
も
、
後
に
引
き
ず
る
こ
と
は
な
く
、

そ
の
後
も
、
毎
日
独
り
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
て
い
る
。

　

成
果
を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
本
人
の
望

み
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
常
に
励
ま
し
続
け
る

こ
と
、
毎
日
取
り
組
む
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
教

師
の
仕
事
だ
と
考
え
る
。

加か

藤と
う

綾あ
や

乃の

長
野
県
松
本
市
立
波
田
小
学
校

一
年
間
続
け
て
、
待
ち
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
た
「
五
色
百
人
一
首
」
の
ド
ラ
マ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
特
別
支
援
教
育
代
表
・
小
嶋
悠
紀
氏
は
言
う
。「
成
果
は
す
ぐ
に
は
出
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
」。
そ
れ
を
実
感
し
た

一
年
で
あ
っ
た
。「
五
色
百
人
一
首
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
に
毎
日
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
、
四
月
に
は
大
号
泣
だ
っ
た

Ｋ
君
が
、
一
人
で
堂
々
と
戦
い
、
負
け
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
年
間
の
軌
跡
で
あ
る
。

授業技量向上の法則授業技量向上の法則

努力は報われな
い。正しくなけ
れば

「授業の腕を上げる努力」
は、正しくなければ報わ
れない。その正しい努力
の一つが「TOSS授業技
量検定の受検」だ。

東京都立八王子東高等学校

鈴
すず

木
き

良
よし

幸
ゆき

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

　

こ
う
い
っ
た
「
ち
ょ
っ
と
し
た
技

術
」
が
子
供
た
ち
に
興
味
関
心
を
も

た
せ
る
。

　

こ
の
「
比
較
の
対
象
を
出
す
」

と
い
う
技
術
は
、
私
が
授
業
技

量
検
定
を
受
け
た
際
、
審
査
員

の
先
生
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

も
の
だ
。

　

ほ
か
に
も
今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
き
た
。

　

今
は
「
先
生
に
授
業
を
担
当
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
い
う
声
が
、

毎
年
生
徒
か
ら
私
に
寄
せ
ら
れ
る
。

授
業
技
量
検
定
に
挑
戦
し
、
そ
の
ア

ド
バ
イ
ス
ど
お
り
に
自
身
の
授
業
改

善
を
行
っ
て
き
た
か
ら
だ
。

発
問

コ
ン
ビ
ニ
で

は
客
一
人
当
た
り

平
均
約
六
百
円
使

い
ま
す
。ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

客
一
人
当
た
り
平

均
で
約
何
円
使
う

と
思
い
ま
す
か
？

は
幾
度
も
受
け
て
き
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
は
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
。

　

例
え
ば
ラ
グ
ビ
ー
の
授
業
を
す
る

と
し
よ
う
。

発
問
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
は
過
去
、

Ｗ
杯
で
最
大
何
点
差
で
負
け
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？

　

答
え
は
「
百
二
十
八
点
差
」
だ
。

し
か
し
、
こ
の
発
問
を
す
れ
ば
、
子

供
た
ち
は
「
三
百
点
差
」
な
ど
と
言

う
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
教
師
が
「
正

解
は
百
二
十
八
点
差
で
す
」
と
言
っ

て
も
子
供
は
学
習
内
容
に
興
味
を
も

た
な
い
。
こ
の
展
開
は
失
敗
で
あ
る
。

発
問
最
近
三
十
四
点
差
で
負
け
て

「
大
敗
」
と
新
聞
に
書
か
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
で
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代

表
は
過
去
、
Ｗ
杯
で
最
大
何
点
差

で
負
け
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
か
？

　

こ
の
「
比
較
の
対
象
を
出
す
」
と

い
う
技
術
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
教

科
書
を
用
い
た
授
業
で
も
使
え
る
。

１
正
し
い
努
力
は
報
わ
れ
る

「
努
力
は
報
わ
れ
る
」
は
間
違

い
だ
。「
正
し
い
努
力
は
報
わ
れ

る
」
が
正
解
だ
。

　

Ａ
教
諭
が
「
Ｂ
先
生
に
授
業
を
見

て
も
ら
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

て
授
業
改
善
を
し
ま
し
た
」
と
い
う

「
努
力
」
を
し
た
と
す
る
。

　

Ｂ
先
生
が
、
的
外
れ
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
た
場
合
、
ど
う
な
る
の
か
？

　

Ａ
先
生
、
で
き
な
い
子
の
近

く
で
座
り
込
ん
で
長
い
時
間
教

え
て
い
た
ね
。
と
て
も
よ
い
、

も
っ
と
や
ろ
う
。

　

で
き
な
い
子
の
近
く
に
座
り
込
ん

で
教
師
が
長
時
間
教
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
教
師
が
周
り
の
子
供
に
向

か
っ
て
「
こ
の
子
は
勉
強
の
で
き
な

い
子
で
す
」
と
宣
言
し
て
い
る
こ
と

と
同
義
な
の
だ
。
そ
れ
に
早
く
課
題

が
終
わ
っ
た
子
は
、
暇
な
の
で
ザ
ワ

ザ
ワ
し
出
す
。

　

こ
の
Ｂ
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
ど
お

り
に
授
業
改
善
し
て
い
っ
た
ら
、
Ａ

教
諭
の
授
業
の
腕
は
逆
に
落
ち
る
。

２
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
を
、
私
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「
極
め
て
完
成
度
が
高
い
」

　

編
集
長
樋
口
雅
子
氏
の
評
価
で
あ
る
。
出
版
界

の
裏
方
は
ほ
か
の
分
野
と
少
し
違
う
。
書
き
手
を

リ
ー
ド
す
る
。
時
に
共
同
執
筆
と
思
え
る
く
ら
い

注
文
を
出
す
。
ラ
イ
タ
ー
の
発
掘
者
で
あ
り
応
援

団
で
あ
り
、
育
成
者
の
役
割
を
兼
ね
て
い
る
。

　

完
成
度
が
高
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
は

本
文
だ
け
で
は
な
い
。
装
丁
、
表
紙
・
背
表
紙
の

デ
ザ
イ
ン
、
カ
バ
ー
、
扉
を
確
定
し
て
い
く
。
ほ

か
に
造
本
の
サ
イ
ズ
、
字
面
、
文
体
な
ど
の
仕
様

も
大
切
な
工
夫
で
あ
る
。
原
稿
が
で
き
た
ら
編
集

者
は
変
わ
る
。
共
感
者
か
ら
さ
っ
と
冷
た
い
表
情

に
な
る
。
作
品
を
商
品
と
見
る
の
だ
。
こ
の
本
を
、

ど
う
や
っ
て
読
者
に
提
供
す
る
か
。
ま
ず
、
す
っ

と
読
め
る
流
れ
を
作
る
。
表
紙
、
そ
で
（
カ
バ
ー
）、

見
返
し
、
推
薦
文
、
ま
え
が
き
、
目
次
、
年
間
シ

ナ
リ
オ
カ
レ
ン
ダ
ー
、
一
年
生
の
指
導
７
か
条
。

都
合
一
四
ペ
ー
ジ
。
こ
れ
だ
け
で
た
だ
な
ら
ぬ
も

の
を
感
じ
た
。
目
次
に
作
品
を
付
け
る
。
そ
ん
な

目
次
が
過
去
に
あ
っ
た
か
。
年
間
計
画
に
、レ
デ
ィ

ネ
ス
を
踏
ま
え
た
指
導
原
則
、
必
須
の
技
術
を
付

記
す
る
。
指
導
の
結
果
、
ど
ん
な
作
品
が
出
来
上

が
る
か
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
示
す
。
そ
ん
な
年
間
計

画
が
ほ
か
に
あ
っ
た
か
。
さ
ら
に
酒
井
式
描
画
法

を
提
唱
し
た
酒
井
臣
吾
氏
の
推
薦
文
が
続
く
。

「
一
年
生
は
宇
宙
人
。
そ
の
宇
宙
人
を
天
使
に
変

え
る
指
導
が
あ
な
た
に
も
で
き
る
」

　

作
品
が
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
と
い
う
点
も
見
逃
せ
な

い
。
魅
了
さ
れ
、
見
る
だ
け
で
楽
し
い
。
本
は
書

き
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
本
に
な
る
。
一
年
生
に
何

を
教
え
る
の
か
、
ど
う
や
っ
て
指
導
す
る
の
か
。

担
任
の
苦
労
す
る
の
も
こ
の
点
で
あ
る
。
著
者
の

寺
田
氏
は
二
十
の
題
材
を
用
意
し
、
指
導
の
プ
ロ

セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
だ
け
の
実
践
と
作

品
を
残
し
た
こ
と
自
体
が
す
ば
ら
し
い
。

　

本
が
弾
ん
で
く
る
に
は
そ
れ
な
り
の
工
夫
が
い

る
。
一
連
の
流
れ
に
、
本
書
の
核
と
な
る
視
点
を

ぽ
ん
と
入
れ
込
む
。
そ
れ
に
よ
り
本
は
違
っ
た
風

景
に
見
え
て
く
る
。
途
端
に
輝
き
出
す
。
そ
の
一

つ
が
「
造
形
言
語
」
で
あ
る
。

「
造
形
言
語
一
つ
で
、
子
供
は
自
由
に
な
れ
る
」

　

自
由
に
描
い
て
ご
ら
ん
、
好
き
な
よ
う
に
描
い

て
ご
ら
ん
、
で
は
子
供
は
自
由
に
な
れ
な
い
。
こ

の
指
示
の
残
酷
さ
は
、
子
供
の
作
品
が
証
明
し
て

い
る
。
造
形
言
語
と
は
造
形
す
る
た
め
の
「
こ
と

ば
」
の
こ
と
で
、
簡
単
に
い
え
ば
絵
や
工
作
を
す

る
た
め
の
「
基
礎
・
基
本
」
だ
と
考
え
て
い
い
。「
大

小
」「
遠
近
」「
配
置
」「
構
成
」
な
ど
絵
を
描
く
た

め
の
ス
テ
ッ
プ
が
お
よ
そ
全
て
含
ま
れ
る
。

　

造
形
言
語
を
指
導
す
れ
ば
、
子
供
は
使
い
こ
な

し
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
的
思
考
」
な
の
だ
。
子
供
は
、
自
分
が
意
図
し

て
い
る
一
連
の
活
動
を
実
現
す
る
た
め
の
手
順
を

身
に
付
け
て
い
く
。
本
書
で
は
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

で
顔
の
描
き
方
や
動
き
の
描
き
方
が
示
し
て
あ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
要
素
に
順
次
・
反

復
・
条
件
分
岐
が
あ
る
。
造
形
言
語
を
獲
得
す
る

「
順
次
処
理
」、
条
件
を
満
た
す
ま
で
繰
り
返
す
た

め
の
「
反
復
」、
自
由
度
を
広
げ
る
「
条
件
分
岐
」

の
場
が
あ
る
。
造
形
言
語
を
身
に
付
け
た
子
供
た

ち
は
、
自
分
が
描
き
た
い
絵
が
描
け
る
よ
う
に
な

る
。
寺
田
氏
は
そ
の
た
め
の
一
年
分
の
シ
ナ
リ
オ

を
用
意
し
た
。
こ
れ
で
本
書
に
紹
介
さ
れ
た
作
品

の
指
導
が
誰
に
も
可
能
と
な
っ
た
。
と
も
あ
れ
、

類
を
見
な
い
良
書
が
誕
生
し
た
。

『小学１年“絵の指導”どの
子もニコニコ顔！　12か月
の題材20選　～入賞続々！
酒井式絵画法指導スキルの
すべて～』
（寺田真紀子著　学芸みらい社）

授業力向上に
役立つこの１冊

吉永順一の読書論 授業力向上に
役立つこの１冊

一
年
生
が
習
っ
た
こ
と
を

使
い
こ
な
す
絵
の
指
導

入
門
期
に
あ
る
一
年
生
の
指
導
は
、
国
語
で
も
算
数
で
も

基
本
を
大
事
に
す
る
。
し
か
し
図
工
と
な
る
と
、
何
も
教
え
ず
「
自
由
に
の
び
の
び
」
と

方
針
を
変
え
る
。
こ
の
指
導
の
ど
こ
が
問
題
な
の
か
。「
造
形
言
語
」
と

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
」
の
観
点
か
ら
迫
る
。

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル

授業技量向上の法則授業技量向上の法則

※
太
字
は
酒
井
臣
吾
氏
の
推
薦
文
よ
り
引
用
。

い
。
柳
井
案
は
つ
ま
り
「
切
り
上
げ
」

な
の
だ
。
お
買
い
物
を
し
て
い
て
、

二
千
四
百
円
く
ら
い
だ
か
ら
、
だ
い

た
い
三
千
円
あ
れ
ば
い
い
な
、
と
考

え
る
と
き
の
思
考
は
切
り
上
げ
で
あ

る
。
よ
く
あ
る
場
面
だ
。

　

さ
ら
に
安
生
案
で
あ
る
。
こ
れ
も

絶
対
に
間
違
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

例
え
ば
三
十
六
歳
の
人
に
年
齢
を
聞

く
と
、「
大
体
三
十
歳
で
す
」
な
ど

と
答
え
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

　

た
だ
し
、
20
万
だ
と
「
約
何
十
万

か
」
の
答
え
に
も
な
っ
て
し
ま
う
た

め
「
八
割
正
解
」
だ
と
向
山
氏
は
解

説
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
し
た
が
っ
て
本
当
に
間

違
っ
て
い
る
の
は
坂
口
案
だ
け
で
あ

る
。
ま
ず
教
師
に
そ
の
こ
と
が
分

か
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

重
要
な
の
は
「
坂
口
案
」
に
ど
う

コ
メ
ン
ト
す
る
か
で
あ
る
。

　

あ
ま
り
に
有
名
な
場
面
だ
。
知
ら

な
か
っ
た
方
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
方

は
、
答
え
を
見
る
前
に
ぜ
ひ
予
想
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

を
指
名
し
て
、
そ
の
子
に
板
書
さ
せ

る
の
で
あ
る
。

松
崎
案　

24
万

柳
井
案　

25
万

安
生
案　

20
万

坂
口
案　

24
万
５
千

　

さ
て
、
こ
の
中
で
ど
れ
が
正
解
で
、

ど
れ
が
間
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
教
師
が
正
解
と
不
正
解
を

特
定
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

大
学
生
や
大
学
院
生
に
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
が
、
き
ち
ん
と
特
定
で
き

た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
、
松
崎
案
の
24
万
。
こ
れ
は

正
解
と
言
っ
て
い
い
。「
四
捨
五
入
」

す
れ
ば
24
万
だ
。

　

柳
井
案
の
25
万
は
ど
う
か
。
こ
れ

は
間
違
い
と
考
え
る
先
生
も
相
当
い

る
。
し
か
し
、
間
違
い
で
は
な
い
。

「
四
捨
五
入
」
と
い
う
概
念
が
先
入

観
と
し
て
入
っ
て
い
る
か
ら
間
違
い

だ
と
思
い
込
む
。
問
題
に
は
ど
こ
に

も
「
四
捨
五
入
」
と
は
書
い
て
い
な

向
山
氏
の
神
対
応
︵
算
数
編
︶

　

向
山
学
級
の
五
月
。
算
数
で
教
科

書
を
使
っ
た
授
業
場
面
。
問
題
は
次
。

　

２
４
４
５
４
９
は
、
お
よ
そ

何
万
と
言
え
ま
す
か
。

　

こ
れ
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
持
っ

て
来
さ
せ
る
。

　

向
山
氏
は
、
机
間
巡
視
の
時
点
で

傾
向
を
つ
か
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

持
っ
て
来
さ
せ
た
ノ
ー
ト
に
す
ぐ
に

は
○
を
付
け
な
い
。
一
人
一
人
に
対

し
て
「
は
い
」
と
だ
け
言
い
な
が
ら
、

次
々
に
流
し
て
い
っ
た
と
思
う
。

　

向
山
氏
の
こ
う
し
た
場
面
の
詳
細

は
「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」（
教
育

技
術
研
究
所
）
の
第
二
巻
で
実
際
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
映
像
は
国
語

だ
が
、
原
理
は
同
じ
こ
と
だ
。
私
も

解
説
を
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
（
お
問
合
せ
は
教
育
技
術

研
究
所
（0120-00-6564

）
ま
で
）。

　

向
山
氏
は
子
供
が
持
っ
て
来
た

ノ
ー
ト
の
内
容
を
一
度
見
た
だ
け
で

全
て
覚
え
て
し
ま
う
。
答
え
の
分
布

を
見
て
、
そ
の
場
で
組
み
立
て
を
変

え
る
の
で
あ
る
。

　

答
え
は
四
通
り
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
板
書
さ
せ
る
。
向
山
氏
が

板
書
す
る
の
で
は
な
い
。
子
供
た
ち

授業のベーシックス
キル６

「授業での対応・
応答」�
あまりにも有名な向山洋一氏
の対応。算数の時間に「誤答」
を発表した子。その場で瞬時
に組み立て、全てを価値ある
学習に変えてしまうプロのワ
ザとは。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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伴
一
孝
の
教
師
道

　

教
師
も
辞
め
た
。
今
は
「
感
謝
の
み
」
で
あ
る
。

実
に
す
ば
ら
し
い
教
師
人
生
だ
っ
た
。
思
い
残

す
こ
と
は
何
も
な
い
。「
全
て
や
っ
た
」
の
だ
。

　

学
級
担
任
・
校
務
分
掌
・
各
主
任
・
各
担
当

ほ
か
、
宴
会
の
幹
事
長
含
め
て
、
私
が
務
め
て

い
な
い
も
の
は
な
い
。
だ
か
ら
「
学
校
の
仕
事
」

で
体
験
し
て
い
な
い
、
分
か
ら
な
い
も
の
は
一

つ
も
な
い
。
そ
う
だ
、「
管
理
職
」
だ
け
や
ら
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
上
手
に
逃
が
し
て
も
ら
っ
た
。

「
授
業
」、
こ
れ
も
全
部
や
っ
た
。
小
学
校
全

学
年
・
全
教
科
・
全
複
式
・
特
別
支
援
学
級
・

専
科
・
Ｔ
Ｔ
・
児
童
支
援
・
飛
び
込
み
そ
の
他
、

や
っ
て
い
な
い
授
業
は
な
い
。
全
部
公
開
し
た
。

　

向
山
氏
が
示
し
た
「
プ
ロ
教
師
の
条
件
」
は

二
つ
。「
授
業
を
知
的
に
で
き
る
」「
教
育
課
程

を
編
成
で
き
る
」
で
あ
る
。
一
つ
目
は
自
分
の

努
力
で
可
能
だ
。
学
校
な
ど
で
の
「
研
究
授

業
」、サ
ー
ク
ル
な
ど
自
主
的
研
究
会
で
の
「
模

擬
授
業
」
を
重
ね
て
行
け
ば
よ
い
。
や
る
気
さ

え
あ
れ
ば
、
誰
で
も
で
き
る
。
や
っ
か
い
な
の

は
二
つ
目
だ
。
自
分
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。「
教
務
主
任
」
を
務
め
な
け
れ
ば
で
き

な
い
か
ら
だ
。
私
は
二
度
受
け
て
「
向
山
型
」

を
貫
き
通
せ
た
。
実
力
で
は
な
く
、
巡
り
合
わ

せ
（
運
命
）
だ
っ
た
。

　

教
師
に
な
っ
て
現
場
に
出
た
と
き
「
何
だ
こ

れ
は
」
と
思
っ
た
。
客
観
的
指
標
が
な
く
、
非

知
性
的
な
実
践
と
シ
ス
テ
ム
で
が
ん
じ
が
ら
め

の
仕
事
と
組
織
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
馬
鹿
馬
鹿

し
く
て
酒
ば
か
り
飲
ん
で
い
た
。
教
育
界
で

「
知
性
」
に
あ
う
の
は
「
向
山
実
践
」
が
初
め

て
だ
っ
た
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
私
は
三
年
で

教
師
を
辞
め
て
い
た
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

社
会
体
育
な
ど
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。

力
を
傾
注
す
る
場
が
な
け
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
ほ
か
へ
向
く
。
出
会
っ
て
以
降
、
向
山
氏
が

教
育
技
術
の
法
則
化
運
動
そ
し
て
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で

次
々
と
打
ち
出
す
「
問
題
提
起
」
に
応
え
る
の

が
、
自
分
の
生
き
が
い
に
な
っ
た
。
二
十
年
前

か
ら
は
「
向
山
一
門
」
代
表
と
し
て
、
一
門
の

束
ね
も
任
さ
れ
た
。
何
も
で
き
な
か
っ
た
が
、

ブ
レ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
燃
え
た
ぎ
る
教

育
運
動
の
中
で
、
命
を
燃
焼
さ
せ
た
。
多
く
の

人
と
出
会
い
、
魂
を
ぶ
つ
け
合
い
、
時
に
別
れ

た
。
充
実
し
た
濃
密
な
刻
を
人
た
ち
と
過
ご
せ

た
。
教
師
冥
利
に
尽
き
る
。

「
誰
が
授
業
う
ま
い
」
と
か
「
誰
は
こ
こ
が
甘

い
」
と
か
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
の
で
き
る

仲
間
が
で
き
た
。
馬
鹿
も
言
っ
た
し
、
悪
さ
も

た
く
さ
ん
や
っ
た
。
学
生
を
終
え
て
、
世
に
出

て
か
ら
の
「
友
」
は
滅
多
に
な
い
。
書
斎
で
思

い
浮
か
ぶ
の
は
、
ふ
ざ
け
て
馬
鹿
笑
い
し
合
っ

た
彼き

ゃ

奴つ

ら
の
顔
だ
け
だ
。
あ
り
が
と
う
。
先
に

チ
ョ
ー
ク
を
置
く
。

辞　

め　

た

向
山
洋
一
氏
が
教
職
を
辞
し
た
日
、
学
校
を
去
る
向
山
氏
を
見
送
っ
た
の
は
、
鈴
木
康
一
氏
た
だ
一

人
だ
っ
た
。
私
は
独
り
で
去
っ
た
。
誰
に
も
相
談
せ
ず
、
話
も
し
な
か
っ
た
。「
出
処
進
退
」
の
「
退
」

は
自
ら
独
り
決
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
だ
こ
と
だ
。

伴ば
ん

一か
ず

孝た
か

元
・
長
崎
県
公
立
小
学
校
教
諭

実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

時
に
現
場
を
飛
び
出
す
こ
と
も
必
要
だ

現
場
に
い
て
は
到
底
で
き
な
い
こ
と
を
す
る
た
め
に
、

損
得
を
超
え
て
一
度
外
に
出
て
み
る
の
も
よ
い
。

　

二
年
前
の
二
月
、
向
山
洋
一
氏
に
同
行
し
て

文
部
科
学
省
に
足
を
運
ん
だ
。「
教
育
課
程
編

成
」「
大
塚
の
教
育
」
な
ど
に
関
し
て
、
向
山

氏
が
官
僚
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
日
の
懇
親
会
で
、
私
は
言
わ
れ
た
。「
あ
の

制
度
を
使
っ
た
先
生
を
、初
め
て
見
ま
し
た
！
」

　

あ
の
制
度
と
は
何
か
。「
大
学
院
修
学
休
業

制
度
」
で
あ
る
。
教
育
公
務
員
特
例
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。
私
は
こ
の
制
度
を
使
い
、
教
師

の
仕
事
を
完
全
に
休
業
し
て
大
学
院
に
通
っ
た
。

　

当
時
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
聞
か
れ
た
。

「
な
ぜ
派
遣
で
行
か
な
い
の
で
す
か
？
」

　

一
般
的
に
、
教
師
は
派
遣
で
大
学
院
へ
行
く

そ
う
だ
。
派
遣
で
行
く
と
は
、
入
学
金
や
学
費

の
み
な
ら
ず
給
料
を
保
証
さ
れ
な
が
ら
学
ぶ
と

い
う
意
味
だ
。
Ｓ
県
で
言
う
と
、「
長
期
研
修
」

「
大
学
院
研
修
」
な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

大
学
院
で
研
究
し
つ
つ
、
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
手
伝
い
（
駐
車
場
係
な
ど
）
を
行
う
。

　

私
は
そ
の
道
を
選
ば
な
か
っ
た
。
理
由
は
三

点
あ
る
。
一
つ
、
人
の
金
（
税
金
）
で
自
分
の

勉
強
を
す
る
こ
と
を
精
神
が
拒
否
す
る
か
ら
で

あ
る
。
一
つ
、
自
分
の
望
む
大
学
に
行
き
た
い

か
ら
で
あ
る
。
一
つ
、
そ
の
一
年
間
は
好
き
勝

手
に
や
り
た
い
か
ら
で
あ
る
。
審
査
を
経
て
、

県
教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
た
。
当
然
な
が
ら

無
給
か
つ
学
費
全
額
自
腹
で
あ
る
。
文
部
科
学

省
の
官
僚
が
驚
く
く
ら
い
だ
か
ら
、
こ
の
制
度

を
使
う
人
間
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

「
長
谷
川
先
生
は
も
の
す
ご
く
貴
重
な
存
在
で

す
よ
！
」

　

宴
で
心
地
良
く
酔
っ
た
方
々
に
口
々
に
言
わ

れ
た
。

　

ち
な
み
に
私
は
学
び
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
大
学
院
入
試
面
接
で
研
究
課
長
か
ら
、

「
う
ち
に
来
て
も
長
谷
川
先
生
が
学
ぶ
こ
と
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
い
い
の
で
す
か
」

と
駄
目
押
し
さ
れ
た
く
ら
い
だ
。

　

何
の
た
め
に
行
っ
た
の
か
。
遠
く
な
い
未
来

に
教
員
養
成
課
程
の
改
革
を
主
張
す
る
た
め
で

あ
る
。
そ
の
際
、
現
場
を
こ
の
目
で
見
、
中
に

入
っ
て
体
験
し
て
お
い
た
方
が
、
批
判
が
具
体

的
に
な
る
。
だ
か
ら
行
っ
た
。

　

大
学
に
は
最
低
限
し
か
滞
在
し
な
か
っ
た
。

無
論
、
日
々
の
研
究
と
修
養
は
怠
ら
な
か
っ
た
。

一
年
間
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
に
没
頭
し
た
。
例
え

ば
、
四
月
の
初
っ
ぱ
な
か
ら
授
業
を
欠
席
し
、

向
山
氏
に
同
行
し
て
静
岡
県
教
育
委
員
会
に
出

向
い
た
。
県
知
事
の
要
請
だ
っ
た
。
ま
た
、
当

時
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
学
代
表
に
就
任
し
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
か
ら
、
平
日
に
各
地
の
中
学
サ
ー
ク

ル
を
訪
問
し
た
。
大
学
に
籠
も
る
よ
り
も
何
倍

も
力
が
付
く
と
考
え
た
。
実
際
に
力
が
付
い
た
。

身
銭
を
切
っ
た
か
い
が
あ
る
。

授業技量向上の法則授業技量向上の法則
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１
タ
ワ
ゴ
ト
に
は
タ
ワ
ゴ
ト
で

　

大
学
教
授
に
、
自
分
の
学
級
の
作

文
を
「
み
す
ぼ
ら
し
い
」
と
言
わ
れ

た
ら
、
皆
さ
ん
は
、
ど
う
反
応
す
る

だ
ろ
う
か
。
相
当
に
落
ち
込
む
の
で

は
な
い
か
。

　

で
は
、
向
山
氏
は
ど
う
し
た
か
。

　

若
き
向
山
氏
は
、
次
の
よ
う
に
反

応
し
た
。

　

自
分
に
都
合
の
い
い
場
合
し
か

述
べ
て
い
な
い
。
森
の
外
側
に
人

為
的
条
件
が
あ
れ
ば
異
な
る
こ
と

を
述
べ
て
い
な
い
。
自
然
を
知
っ

ア　

あ
き
お
さ
ん
と
み
よ
子
さ

ん
は
、
や
っ
と
森
の
出
口
に

来
ま
し
た
。

イ　

ふ
た
り
は
助
け
あ
い
な
が

ら
、
や
っ
と
家
の
見
え
る
所

ま
で
来
ま
し
た
。

ウ　

つ
か
れ
き
っ
て
速
く
歩
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
「
家
」
で
あ
る
。
森
の
外

側
に
人
の
生
活
が
あ
っ
た
の
だ
。
だ

か
ら
、森
の
出
口
は
「
線
状
」
に
な
っ

た
と
考
え
る
子
供
が
生
じ
た
。

　

こ
の
例
外
を
無
視
し
て
、
単
な
る

知
識
だ
け
で
反
論
し
た
大
学
教
授
に
、

大
学
教
授
自
身
が
放
っ
た
「
自
然
を

知
ら
ぬ
教
育
研
究
者
の
タ
ワ
ゴ
ト
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
反
撃

し
た
。

２
小
学
生
の
更
な
る
追
究

　

森
の
出
口
が
、
線
状
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
追
究
で
き
た
。
そ

れ
で
も
、
森
の
出
口
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
は
っ
き
り
と
断
定
で
き
な
い
。

　

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
向
山
学
級
は

終
わ
ら
な
い
。
更
な
る
追
究
の
た
め

の
討
論
が
始
ま
る
。

　

先
の
教
材
文
に
ア
、
イ
、
ウ
と
記

号
が
付
い
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
ア
と
イ
を
比
較
し
て
、

次
の
四
つ
の
場
合
も
検
討
し
て
い
る
。

①
出
口
は
森
の
中
で
あ
り
、
ア

と
イ
は
同
時
刻
の
場
合

②
出
口
は
森
の
中
で
あ
り
、
ア
と

イ
に
時
間
の
経
過
が
あ
る
場
合

③
出
口
は
境
界
線
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
家
も
見
え
た
場
合

④
出
口
は
境
界
線
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
歩
い
て
家
が

見
え
た
場
合

　

小
学
校
の
教
室
で
、
こ
こ
ま
で
検

討
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
自
分
に
都
合
の
悪
い
例
外
を

無
視
し
、「
上
か
ら
目
線
」
で
威
圧

す
る
よ
う
な
論
調
で
反
論
し
て
き
た

大
学
教
授
の
見
識
は
み
す
ぼ
ら
し
い
。

こ
の
大
学
教
授
か
ら
の
再
反
論
は
な

さ
れ
な
い
ま
ま
、
現
在
に
至
る
。

　

向
山
学
級
で
最
も
支
持
さ
れ
た
の

は
、
③
で
あ
る
。
以
上
終
了
。

て
い
る
自
然
科
学
者
に
あ
る
ま
じ

き
タ
ワ
ゴ
ト
で
あ
る
。

と
ズ
バ
リ
切
り
捨
て
て
い
る
。

　

驚
く
べ
き
強
心
臓
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
は
確
固
た
る
自
信
が
あ
っ
た
。

　

宮
脇
昭
氏
の
﹃
植
物
と
人
間
﹄（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
版
）
を
活
用
し
て
「
自
然
地

理
系
統
案
」
作
成
に
千
時
間
を
費
や

し
て
き
た
こ
と
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に

な
っ
て
い
た
の
だ
。

　

も
う
一
度
教
材
文
を
載
せ
る
。「
森

の
出
口
」
を
幅
の
あ
る
状
態
か
ら
、

線
へ
と
変
え
た
例
外
と
な
る
「
人
為

的
条
件
」
と
は
、
何
だ
ろ
う
か
。

崩
れ
ゆ
く
完
全
犯
罪
３　

完
結

大
学
教
授
へ
の
反
論
の
土
台
を
支
え
た
の
は
、
青
年
教
師

向
山
洋
一
氏
の
遠
景
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
分
析
批
評
」
や

「
跳
び
箱
論
争
」、
そ
し
て
「
自
然
地
理
教
育
系
統
案
」
で
あ
る
。

授業技量向上の法則授業技量向上の法則

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と

私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
＆
A

」

＆＆

谷た
に

和か
ず

樹き

東
京
都
・
玉
川
大
学

教
職
大
学
院
教
授

A

Q 黄
金
の
三
日
間
で
必
要
な
こ
と

ま
ず
は
、
子
供
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と
。

松ま
つ

崎ざ
き

力つ
と
む

栃
木
県
真
岡
市
立
真
岡
東
小
学
校

私  

が
読
み
落
と
し
て
い
た

向
山
洋
一

向
山
洋
一
の
こ
の
文
章

※
本
稿
は
、﹃
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
﹄
誌　

二
〇
一
九
年
十
月
号
、
一
月
号
の
続
き
。

「
森
の
出
口
」
論
争
に
つ
い
て
の
論
文
で
あ
る
。

⑴
学
級
の
組
織
（
当
番
と
係
）
と
そ
の
決

め
方
を
確
定
し
て
お
く
。

（
＝
生
活
の
安
定
）

⑵「
初
日
か
ら
一
単
元
の
授
業
」
の
シ
ナ
リ

オ
を
作
り
、
学
習
の
し
つ
け
を
確
定
す
る
。

（
＝
学
習
の
安
定
）

　

い
ず
れ
も
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、「
子
供
の
名
前
を
覚
え
る
」
こ
と

に
比
べ
た
ら
優
先
順
位
は
下
で
す
。

　

子
供
の
名
前
を
覚
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
「
一
〇
〇
％
」
達
成
さ

れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１　
「
出
会
う
前
」
に
全
員
の
名
前
を
完
全

に
暗
記
し
て
い
る
。

２　

教
室
の
椅
子
を
見
て
全
員
の
名
前
を

す
ぐ
に
言
え
る
。

３　

二
日
目
に
は
、
顔
と
名
前
と
を
完
全

に
一
致
さ
せ
る
。

４　

三
日
〜
一
週
間
の
間
に
全
員
の
名
前

を
呼
ん
で
褒
め
る
。

　

強
い
意
志
と
努
力
が
必
要
で
す
。

　
四
月
で
す
。
谷
先
生
が
学
級
び
ら
き

で
一
番
大
切
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

向
山
洋
一
氏
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

黄
金
の
三
日
間
に
は
、
次
の
三
つ
を
作

る
こ
と
が
必
要
だ
。

①
子
供
と
の
関
係
の
安
定

②
生
活
の
安
定

③
学
習
の
安
定

　

①
の
子
供
と
の
関
係
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に

最
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

　

学
級
び
ら
き
ま
で
に
、
子
供
の
名
前
を

覚
え
る
こ
と
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
大
切
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

あ
り
ま
す
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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学校

の

物
語

新
時
代親

子
の
喜
び
と
不
安

向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授
・

教
職
セ
ン
タ
ー
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

25

れ
る
。
ま
た
は
長
時
間
の
塾
や
稽
古
事
に
行

か
せ
る
。

　

こ
う
い
う
小
学
校
の
入
学
児
童
は
、
学
校

に
慣
れ
る
た
め
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
、
下
校

後
の
居
場
所
に
適
応
す
る
た
め
の
重
圧
と
で

二
倍
の
負
荷
が
掛
か
る
。

　

四
月
中
、
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
早

め
に
下
校
し
て
も
、
自
宅
に
戻
る
の
は
、
夕

方
遅
く
な
っ
て
か
ら
。

　

入
浴
し
て
御
飯
を
食
べ
た
ら
八
時
を
過
ぎ

る
。
そ
の
後
に
学
校
と
放
課
後
ク
ラ
ブ
の
支

度
を
整
え
た
ら
バ
タ
ン
キ
ュ
ー
。
児
童
も
親

も
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
毎
日
を
過
ご
す
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
親
子
に
と
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
も
春
の

遠
足
も
、
む
し
歯
の
治
療
や
朝
御
飯
の
正
し

い
食
べ
方
も
、
母
の
日
や
特
別
参
観
日
も
、

夏
服
へ
の
衣
替
え
や
プ
ー
ル
の
支
度
も
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　

そ
の
こ
と
を
教
師
は

斟し
ん

酌し
ゃ
く

し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
四
月
の
学
校
生

活
の
ス
タ
ー
ト
、
多
様

な
親
子
の
い
る
こ
と
を

再
確
認
し
た
い
。

三

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
た
ち
の
不
安

　

時
代
は
変
わ
る
。
学
校
の
新
学
期
。
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
が
増
え
た
。
シ
ン
グ
ル
フ
ァ

ザ
ー
も
た
ま
に
い
る
。

　

保
育
所
で
は
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
あ
っ

て
も
、
何
と
か
送
り
迎
え
や
各
種
行
事
を
こ

な
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
小
学
校
に

入
学
す
れ
ば
そ
う
は
い
か
な
い
。

　

学
校
へ
の
登
下
校
。
自
宅
か
ら
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ま
で
を
小
学
校
の
標
準
的
な
通
学

範
囲
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
学
校
の
統

廃
合
な
ど
で
、
そ
れ
を
上
回
る
距
離
を
歩
く

児
童
も
多
い
。

　

昨
年
の
全
国
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、
最
優

秀
賞
は
高
知
県
潮
岬
小
学
校
二
年
生
の
女
児
。

通
学
途
上
で
ヘ
ビ
に
遭
遇
し
た
風
景
を
作
品

に
し
た
。
太
平
洋
に
突
き
出
し
た
台
風
の
上

陸
地
点
。
そ
の
岬
の
小
学
校
に
通
う
道
で
、

ヘ
ビ
に
出
会
う
。
半
島
・
岬
や
山
間
へ
き
地

の
児
童
の
通
学
路
は
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

の
空
間
だ
。

　

学
校
内
や
学
校
近
く
の
学
童
ク
ラ
ブ
に
入

所
で
き
な
い
児
童
も
い
る
。

　

仕
方
な
い
の
で
民
間
の
学
童
ク
ラ
ブ
へ
入

そ
の
女
性
教
員
の
や
り
方
に
従
う
。
そ
れ
が

昭
和
か
ら
平
成
の
頃
の
学
校
だ
っ
た
。
ま
だ

「
チ
ー
ム
学
校
」
や
「
学
校
の
同
僚
性
」
な

ど
と
い
う
造
語
は
な
い
時
代
。

　

千
葉
県
で
は
「
上
席
教
師
」
と
い
う
ベ
テ

ラ
ン
女
性
教
師
が
い
た
。
上
席
教
師
は
校
内

に
花
を
生
け
、
若
い
教
師
を
指
導
し
、
校
長

の
人
事
の
相
談
に
知
恵
を
貸
す
。

　

私
の
十
一
年
間
の
校
長
時
代
に
も
、「
上

席
教
師
」
に
相
当
す
る
女
性
の
ベ
テ
ラ
ン
教

員
が
い
た
。
時
に
は
、
校
長
の
私
に
厳
し
い

助
言
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
か

ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
を
届
か
せ
る
手
腕
は
見
事

だ
っ
た
。
よ
く
私
を
助
け
て
く
れ
た
。

　

先
日
の
神
戸
の
小
学
校
で
の
「
教
師
い
じ

め
事
件
 ※
」。
マ
ス
コ
ミ
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
に
取
り
上
げ
た
。
こ
こ
で
軽
々
に
コ
メ
ン

ト
す
る
の
は
差
し
控
え
る
。
が
、
か
つ
て
の

神
戸
の
校
長
会
の
幹
部
か
ら
先
日
聞
い
た
話

で
、
真
相
が
や
や
見
え
て
き
た
。

　

そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
若
手
教
員
を

ど
う
育
て
る
か
。
そ
の
若
手
教
員
に
課
題
が

あ
っ
た
場
合
に
ど
う
指
導
す
る
か
と
い
う
命

題
が
、
今
日
の
教
育
現
場
に
重
く
の
し
掛

か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〇
休
み
時
間
に
う
ま
く
遊
び
の
輪
の
中
に
入

れ
る
か

〇
ラ
ン
ド
セ
ル
に
道
具
を
収
め
ら
れ
る
か

〇
下
校
の
道
で
怖
が
ら
な
い
か

〇
そ
の
他
エ
ト
セ
ト
ラ

　

し
ば
ら
く
す
れ
ば
杞き

憂ゆ
う

と
な
る
よ
う
な
こ

と
で
も
、
若
い
両
親
は
気
に
す
る
。

二

学
校
の
万
全
の
準
備

　

だ
か
ら
、
迎
え
る
学
校
は
、
親
の
不
安
を

払
拭
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
。
昔
か
ら
、
親
か
ら
全
幅
の
信
頼
を
得

る
ベ
テ
ラ
ン
の
女
性
教
員
が
い
た
。
必
ず
し

も
、
授
業
の
力
量
は
高
く
な
い
。
し
か
し
、

か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
。
親
の
不
安
に

手
を
差
し
伸
べ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
教
員
が
、
毎
年
低
学
年
担
任

を
務
め
る
。
親
も
ほ
か
の
男
性
教
員
も
、
皆

　

私
の
手
元
に
校
長
時
代
の
十
一
年
間
の
入

学
式
の
写
真
が
あ
る
。
ど
の
親
も
安
堵
感
と

ち
ょ
っ
ぴ
り
の
疲
れ
が
か
い
ま
見
え
る
。

　

若
い
親
の
顔
が
う
れ
し
げ
に
ほ
こ
ろ
ぶ
よ

う
に
な
る
に
は
、
し
ば
ら
く
の
時
間
が
い
る
。

入
学
シ
ー
ズ
ン
は
、
当
事
者
の
子
供
よ
り
親

の
方
が
緊
張
感
で
一
杯
な
の
で
あ
る
。

　

学
校
便
り
も
給
食
献
立
表
も
、
新
入
生
の

親
が
一
番
熱
心
に
目
を
通
す
。
も
ち
ろ
ん
、

学
年
便
り
や
学
級
通
信
も
そ
う
で
あ
る
。

　

若
い
親
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
は
、
子

供
が
早
め
に
学
校
に
順
応
し
て
く
れ
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
。

　

だ
か
ら
、
そ
の
た
め
の
条
件
や
環
境
に
敏

感
に
な
る
。

〇
学
級
担
任
と
の
相
性
は
ど
う
か

〇
友
達
関
係
は
う
ま
く
い
く
か

〇
給
食
は
食
べ
ら
れ
る
か

〇
ト
イ
レ
で
粗
相
は
し
な
い
か

一

入
学
と
親
の
気
遣
い

　

春
爛ら

ん

漫ま
ん

、
各
地
か
ら
桜
の
便
り
が
聞
か
れ

る
。
昨
秋
の
台
風
に
耐
え
た
我
が
家
の
前
の

桜
並
木
。
そ
の
生
命
力
が
ま
ぶ
し
い
。

　

各
学
校
の
新
年
度
。誇
ら
し
げ
で
、ち
ょ
っ

ぴ
り
不
安
な
顔
の
六
歳
児
が
学
校
の
正
門
前

で
記
念
撮
影
。
カ
メ
ラ
を
手
に
す
る
若
い
親

も
満
足
げ
だ
。

　

我
が
家
の
孫
た
ち
も
長
男
が
中
学
一
年
生
、

次
男
が
小
学
校
一
年
生
。

　

昨
年
秋
か
ら
の
就
学
時
健
康
診
断
、
入
学

説
明
会
、
学
童
保
育
の
申
込
み
、
保
育
所
の

修
了
関
係
の
諸
行
事
、
学
用
品
な
ど
へ
の
記

名
。
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
、
よ
う
や
く

小
学
校
へ
の
入
学
。

　

新
入
児
の
親
た
ち
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
休
暇

を
取
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
今
日
も
休
暇
を

取
っ
て
入
学
式
に
参
列
す
る
。

※
二
〇
一
九
年
十
月
四
日
に
発
覚
し
た
、
神
戸
市
の
小
学
校
で

教
員
四
名
が
二
十
代
の
教
員
を
い
じ
め
た
と
さ
れ
る
事
件
。
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向山洋一が教育界に創ってきたもの 二
◯
二
◯
年
、
新
し
い
時
代
の

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
」
に
参
画
せ
よ

教
師
の
指
導
技
術
を
共
有
化
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
「
法
則
化
」
か
ら

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
」
へ
。

雨あ
め

宮み
や

久ひ
さ
し

解
説
：
元
・
山
梨
県
公
立
小
学
校
教
諭

誰
で
も
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
で
き
る
。

⑺
現
在
、
旧
コ
ン
テ
ン
ツ
も
含
め
、
お
よ
そ
二

一
一
七
◯
の
ア
ッ
プ
数
で
あ
る
。
さ
ら
に
毎

日
の
よ
う
に
価
値
あ
る
も
の
が
増
え
て
い
る
。

⑻
向
山
氏
は
、
既
に
「
高
度
情
報
化
」
を
見
据

え
て
い
る
。
重
要
な
の
は
「
高
度
信
頼
化
に

よ
っ
て
意
味
を
持
つ
」
と
言
い
切
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
発
信
す
る
者
と
受
信
す
る

者
は
、
見
え
な
い
「
信
頼
」
で
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
有
意
義
な
内
容
を
発
信
し
よ
う
と
す

る
の
だ
。

⑼
こ
の
懐
の
深
さ
は
、
意
味
深
い
。
向
山
氏
は
、

「
去
る
者
は
追
わ
ず
、
来
る
者
は
拒
ま
ず
」

と
い
う
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。

⑽
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
日
常
に
入
り

込
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
「
価
値
あ
る
教

育
情
報
」
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、
今

で
も
「
国
の
行
方
」
を
賭
け
た
仕
事
で
あ
る
。

そ
れ
を
一
教
師
が
担
え
る
と
思
う
と
わ
く
わ

く
す
る
。

⑾
新
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に
一
人
で
も
多
く
の
先

生
が
参
加
さ
れ
、「
質
の
高
い
情
報
」
を
ア
ッ

プ
し
、「
共
有
化
」
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（https://land.toss-online.com
/

）

⑴
一
九
九
九
年
十
二
月
二
十
六
日
富
山
会
議
で

方
向
が
示
さ
れ
、
二
◯
◯
◯
年
四
月
二
十
九

日
大
阪
会
議
で
発
表
さ
れ
た
。
僅
か
四
か
月

の
出
来
事
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
の
力
の

高
さ
が
分
か
る
。

⑵
こ
の
と
き
、
既
に
サ
イ
ト
全
体
の
構
造
が
示

さ
れ
て
い
る
。
向
山
氏
の
先
見
の
明
に
驚
く
。

⑶
多
く
の
「
使
え
る
授
業
サ
イ
ト
」
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
魅
力
で
あ
る
。
現
在
、
似
て
い
る
サ
イ

ト
が
幾
つ
か
あ
る
が
、
中
身
が
全
く
違
う
こ

と
が
分
か
る
。「
即
」
そ
の
ま
ま
価
値
あ
る

授
業
が
で
き
る
の
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
で
あ

る
。

⑷
二
◯
二
◯
年
一
月
に
新
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

添
付
フ
ァ
イ
ル
も
、
印
刷
物
だ
け
で
は
な
く
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
フ
ァ

イ
ル
も
あ
る
。

⑸
当
時
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
自
分
で
作
り
、

そ
れ
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に
ア
ッ
プ
し
て
い

た
。
現
在
は
、
よ
り
簡
単
に
な
り
、
Ｐ
Ｃ
だ

け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
か
ら
そ
の
場
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑹
も
ち
ろ
ん
現
在
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
、

　

わ
ず
か
半
年
前
ま
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に

ふ
れ
た
こ
と
が
な
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。

わ
ず
か
半
年
で
、
急
速
に
実
力
を
向
上
さ

せ
た
。（
中
略
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
教
師
が
お
よ

そ
千
五
百
名
、
そ
の
う
ち
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン

ド
に
ア
ッ
プ
し
た
教
師
が
お
よ
そ
八
百
名
、

千
二
百
サ
イ
ト
で
あ
る
。⑺

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
建
設
の
流
れ
は
急
で

あ
る
。（
中
略
）

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
は
、
す
で
に
教
育
情

報
シ
ス
テ
ム
と
し
て
世
界
有
数
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、
ド

イ
ツ
な
ど
の
メ
ジ
ャ
ー
な
国
際
会
議
で
も
、

日
本
を
代
表
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
と
し
て
紹
介
さ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
は
ツ
ー
ウ
ェ
イ
読
者

な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
る
。

　

反
法
則
化
の
人
々
に
は
、
ご
遠
慮
願
っ

て
い
る
。「
情
報
」
は
「
あ
る
種
の
信
頼
」

が
あ
っ
て
、
本
当
は
役
立
つ
。
高
度
な
信

頼
な
ら
な
お
い
い
。

　

高
度
情
報
化
は
、
高
度
信
頼
化
に
よ
っ

て
意
味
を
持
つ
。⑻

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
五
月
連

休
よ
り
試
運
転
を
開
始
し
た
。⑴

　

産
休
開
け
の
女
教
師
が
、
朝
の
十
五
分

で
授
業
の
準
備
が
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
で
作

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
は
「
教
師
ラ
ン
ド
」

「
子
ど
も
ラ
ン
ド
」「
保
護
者
ラ
ン
ド
」
の

三
つ
の
エ
リ
ア
で
作
ら
れ
る
が
、現
在
「
教

師
ラ
ン
ド
」
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
。⑵

　

現
在
の
サ
イ
ト
数
は
、
お
よ
そ
千
二
百

で
あ
る
。

　

各
教
科
、
小
・
中
各
学
年
、
総
合
的
学

習
の
す
べ
て
の
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

「
六
年
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
百
以
上

の
サ
イ
ト
が
ズ
ラ
ー
と
並
ぶ
。

　

ど
れ
も
、
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。⑶

　

コ
ピ
ー
し
て
使
え
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
ペ
ー

ジ
も
あ
る
。
絵
も
イ
ラ
ス
ト
も
入
っ
て
い

る
。⑷

　

時
間
を
か
け
ず
に
、
表
示
で
き
る
よ
う

工
夫
も
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
千
二
百
サ
イ
ト
だ
が
、
当
面
五

千
サ
イ
ト
に
向
け
て
急
上
昇
し
て
い
る
。

　

毎
日
毎
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
。
各
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
集
中
セ
ミ
ナ
ー
も
し
て
い
る
。⑸

「
ど
こ
よ
り
も
役
に
立
つ
」「
ど
こ
よ
り

も
速
い
」「
し
か
も
無
料
で
あ
る
」
と
い

う
の
が
目
標
で
あ
る
。

　

現
在
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
建
設
に
参
加
し

て
い
る
教
師
は
、
お
よ
そ
三
千
名
で
あ
る
。

み
ん
な
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
る
。⑹

　

反
法
則
化
の
人
々
と
、
私
た
ち
で
は
、

教
育
の
思
想
も
哲
学
も
方
法
も
全
く
違
う
。

　

授
業
も
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
全
部

違
う
。

　

そ
う
い
う
方
が
、
入
っ
て
も
役
に
立
た

な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ご
自
分
達
で
集

ま
っ
て
「
法
則
化
の
悪
口
」
を
「
匿
名
」

で
し
ゃ
べ
っ
て
い
れ
ば
い
い
。

　

も
し
、
今
ま
で
の
、
そ
う
し
た
生
き
方

に
疑
問
を
持
た
れ
、
私
ど
も
と
共
に
や
り

た
い
の
な
ら
、
い
つ
で
も
迎
え
る
用
意
は

あ
る
。⑼
（
中
略
）

　

ツ
ー
ウ
ェ
イ
読
者
の
、
一
人
で
も
多
く

の
県
別
Ｍ
Ｌ
へ
の
参
加
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ア
ッ
プ
を
願
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時

代
の
国
の
行
方
を
か
け
た
大
き
な
仕
事
で

あ
る
。⑽

「
教
育
」
で
は
世
界
一
の
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
皆
さ
ん
と
一

緒
に
作
り
た
い
と
思
う
。⑾

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌

　

二
◯
◯
◯
年
九
月
号　

明
治
図
書
）

向
山
論
文
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株式会社 騒人社　師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

騒人社報告
教育技術研究所、NPO TOSS、
騒人社がタッグを組む。

１

む
こ
も
ろ
教
師
道
場

　

教
育
技
術
研
究
所
の
隣
が
、
倉

庫
か
ら
会
議
室
に
衣
替
え
し
た
。

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
を
引
き
揚
げ

た
た
め
、
中
央
事
務
局
会
議
を
行

う
場
所
と
な
っ
た
の
だ
。
そ
の
場

所
を
活
用
し
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ

考
え
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
恵
理

子
さ
ん
の
提
案
で
「
む
こ
も
ろ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。

名
前
を
「
む
こ
も
ろ
教
師
道
場
」

と
し
、
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

結
局
、
参
加
者
が
多
く
、
旗
の

台
の
別
会
場
を
借
り
、「
む
こ
も

ろ
教
師
道
場
」
は
、
実
現
し
た
。

向
山
先
生
の
前
で
授
業
を
行
い
、

コ
メ
ン
ト
し
て
も
ら
う
と
い
う
緊

張
度
の
高
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

　

当
日
九
名
が
授
業
を
行
っ
た
。

指
導
案
は
、
前
日
、
向
山
先
生
に

赤
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
赤
入
り

の
指
導
案
は
、
授
業
を
し
た
人
へ

の
お
土
産
と
し
た
。

　

当
日
、
向
山
先
生
は
、「
う
と

て
と
こ
」「
算
数
二
年
計
算
」
の

授
業
に
代
案
を
示
し
た
。
会
場
は
、

想
定
外
の
代
案
に
ざ
わ
め
い
た
。

向
山
先
生
ら
し
い
や
ん
ち
ゃ
な
、

知
的
な
代
案
だ
っ
た
。

　

二
次
会
も
、
参
加
者
の
ほ
と
ん

ど
が
参
加
し
た
。
そ
こ
か
ら
は

「
教
師
人
生
講
座
」
と
な
っ
た
。

私
も
ハ
ッ
ス
ル
し
て
話
し
て
い
た

ら
、「
闘
い
方
講
座
」
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
講
座
費
取
っ

ち
ゃ
っ
て
い
い
の
か
心
配
。「
生

き
る
術
教
え
ま
す
講
座
」
く
ら
い

に
し
た
方
が
よ
い
か
も
？

２

騒
人
社
の
取
り
組
み

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
書
籍
は
一
か
月
で
、

何
と
か
千
冊
を
売
り
切
っ
た
。
本
当

に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
の
お
か
げ
だ
。

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
佐
桑
部
長
が
、

様
々
に
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
企
業
で
は
必
ず
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
。
学
校
教
育
で
も
、
世
界
の
動
き

を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

十
月
十
日
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
騒
人
社
が

タ
ッ
グ
を
組
み
、
新
し
い
セ
ミ

ナ
ー
の
形
を
提
案
す
る
予
定
で
あ

る
。
二
〇
二
〇
年
ス
タ
ー
ト
、
二

〇
三
〇
年
ま
で
の
取
り
組
み
だ
。

そ
の
第
一
回
に
は
、
ぜ
ひ
参
集
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
企
業
の
方
々

の
参
加
も
働
き
掛
け
る
。

◆
教
育
技
術
研
究
所
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、「
ト
ス
・
キ
ッ
ズ
・
エ
デ
ュ
」

の
通
信
教
育
を
、
こ
の
四
月
か
ら

開
始
す
る
。「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
」

教
室
と
同
じ
教
材
で
学
び
、「
学

び
方
を
身
に
付
け
、
学
力
を
伸
ば

す
」
こ
と
が
方
針
。
幼
児
学
力
テ

ス
ト
診
断
付
き
。恵
理
子
さ
ん（
ア

ニ
ャ
ン
ゴ
）
が
、
も
う
予
約
し
て

く
れ
て
い
る
。
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
。

◆
三
月
中
旬
に
、
新
学
習
指
導
要

領
、
新
教
科
書
対
応
の
「
漢
字
ま

と
め
く
ん
」
を
発
刊
す
る
。
授
業
、

宿
題
と
活
躍
す
る
。
教
え
方
セ
ミ

ナ
ー
で
拡
散
を
お
願
い
す
る
。

◆
中
国
の
出
版
社
か
ら
、﹃
ア
タ

マ
げ
ん
き
ど
こ
ど
こ
﹄
の
絵
本
を

翻
訳
し
、
出
版
し
た
い
と
オ

フ
ァ
ー
が
来
て
い
る
。

美
崎
さ
ん
報
告

　

教
育
技
術
研
究
所
の
隣
に
騒
人

社
が
引
っ
越
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
美
崎
さ
ん
と
の
や
り
取
り

が
急
増
し
て
い
る
。
師
尾
が
「
声

美
人
の
美
崎
さ
ん
お
願
い
し
ま

す
」
と
電
話
を
か
け
る
と
「
声
も

美
人
の
美
崎
で
す
」
と
変
化
す
る
。

「
声
美
人
」
も
最
初
は
、
美
崎
さ

ん
が
自
分
で
言
っ
た
言
葉
だ
。

　

今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と

騒
人
社
の
関
わ
り
は
深
く
な
る
。

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

（
私
の
宝
物
・
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
）

ニャティティの歌①
ニャティティの弦は、
元々は雌牛のアキレス腱

けん
。

　

ア
フ
リ
カ
の
楽
器
の
ほ
と
ん
ど

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ル
オ
ー

民
族
の
伝
統
弦
楽
器
で
あ
る
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
も
身
近
に
あ
る
素
材
を

使
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の

ボ
デ
ィ
は
イ
チ
ジ
ク
の
木
を
く
り

抜
い
て
作
る
。
裏
に
は
牛
の
革
が

張
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
オ
ー
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ

の
イ
チ
ジ
ク
の
木
は
神
聖
な
木
で

あ
り
、
そ
の
木
か
ら
作
ら
れ
る

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
も
神
聖
な
楽
器
で
、

ル
オ
ー
の
選
ば
れ
た
男
性
だ
け
が

演
奏
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
か
ら
、「
外
国
人
」
で
、
し
か

も
「
女
性
」
で
あ
る
私
が
ル
オ
ー

の
人
々
か
ら
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者

と
し
て
認
め
ら
れ
、
こ
う
し
て
世

界
中
に
出
掛
け
て
演
奏
活
動
を
し

て
い
る
の
は
奇
跡
的
な
幸
運
と
い

え
る
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
に
は
、
下
の
写

真
の
よ
う
に
二
本
の
ア
ー
ム
と

ヘ
ッ
ド
（
横
木
）
と
が
あ
る
。ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
の
八
本
の
弦
は
、
直
接

こ
の
ヘ
ッ
ド
に
巻
き
付
け
る
。

ア
ー
ム
と
ヘ
ッ
ド
は
堅
く
て
丈
夫

で
あ
れ
ば
、
イ
チ
ジ
ク
の
木
で
な

く
て
も
よ
い
。

　

弦
は
、
今
で
は
ナ
イ
ロ
ン
製
の

釣
り
糸
を
使
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

元
々
は
雌
牛
の
ア
キ
レ
ス
腱
だ
っ

た
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
の
ア
ユ

ブ
・
オ
ガ
ダ
は
、
世
界
中
で
最
も

有
名
な
ケ
ニ
ア
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
だ
。
彼
が
音
楽
を
担
当
し

た
「
ナ
イ
ロ
ビ
の
蜂
」
は
日
本
で

も
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
ア
ユ
ブ
・
オ
ガ
ダ

に
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
教
え
た
の
は

故
オ
ク
ム
・
オ
レ
ン
ゴ
で
、
私
は

オ
ク
ム
の
最
初
で
最
後
の
内
弟
子

だ
か
ら
、
ア
ユ
ブ
は
私
に
と
っ
て

兄
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い

つ
か
、
彼
と
共
演
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
昨
年

二
月
、
ケ
ニ
ア
か
ら
訃
報
が
届
い

た
。

　

ア
ユ
ブ
・
オ
ガ
ダ
の
演

奏
は
「Y

ouT
ube

」
で

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

彼
の
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
八

本
の
弦
の
う
ち
、
一
番
低

い
音
の
出
る
四
番
弦
だ
け

は
、
雌
牛
の
ア
キ
レ
ス
腱

が
張
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
推
理
作
家
協
会
賞

を
受
賞
し
た
中
島
ら
も
の

小
説
﹃
ガ
ダ
ラ
の
豚
﹄（
集

英
社
文
庫
）
に
は
、
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
を
弾
く
日
本
人

の
少
女
が
出
て
く
る
。

　

そ
れ
が
ご
縁
で
、
お
嬢

様
の
さ
な
え
さ
ん
と
も
仲
良
く
な

り
、
昨
年
七
月
に
大
阪
で
開
催
さ

れ
た
「
中
島
ら
も
没
後
15
年
ラ
イ

ヴ
」
で
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
演
奏
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

先
日
、
さ
な
え
さ
ん
か
ら
、
ら

も
さ
ん
の
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
て
驚
い
た
。
な
ん
と
、

一
弦
か
ら
八
弦
ま
で
雌
牛
の
ア
キ

レ
ス
腱
を
編
ん
で
作
っ
た
弦
が
美

し
く
張
ら
れ
て
い
た
。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

相手の気持ちに寄り添う、
上辺でない行動と
言葉掛け
よーし、強気でいこう！

１
お
も
て
な
し
は
態
度
で
示
す

　

上
海
師
範
大
学
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

国
際
教
育
交
流
は
、
昨
年
二
十
四

年
目
を
迎
え
た
。
そ
の
歓
迎
宴
で

の
出
来
事
。

　

会
場
は
、
東
京
・
銀
座
「
祢ね

保ぼ

希け

」。創
業
百
二
年
の
土
佐
料
理
発

祥
の
店
。
か
つ
お
を
は
じ
め
、
海

の
幸
や
す
し
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
料
理
が
大
振
り
の
皿
に
並
べ

ら
れ
て
い
る
皿
鉢
料
理
が
有
名
だ
。

　

上
海
の
先
生
方
も
珍
し
い
料
理

を
写
真
に
撮
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

積
極
的
に
箸
を
伸
ば
さ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
私
は
「
ど
う
ぞ
ど
う

ぞ
」
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
料
理
を

勧
め
た
。
笑
っ
て
う
な
ず
い
て
く

れ
た
も
の
の
、
召
し
上
が
ら
な
い
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
向
山
先
生

が
お
も
む
ろ
に
小
皿
に
海
老
を
取

り
、
そ
の
先
生
に
差
し
出
し
た
。

　

す
る
と
、
私
が
勧
め
て
も
う
な

ず
く
だ
け
だ
っ
た
先
生
は
、
ニ
ッ

コ
リ
笑
っ
て
向
山
先
生
か
ら
皿
を

受
け
取
り
召
し
上
が
っ
た
の
だ
。

　

私
は
、
そ
の
向
山
先
生
の
振
る

舞
い
を
見
て
、
そ
の
一
歩
の
違
い

が
で
き
な
か
っ
た
と
思
っ
た
。

　

初
日
の
公
式
な
歓
迎
宴
、
初
対

面
同
士
と
い
う
場
で
、
自
分
か
ら

箸
を
伸
ば
す
の
を
た
め
ら
わ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
、

そ
の
思
い
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

向
山
先
生
は
、
食
事
会
や
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
懇
親
会
で
も
、
こ
の
と
き

と
同
じ
よ
う
に
女
性
に
料
理
を
取

り
分
け
て
く
れ
る
。

　

あ
る
と
き
、
師
尾
先
生
が
「
そ

ん
な
に
気
を
使
っ
て
疲
れ
な
い

の
？
」
と
向
山
先
生
に
尋
ね
た
。

「
気
を
使
わ
な
い
方
が
疲
れ
る
」。

　

向
山
先
生
の
答
え
だ
っ
た
。

２
一
回
や
二
回
で
勝
負
す
る
な

　

数
年
前
、
初
詣
で
引
い
た
お
み

く
じ
が
二
回
続
け
て
「
凶
」
だ
っ

た
。
そ
の
年
は
仕
事
は
う
ま
く
い

か
な
い
、
病
気
に
な
る
、
身
内
に

不
幸
が
あ
る
で
、
八
方
塞
が
り
。

　

全
て
「
凶
」
の
せ
い
に
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
私
は
お
み
く
じ
を

引
い
て
い
な
い
。
こ
の
話
を
し
た

ら
、
向
山
先
生
か
ら
こ
う
言
わ
れ

た
。「
何
回
で
も
引
く
ん
だ
よ
。一

回
や
二
回
で
勝
負
す
る
な
よ
。
そ

う
い
う
気
持
ち
じ
ゃ
駄
目
だ
よ
」

　

一
回
で
も
叱
ら
れ
た
ら
落
ち
込

む
、
嫌
な
こ
と
が
あ
る
と
、
そ
こ

か
ら
逃
げ
る
か
、
忘
れ
よ
う
と
す

る
私
。私
に
は
、な
に
く
そ
と
思
う

気
持
ち
や
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
と

い
う
開
き
直
り
が
で
き
な
い
。
お

み
く
じ
の
話
か
ら
、
私
の
弱
気
が

向
山
先
生
に
は
お
見
通
し
だ
っ
た
。

　

向
山
先
生
の
言
葉
で
、「
よ
ー

し
、
強
気
で
い
こ
う
！
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
れ
た
。

︿
今
月
の
向
山
先
生
﹀

美
み

崎
さき

眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

▲TOSS手帳を見ながら「教
育トークライン」誌「向山日
記」を書く向山先生。

▲富にあふれているぷくぷくの手。
あやかりたいと魂胆ミエミエの女２人。
怪しい手付きが物語っている?!

▲今月の一言「私は、算数教科書の最後
のページまですべての問題をやる（略）」
※全文は「デジタル・トークライン」で。

今月号のテーマ
未来を創る社会貢献

日
時　

二
〇
二
〇
年
一
月
十
九
日

　
　
　

十
時
三
十
分
〜
十
四
時

場
所　

東
京
都
中
央
区
築
地
五
丁
目
三

－

二　

　
　
　

朝
日
新
聞
東
京
本
社
・
新
館
二
階

　
　
　

浜
離
宮
朝
日
ホ
ー
ル

・
十
時
三
十
分
〜
十
時
三
十
五
分　

挨
拶
（
谷
和
樹
氏
）

・
十
時
三
十
五
分
〜
十
一
時
二
十
五
分　

特
別
講
演
（
常

葉
大
学　

経
営
学
部　

教
授　

山
本
隆
三
氏
）

・
十
一
時
四
十
分
〜
十
二
時
二
十
五
分　

ブ
ロ
ッ
ク
代
表

授
業

　

上
田
浩
人
氏
（
北
海
道
）、
黒
滝
誠
人
氏
（
東
北
）

　

松
本
菜
月
氏
（
関
東
）、
広
畑
宏
樹
氏
（
東
海
）

　

森
本
和
馬
氏
（
北
陸
）、
鶴
田
裕
一
氏
（
関
西
）

　

久
保
木
淳
士
氏
（
中
国
）、
藤
井
陽
子
氏
（
四
国
）

　

岩
永
将
大
氏
（
九
州
）

・
十
二
時
二
十
五
分
〜
十
二
時
四
十
五
分　

コ
メ
ン
ト

（
谷
和
樹
氏
、
小
森
栄
治
氏
）

・
十
三
時
〜
十
三
時
十
分　

特
別
授
業
①
（
林
健
広
氏
）

・
十
三
時
十
分
〜
十
三
時
二
十
分　

特
別
授
業
②
（
手
塚

美
和
氏
）

・
十
三
時
二
十
分
〜
十
三
時
三
十
分　

特
別
授
業
③
（
小

森
栄
治
氏
）

・
十
三
時
三
十
分
〜
十
三
時
四
十
分　

特
別
授
業
④
（
谷

和
樹
氏
）

・
十
三
時
四
十
分
〜
十
四
時　

表
彰
式
、
挨
拶
、
写
真
撮

影
（
谷
和
樹
氏
、
向
山
洋
一
氏
）

︿
参
加
者
百
五
十
名
﹀

◆
審
査
結
果

・
最
優
秀
賞

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク　

松
本
菜
月
氏
（
栃
木
県
）「
日
本
初
！

　

本
格
的
な
内
陸
型
火
力
発
電
所
﹃
真
岡
発
電
所
﹄」

・
優
秀
賞
（
二
名
）

　

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
広
畑
宏
樹
氏
（
静
岡
県
）「﹃
緑
の
力
﹄

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
藤
井
陽
子
氏
（
香
川
県
）「
う
ど
ん
発

電
か
ら
広
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
社
会
」

・
審
査
員
特
別
賞

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
黒
滝
誠
人
氏
（
青
森
県
）「
被
ば
く
・

放
射
線
へ
の
不
安
を
取
り
除
く
」

●
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
社
会
貢
献
活
動
報
告
●

第
十
一
回
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
」

模
擬
授
業
全
国
大
会

※
詳
し
い
様
子
は
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
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『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年3月にリニューアル創刊
した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

１
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
の
再
就
職

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
び
な
が
ら
教
職
を

勤
め
上
げ
る
。
そ
の
後
、
ど
の
よ
う

な
生
活
を
描
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

考
え
た
こ
と
も
な
い
。

　

と
り
あ
え
ず
再
任
用
。

　

そ
の
よ
う
な
先
生
が
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
自
治
体
で
も
、
管

理
職
級
以
外
は
退
職
後
を
把
握
し
て

い
な
い
場
合
が
多
い
。

　

私
は
、
今
後
増
え
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
退

職
者
の
先
生
た
ち
と
、
今
後
も
仕
事

が
し
た
い
。
し
か
し
、
一
定
の
収
入

を
確
保
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
か

な
わ
な
い
。

次
の
よ
う
な
事
業
は
、
い
ず
れ
も
こ

れ
に
該
当
す
る
。

・
子
供
向
け
の
事
業

・
ま
ち
づ
く
り
の
事
業

・
高
齢
者
向
け
の
事
業

　

ど
れ
も
尊
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
必
要
な
対
価
を
い

た
だ
け
る
。
こ
れ
を
事
業
費
や
報
酬

（
給
料
）
に
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

退
職
教
員
へ
の
給
料
は
も
ち
ろ
ん
、

学
生
へ
の
ア
ル
バ
イ
ト
代
な
ど
に
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

３
社
会
貢
献
活
動
の
３
ス
テ
ッ
プ

　

社
会
貢
献
で
収
入
を
得
る
に
は
、

三
つ
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
そ
れ
を

越
え
る
た
め
、
教
員
時
代
か
ら
収
益

を
確
保
す
る
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
る
。

︿
ス
テ
ッ
プ
１
﹀

　

現
在
実
施
し
て
い
る
こ
と
の
収
益

化
。
各
種
セ
ミ
ナ
ー
が
こ
れ
に
該
当

す
る
。

︿
ス
テ
ッ
プ
２
﹀

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
推
進
し
て
い
る
公
的

資
金
助
成
事
業
の
非
助
成
化
。
例
え

ば
、
各
地
方
の
五
色
百
人
一
首
大
会

を
非
助
成
化
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

運
営
費
か
ら
一
般
社
団
法
人
五
色
百

人
一
首
協
会
へ
の
基
金
拠
出
が
よ
り

行
い
や
す
く
な
る
。
ま
た
、
児
童
向

け
夏
季
教
室
も
収
入
を
得
な
が
ら
実

施
で
き
る
。

︿
ス
テ
ッ
プ
３
﹀

　

地
域
や
行
政
か
ら
の
委
託
事
業
受

注
。
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
実

施
が
該
当
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
す
る
と
、
現
在

個
人
負
担
を
し
て
い
る
次
の
よ
う
な

　

こ
の
よ
う
な
考
え
を
、

社
会
貢
献
を
仕
事
に
す
る
こ
と

で
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
社
会
貢
献
で
収
入
を
得
る

　

こ
の
考
え
方
に
違
和
感
を
覚
え
る

方
が
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
く

問
題
が
な
い
。

　

例
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
行
政
が

で
き
な
い
事
業
を
実
施
す
る
。
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
る
行
政
が
、
優
先
順

位
を
考
え
て
先
送
り
に
し
た
事
業
を
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
埋
め
て
い
く
と
い
う

形
だ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
現
在
展
開
し
て
い
る

社
会
貢
献
で
「
個
」
の
未
来
を
創
る

い
つ
か
く
る
退
職
に
備
え
、
社
会
貢
献
で
個
人
の
力
量
を
上
げ
る
。

越お

智ち

敏と
し

洋ひ
ろ

京
都
教
育
大
学
附
属
桃
山
小
学
校

支
出
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
か
ら
支
払
え
る
。

・
交
通
費

・
イ
ン
ク
や
紙
な
ど
の
消
耗
品
費

・
例
会
会
場
費

　

ま
た
、
現
在
は
金
銭
面
か
ら
依
頼

が
で
き
な
く
て
も
、
収
益
が
出
れ
ば
、

税
理
士
費
用

な
ど
も
支
出
が
で
き
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
維
持
す
る
た
め
に
個
人

負
担
す
る
と
い
う
場
面
が
減
る
の
だ
。

は
、
全
国
の
ど
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
も
抱
え
て
い
る
。

　

改
善
す
る
た
め
に
は
、
個
人
が
知

識
を
得
て
、
実
行
す
る
能
力
を
身
に

付
け
る
必
要
が
あ
る
。
ス
テ
ッ
プ
を

一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
時
間
は

掛
か
る
が
難
し
く
は
な
い
。
個
が
伸

び
れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
伸
び
る
。

　

こ
う
し
た
運
営
感
覚
を
養
っ
て
い

く
こ
と
が
、
退
職
後
の
未
来
を
拓
き
、

本
当
の
意
味
で
の
「
未
来
を
創
る
社

会
貢
献
」
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

４
収
益
化
と
非
収
益
化

　

た
だ
し
、
全
て
を
収
益
化
す
べ
き

で
は
な
い
。

　

教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
は
、
収
益
を
出

せ
ば
教
育
委
員
会
後
援
が
取
得
で
き

な
く
な
る
。
ま
た
、
無
料
か
安
価
な

児
童
向
け
夏
季
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
た
め
に
、
助
成
金
は
欠
か
せ
な
い
。

　

一
方
、
全
て
を
収
益
ゼ
ロ
で
す
べ

き
で
も
な
い
。

　

続
か
な
い
か
ら
だ
。

　

こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
つ
か

む
た
め
、
社
会
貢
献
活
動
を
現
役
教

員
世
代
か
ら
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

５
続
く
形
の
社
会
貢
献

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
現
状
を
伺
っ
た
中
で
、

次
の
よ
う
な
言
葉
が
多
く
あ
っ
た
。

「
お
金
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い

か
ら
個
人
負
担
を
し
て
き
た
」

「
学
校
か
ら
怪
し
ま
れ
る
の
は
嫌
な

の
で
、
自
分
で
出
し
て
き
た
」

「
サ
ー
ク
ル
員
に
出
さ
せ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
か
ら
諦
め
て
い
た
」

　

こ
の
よ
う
な
金
銭
と
時
間
の
課
題

STEP1：セミナー（教採コンシェルジュ）

STEP3：受注事業（やわたうまいもん祭）

教育コミュニティ WEB　４月号　▪CONTENTS▪
【連載】

１．TOSS Kids報告……稲田好子氏
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子氏
３．越智敏洋のNPO運営講座13……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●第11回エネルギー全国大会の写真や指導案を大公開！

・ エネルギー全国大会ギャラリー
・ 入賞した指導案を大公開！

●TOSSの活動が「日本教育新聞」に連載されます！
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

教え方セミナー 2020開幕！ （TOSS中央事務局　手塚美和）

千葉
県

TOSS東
しののめ

雲

千葉県銚子市立第五中学校

吉
よし

原
わら

 尚
なお

寛
ひろ

連絡先：Yoshiwara.naohiro@toss2.com

楽しく、おいしく、ためになるサークル
　千葉県の東端に近い旭市で活動している。
メンバーには小・中・特別支援学校の先生と
保護者や支援員もいる。向山洋一氏の論文輪
読、模擬授業、映像全集の講座など毎回楽し
いサークルである。例会後の懇親会も楽しい、
おいしい。毎月第１金曜日、千葉県旭市にあ
る海

うな

上
かみ

公民館で活動している。2020年１月で
300回となった記念例会の様子を、デジタル・
トークラインでご覧いただきたい。

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

北海道
TOSSファミリー

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

連絡先：shioya.naohiro@toss2.com

過酷な環境でも、楽しく教師修業！
　オホーツク地方は、参加するだけでも大変
だ。片道３時間掛けて来てくれる人、冬の雪
道を運転して参加してくれる人。そんな人々
の学ぶ意欲に、代表として少しでも応えられ
るよう頑張っている。お子さん連れも大歓迎
のサークルである。お互いの授業実践を交流
したり、悩みを相談し合ったりしている。終
わった後は、皆さん笑顔だ。大自然と隣り合
わせの過酷な環境でも、楽しく学んでいる。

一
月
一
日
㈬	

元
旦
。
娘
と
孫
、
山
梨
へ
。

一
月
二
日
㈭	

近
所
の
神
社
へ
。

一
月
三
日
㈮	

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
三
十
八

階
「
五
十
三
次
」
で
箱
根
駅
伝
を
見
る
。
向

山
、
師
尾
、
雨
宮
、
美
崎
と
。

一
月
六
日
㈪	

隣
家
・
恵
理
子
宅
で
新
年
会
。

研
究
所
で
谷
先
生
、
長
谷
川
先
生
、
小
嶋
先

生
と
恵
理
子
た
ち
が
会
議
。
そ
の
後
、
旗
の

台
「
百
々
亭
」
で
懇
親
会
。

一
月
十
一
日
㈯	

静
岡
掛
川
で
、
冬
の
合
宿
一

日
目
。
全
国
か
ら
五
百
名
の
先
生
方
が
参
加
。

八
時
四
十
五
分
発
。

一
月
十
二
日
㈰	

冬
の
合
宿
二
日
目
。
懇
親
会

は
、
東
京
に
戻
り
、
京
橋
「
美
々
卯
」
で
事

務
局
・
一
門
百
名
と
。

一
月
十
六
日
㈭	

午
後
二
時
半
、
研
究
所
で
経

営
会
議
。
恵
理
子
た
ち
と
。
四
時
半
、
名
取

邸
に
て
「
九
段
会
議
」。
夕
方
か
ら
研
究
所

隣
の
ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
中
央
事
務
局
。
四

十
名
。
懇
親
会
は
「
木
曽
路
」。

一
月
十
七
日
㈮	

夕
方
か
ら
、税
理
士
と
ト
ス
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ン
ド
社
の
最
後
の
決
算
。

一
月
十
八
日
㈯	

大
阪
府
立
国
際
会
議
場
で
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
特
別
支
援
セ
ミ
ナ
ー
。
二
百
五
十

名
の
参
加
者
。
杉
山
ド
ク
タ
ー
、
安
原
ド
ク

タ
ー
が
講
師
。
二
次
会
は
「
彩
月
」。
宿
泊
。

一
月
十
九
日
㈰	

東
京
に
戻
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

全
国
大
会
。
そ
の
後
、
品
川
「
す
し
好
」
で

雨
宮
先
生
た
ち
と
。

一
月
二
十
一
日
㈫	

談
広
告
社
長
と
打
ち
合
わ

せ
。
夕
方
か
ら
、
青
年
事
務
局
会
議
。

一
月
二
十
二
日
㈬	

品
川
「
五
十
三
次
」
で
三

人
会
。
板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
と
向
山
で
。

跳
び
箱
指
導
向
山
式
A
の
図
の
原
本
紹
介
。

一
月
二
十
四
日
㈮	

夕
方
か
ら
騒
人
社
。
そ
の

後
、毎
日
新
聞
の
中
村
氏
を
含
め
「
木
曽
路
」。

一
月
二
十
五
日
㈯	

「
第
１
回
む
こ
も
ろ
セ
ミ

ナ
ー
」
全
国
か
ら
四
十
名
。
旗
の
台
日
本
包

材
の
会
議
室
で
。
懇
親
会
は
「
庄
や
」。

一
月
二
十
六
日
㈰	

大
手
町
の
日
本
郵
便
本
社

で
開
か
れ
た
「
は
が
き
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
全
国
発
表
大
会
」
に
出
席
。
ホ
ー
ル

満
席
。
築
地
「
す
し
ざ
ん
ま
い
奥
の
院
」
で

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
と
懇
親
会
。

一
月
二
十
八
日
㈫	

品
川
「
五
十
三
次
」
で
深

圳
視
察
報
告
会
。五
十
名
。そ
の
後
、飲
み
会
。

一
月
二
十
九
日
㈬	

夕
方
か
ら
研
究
所
で
谷
先

生
、
長
谷
川
先
生
、
小
嶋
先
生
と
恵
理
子
た

ち
が
会
議
。
そ
の
後
、
旗
の
台
「
百
々
亭
」

で
懇
親
会
。

2020年1月

一
月
五
日
㈰　

山
口
県
の
林
健
広
氏
と
「
ペ
ン

キ
ぬ
り
た
て
の
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
セ

ミ
ナ
ー
」
京
急
蒲
田
に
て
。
懇
親
会
も
充
実
。

一
月
六
日
㈪　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
小

嶋
氏
、長
谷
川
氏
も
参
加
。そ
の
後
デ
ジ
タ
ル
。

一
月
八
日
㈬　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
見

学
。
多
く
の
関
係
者
が
努
力
を
続
け
て
い
る

姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。事
実
を
伝
え
た
い
。

一
月
十
一
日
㈯　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
掛
川
合
宿
。
五
百

名
満
席
。「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」
の
話
題

で
持
ち
切
り
だ
っ
た
。
長
谷
川
氏
、
小
嶋
氏

が
向
山
裁
定
で
七
段
に
昇
段
。
見
事
な
授
業
。

一
月
十
三
日
㈪　

谷
企
画
チ
ー
ム
新
年
作
業
日
。

二
〇
二
〇
の
谷
企
画
チ
ー
ム
は
Ａ
Ｂ
合
わ
せ

て
四
十
一
名
で
ス
タ
ー
ト
。今
年
も
疾
走
す
る
。

一
月
十
八
日
㈯　

特
別
支
援
セ
ミ
ナ
ー
大
阪
。

模
擬
授
業
実
演
が
好
評
。
ド
ク
タ
ー
の
講
演
か

ら
の
学
び
が
深
い
。
向
山
氏
と
「
彩
月
」
へ
！

一
月
十
九
日
㈰　

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
模
擬
授
業

全
国
大
会
。
福
島
第
一
原
発
に
つ
い
て
授
業
。

一
月
二
十
四
日
㈮　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
会
議
。

一
月
二
十
八
日
㈫　

堀
田
龍
也
教
授
か
ら
レ
ク

チ
ャ
ー
。
日
本
の
子
供
た
ち
の
デ
ジ
タ
ル
読

解
力
が
危
機
的
。「
動
画
読
解
」
の
重
要
性

を
認
識
。

4 月4 月

　教え方セミナーでは「上手な教え方」が身に付く講
座を開催しています。主に初任者教員を対象に、子供
に分かりやすい授業のコツや学級経営の基礎基本が学
べます。
　一生懸命勉強を教えて、子供が「分かった！」「でき
た！」と言ったときのうれしそうな笑顔、それはこの
仕事を続けていく上での大きな原動力です。そのよう
な腹の底からの実感を得るためには、やはり教師が学
び、「授業力」や「統率力」を身に付けることが必要です。
最近では「特別支援を要する子への対応力」も不可欠
になっています。
　詳しい情報は各セ
ミナーのHP、また
は各事務局へお問い
合わせください。

【開催場所】全国
【開催日時】３月〜５月
【ホームページ】	 TOSS教え方セミナー
	 http://tossday.tos-land.net/

20202020

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め、３月のセミナーは中止・延期となっ
ております。（２/28現在）
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ついに始まった！　
プログラミングの授業特集
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堀田龍也　  谷和樹　　  宮森裕太　  林健広
太田政男　  家根内興一  水本和希　  小塚祐爾
赤塚邦彦　  許鍾萬　　  大鳥真由香  丸山美香
五十嵐勝義  塩谷直大

編
集
後
記		

▼
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。

東
京
都
の
小
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
を
引
率

し
て
の
団
体
観
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
学
習

指
導
要
領
完
全
実
施
の
年
で
も
あ
り
、
各
学

校
の
教
育
計
画
を
工
夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
学
級
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、

学
校
全
体
の
動
き
を
考
え
る
一
年
に
な
り
そ

う
で
す
。（
戸
村
）

▼
本
誌
は
、
昨
年
の
九
月
号
か
ら
内
容
が
若

干
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、こ
の
二

〇
二
〇
年
四
月
号
よ
り
、
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
内
容
に
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
読
者
の
皆
様

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
は
ど
ん
な
印
象
・
感
想
を
お
も
ち
に
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
ご
意
見
・
感
想
を

編
集
部
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！
（
久
野
）

▼
毎
年
四
月
は
黄
金
の
三
日
間
特
集
で
す
。

役
立
つ
論
文
を
コ
ピ
ー
し
て
ノ
ー
ト
に
貼
る

の
が
重
要
で
す
。
私
も
三
日
間
に
臨
む
た
め

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
活
用
し
て

い
ま
し
た
。
ま
ず
大
き
く
学
級
経
営
編
と
授

業
編
に
分
け
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を

三
月
春
休
み
中
、
四
月
始
業
式
前
、
四
月
始

業
式
以
降
に
分
け
ま
す
。
詳
細
は
本
誌
の
特

集
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。（
長
谷
川
）
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「若手教師の
黄金の三日間準備」

３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL4　パスワード： e8hf6y

TOSS ノート・MYノートTOSS ノート・MYノート

像
は、
に
す！

本

※アクセス方法は 8ページを
　ご覧ください。



定価140円（税込）を
キャンペーン価格に！
MYノート 各色　120円（税込）
TOSSノート 各色　120円（税込）
１回のご注文につき「ミニ定規」を
１本プレゼント！　
パスワード：qpez82

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

五色百人一首
　スタートキット　2,000円（税込）
　取り札・読み札　各1,100円（税込）
１回の注文につき「五色百人一首
しおり」を1セットプレゼント！
パスワード：evb1lt

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年3月15日～6月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。
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教
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イ
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教
育
技
術

研
究
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５月号
で紹介！

お申込み先

＆

６月号
で紹介！

ジャンボ ホワイト・
TOSSノート
　スタートキット　6,000円（税込）
　追加用３枚セット　10,000円（税込）
１回のご注文につき「TOSSメモ（赤）」
を１個プレゼント。
パスワード：2zn7yu

正進社　小学校 検索

TEL: 03-5229-7651
教材の詳細はカタログをご参照ください。

正進社
NEWS

キャラクターデザイン

坂崎千春
さかざきちはる／Chiharu Sakazaki

絵本作家・イラストレーター
Suicaのペンギン（JR東日本），
カクカク・シカジカ（ダイハツ），チーバくん（千葉県），
クロネコ・シロネコ（ヤマト・ホールディングス） 
など
http://sakazakichiharu.com/index.html

新年度の教材は白い鳥が
目じるしです。

　教室に、たくさんの遊び道具が必要だ。私の教室には、「五色百人一首」（教育技術研究所）、けん玉、将棋、ふれ
あい囲碁、トランプ、人生ゲーム、ボーリングなどがある。遊びは、子供同士を結び付けてくれる。数年前のこと。
不登校のAさんがいた。1年生の入学式から休む。それからずっと数年間休んでいた。毎年150日程度欠席である。
私が担任して、奇跡的に学校に来るようになった。しかし、休み時間になると、ぽつんと一人になる。私がそばに
行く。あれこれと世間話をする。しかし、高学年だ。女子だ。男の先生が話し掛けても、そこまで喜ばない。どう
したか？　周りの女子を誘って、「五色百人一首」で「坊主めくり」をした。その子は、きゃ～きゃ～声をあげて楽
しんでいた。「また一緒にしようね！」「うん、しようね！」と隣の女子と約束をしていた。中休みの15分が、その
子にとって、友達を作る時間になった。子供たちが自由に書ける黒板、掲示コーナーも大事だ。クラスがうんと明
るくなる。不登校だった子供も「学校が楽しい！」と言うようになる。学年末には、男装女装パーティーで盛り上
がるまで、明るく仲良しの学級になった。

山口県下関市立小月小学校 林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

教室の風景
五色百人一首で坊主めくり！
不登校の子供が「学校が楽しい！」と
言うようになる教室

⇧女子が着ている服は、
隣の席の男子が用意した。
迷彩服を着た子がチャン
ピオンになる。

⇩男装女装パーティー。女装用の
服は、隣の席の女子が用意した。

⇧教室の横の壁、黒板は、子供たち
が自由に使ってよいスペース。

⇩けん玉。遊び道具が教室に
たくさんあった方がいい。

TalkLine04H2-3_入稿.indd   1 20/03/04   12:08
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集
・
新
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度
黄
金
の
三
日
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最
初
の
授
業
〜
学
年
別
一
覧
〜

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年3月15日発行（毎月1回15日発行）第520号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

中学校の授業実践
国語「分析批評のまとめノート指導」
数学「『説明しない数学』を目指す」

中学校の授業実践
国語「分析批評のまとめノート指導」
数学「『説明しない数学』を目指す」

特集 新年度黄金の三日間 
最初の授業～学年別一覧～
新年度黄金の三日間 
最初の授業～学年別一覧～

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

発想を引き出す工作指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

新企画満載！
「トークライン」がさらにグレードアップ！
新企画満載！
「トークライン」がさらにグレードアップ！

先生方に，日々の役立つ教材情報と素材をご提供します。
詳しくはエデュサプリまで！

http://www.edusup.jp/

光村教育図書の「学び」サポートサイト

光村教育図書

開いて使えるしおりアシストナビ

しっかり身につくかくにんテスト

解き方がわかる解説動画※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-mk.com/?r=ke

インターネットで学べる！

計算計算計算
 コースを選んで全員満点！

計算しやすい
で

方眼

年

上

標準版 学校図書・教育出版・大日本図書・
日本文教出版　教科書向け

「ゆび書き・なぞり書き・うつし書き」で
漢字を定着

練習した言葉がテストに出る

インターネットで筆順アニメーション
などが見られる

編集・発行 教育出版
※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。
　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-ky.com/?r=top

インターネットで学べる！テストページダウンロード

漢字漢字漢字
年

学期

教育出版 「ひろがる言葉 小学国語」 完全準拠

切りとり
テストつきテストでかくにん

プレテスト

1

2

3

テストの
 れんしゅう

練習

 かん  じ

漢字をおぼえるゆび書き なぞり書き うつし書き

あかねこの漢字学習システム

発行 あすとろ出版 ※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが
あります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-to.com/?r=top1

インターネットで学べる！
テストページ
ダウンロード

漢字漢字漢字東京書籍 「新しい国語」 完全準拠

年
学期

テストでかくあん

プレテスト

1

2

3

テストの
 れんしゅう

練習

 かん  じ

漢字をおぼえる
ゆび書き なぞり書き うつし書き

切りとり
テストつき

あかねこの漢字学習システム

光村教育図書

●筆順アニメーション
●フラッシュカード

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。
　https://ak-mk.com/?r=kd

インターネットで学べる！

漢字漢字漢字
光村図書 「国語」 完全準拠

テストでかくにん

プレテスト

1

2

3

テストの
 れんしゅう

練習

 かん  じ

漢字をおぼえる
ゆび書き なぞり書き うつし書き

切りとり
テストつき

年
学期

あかねこの
漢字学習システム

切りとり式の「かくにんテスト」で定着を確認

つまずきの防止と，学習の記録にも
役立つしおりつき

インターネットで解説動画が見られる

光村教育図書

開いて使えるしおり
アシストナビ

しっかり身につく
かくにんテスト 解き方がわかる

解説動画
※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことがあります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。　https://ak-ke.com/?r=top

インターネットで学べる！

計算計算計算
啓林館「わくわく算数」完全準拠

 コースを選んで全員満点！

計算しやすい
で方眼

年
学期

あかねこ 
漢字スキル
ノート
光村版 東書版 教出版

B5拡大判
●学期刊 各140円（税込） ●上下刊 各210円（税込）
＊1年は上下刊のみ 各140 円（税込）
＊『あかねこ漢字スキル』とのセット販売となります。
　ノート単体での購入はできません。

漢字漢字漢字
教育出版 「ひろがる言葉 小学国語」 完全準拠

あかねこ漢字スキルにぴったり！！
全漢字にイラスト入り

楽しく覚えられる

番
組

年
名 前

編集・発行　教育出版

 めざせ
100点

年

学期

番組年

名 前

漢字漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢字字字字字字字字字字字字字字字漢字漢字

発行　あすとろ出版

 めざせ
100点

あかねこ漢字スキルあぴっあり！！

東京書籍 「新しい国語」 完全準拠

楽し
く覚えられる

全漢字あ
イラスト
入り

楽し
く覚えられる

年
学期

 v 

番組年

名 前

漢字漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字漢字漢字

光村教育図書

楽し
く覚えられる

全漢字に
イラスト
入り

楽し
く覚えられる

 めざせ
100点

あかねこ漢字ス
キルにぴったり

！！

光村図書 「国語
」 完全準拠

年
 

学期

光村版 東書版 教出版

1～6年／B5拡大判／4色刷り／シールつき
●学期刊（各3冊）各360円（税込）
●上下刊（各2冊）各540円（税込）
＊1年は上下刊のみ 各360円（税込）

1～6年／B5拡大判（1年のみA4縮小判） 
4色刷り／シールつき／縮刷解答書つき
●学期刊（各3冊）各360円（税込）　●上下刊（各2冊）各540円（税込） ＊標準版は上下刊のみ各540円（税込）

東書版 啓林版 標準版

学
習
指
導
要
領
・
教
科
書
改
訂
に
対
応
！

あかねこも
新しくなりました！

2020
年度
2020
年度

あかねこ 
計算スキル
ノート

B5拡大判（1年のみ横判）
●学期刊（各3冊）各140円（税込）
＊『あかねこ計算スキル』とのセット販売となります。
　ノート単体での購入はできません。

エデュサプリ

東書版 啓林版

計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算

光村教育図書

啓林館 「わくわく算数」 完全準拠

番組年

名 前

年
学期

解き方がわかる
解説動画

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが
あります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-ke.com/?r=top

インターネットで学べる！

光村教育図書

けいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさん

ばん
くみ

ねん

なまえ

ねん
がっき

解き方がわかる解説動画
※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。
　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。
　https://ak-ke.com/?r=top

インターネットで学べる！

啓林館 「わくわく さんすう」 完全準拠

計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算計算

発行　あすとろ出版

東京書籍 「新しい算
数」 完全準拠

番組年

名 前

年
学期

解き方がわかる
解説動画

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-to.com
/?r=top2

インターネットで学べる！

けいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさん

発行　あすとろ出版

東京書籍 「あたらしい さんすう」 完全準拠けいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさんけいさん

ばんくみねん

なまえ

ねん
がっき

解き方がわかる
解説動画

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが
あります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

https://ak-to.com/?r=top2

インターネットで学べる！

光村教育図書光村教育図書

開いて使えるしおり

アシストナビしっかり身につく

かくあんテスト

発行　あすとろ出版

解き方がわかる

解説動画

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-to
.com/?r=top

2

インターネットで学べる！

計算計算計算
 コースを選んで

全員満点！

計算しやすい
で方眼

東京書籍 「新し
い算数」 完全準

拠

年
学期

─発達段階に応じたポジティブ授業びらき──発達段階に応じたポジティブ授業びらき─

4・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

永久
保存版！

リニューアル！

木村重夫

小学1年　算数 「なかまあつめ」 谷　和樹
小学2年　国語 「ねぎぼうずのがくたい」 手塚美和
小学3年　国語 「三点セットから始まる」 河田孝文
小学4年　国語 「出会いの授業は、明るくテンポ良く」 鈴木恭子
小学5年　算数 「あかねこ計算スキル」 松崎　力
小学6年　算数 「線対称と点対称」 木村重夫


